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　夜陰に沈む大都市───。

　めまぐるしい変化と発展を止とめない人口密集地帯。溺れそうなほどのネオンの海、人々の喧けん騒そう、自動車の排気音……眠る気配など見せない街。

「……ふん。朝から晩までうじゃうじゃうじゃうじゃと。気色悪いったらありゃしない。こんな時間にまで動き回るなんて、人間ってのはよほど暇なのかしらね？」

　天を衝つきそうなほどの高層ビル群が地平線の果てにまで続く、その一角。

　あふれかえる交通の渋滞解消を目的に設計された頑強なつり橋。それを支える主塔の上に、彼女は悠然と腰かけていた。

　河川の水面をなでる夜風にあおられ、燃えるような赤髪が優ゆう雅がになびく。

　年頃は十代前半程度とまだ若く、老ろう獪かいな雰囲気の中に少女らしい幼さを残している。

　華きや奢しやな身体からだは鮮やかな色合いの衣装で固められ、頭には表情を覆おおい隠すような大きめの三角帽、肩には仰々しいマントと、まるでおとぎ話に登場する悪役の魔女のような風変わりな恰かつ好こうをしていた。

　右手には、燭しよく台だいに立てられた蝋ろう燭そくが一本。

　灯ともった炎は彼女の髪色よりも幾分か明るいオレンジ色。夜風を受けるそれは今にも掻かき消きえてしまいそうなほど儚はかなげで、温かみを求めるには些いささか心もとない。

『───ねえ、エル？　本当にやるつもりなの？』

　ふっ、と。

　吹きぬける風鳴りにまぎれて、彼女の耳元へ少女の声が響いてきた。

　エル。そう呼ばれた彼女は顔をしかめる。

「あン？　あったりまえでしょ。そのために、わざわざ危険を冒してまで侵入したんだから。もしかして今さら怖おじ気けづいたわけ？」

『そ、そうじゃないよ。エルの覚悟は充分に理解してるつもり。でもね？　でも───』

「あんたはいっつも心配ばっか。そーゆーの正直メンドくせーのよ。……いいの、べつに。あたし自身もこの街の光、キライだから」

　眼下に広がる街並みには、人工的なネオンの光にまぎれて不可思議な光こう芒ぼうがふつふつと浮かび上がっていた。機械の歯車のように整列して並べられ、ゆっくりと回転を繰り返すそれらは、このコンクリートジャングルにひどく不釣り合いに思える。

　幻想的で、実感がなく、通常の原則にはまるで当てはまらない力。

　あえてそれに名を与えるならば───人工魔術ブラツクアート。

「《大搾取カタストロフ》。三十年前のいざこざを機に、ここの連中は決して踏み越えてはならない一線を越えた。マジで気持ち悪いのよ、こんな街。動力になっているのはこっち側の力なのに、動いているのはあっち側のもの。見ていると吐き気がして───全部、壊したくなるッ」













　吐き捨てるように言って、エルは目を伏せる。

　桜色の唇が上下に動き、じっとりと湿った不気味な文言を唱え始めた。

　夜の虚こ空くうに、エルの静かな呪じゆ詛そだけが響きわたる。

　そして───次の瞬間。

　上空に、巨大な光こう芒ぼうが顕けん現げんした。

　鈍にぶい輝きを放つ六芒星。都市に浮かびあがるそれらと非常に酷似しているが、遥はるかに大きく、そして禍まが々まがしい。

　現れた光芒を確認したエルは、右手に持った燭しよく台だいを高々とかかげた。

　蝋ろう燭そくの先せん端たんに灯ともった炎は、上空の光芒から降り注いでくる光を受けてその色合いをオレンジから紫───激しく燃え盛る紫し炎えんへと変貌させる。

　すでに呪詛の詠唱は止とまっていた。

　かかげた燭台を胸元へと戻し、エルは酷薄な笑みを浮かべる。

「さあ、始めましょう？　今こ宵よい、反撃の足掛かりとなる一幕を。この都市に住まう、すべての略奪者どもへ。……今一度、魔術師あたしたちの威光を知らしめるために」




　同刻───。

　少年はふっと空をあおいだ。

　多くの人にあふれる繁華街。そこからでも、都市上空に起きた異変はまざまざと確認できた。ただでさえ地上の光に負けて霞かすんで見えた星々が、完全に塗りつぶされて見る影もなくなっている。

　───魔法陣。

　その不可思議かつ、当たり前の現象のせいで。

　通行人たちは特に驚いた様子もなく、興味を惹ひかれたように足を止めていた。近くにいたカップルが「なんのイベント？」とか無邪気に騒ぎ合っている。

　平和だ。とても。

　しかし、少年の表情は晴れなかった。

　彼は知っていたのだ。あの魔法陣の意味するところを。

　この都市に存在するソレとは違う、その由来ルーツを。

　……っと。それまで他た愛あいのない会話をしていた人々から、唐突に甲高い悲鳴があがった。

　上空に浮かぶ魔法陣のちょうど真下から、鮮烈な火柱が立ち昇る。肌を焦がすような熱波が周囲へと拡散し、繁華街にも激しく吹きつけてきた。路上の電柱や交通標識などがギシギシと不安定に軋きしむ。

　穏やかな街並みはその様よう相そうを一変させ、恐怖と混乱に支配された。

　訳がわからず立ちすくむ者、驚きのあまり逃げだす者、これは都市のほうが仕組んだサプライズだと無意味な推測で落ち着こうとしている者……。様々な人間がいた。

　その只ただ中なかにおいて、少年の表情はいよいよ憂ゆう鬱うつになる。

　ほどなくしてポケットの携帯電話にコール。

　着信相手が誰かなんて、見なくてもわかりきっていた。どよめきと悲鳴に塗まみれる人ごみを押し分けるように、少年は前へと歩き始める。

　混迷を極める都市の中心部。

　魔法陣の浮かぶ、その渦中へ向かって───。

「……さて。仕事の時間だ」




　魔製都市。

　この都市がそう呼ばれるようになったのは、もう三十年以上も昔のことになる。

　現存するほとんどの動力が魔術によって賄われる大都会。

　そこに住まうのは魔力、魔術の知識など一切持たない三百万超の人間と。

　そのシステムの根幹を支える二万足らずの魔術師たち。

　のちに《大搾取カタストロフ》と称されるようになる大きな戦争で、『魔術』を礎いしずえに築かれた文明は、『科学』を礎に築かれた文明に敗北を喫きつした。

　捕虜として捕らわれた多くの魔術師は、その後、各企業団体に多額の金で買い取られ、人間の手による新たなる文明のステップ《人工魔術ブラツクアート》を創り上げるための研究素そ材ざいとして飼われることになる。

　そして今や、魔術は人の手の届かない夢物語ではなくなった。

　企業によって市販される『商品』。簡易化された多くの魔術製品が一般にも普及し、魔力を持たない人間でも簡単に扱える。そんな時代の訪れ。

　しかし、この都市に住まう多くの人々はまだ知らなかったのだ。

　何かから奪い、犠牲にしてまで得た、平穏の対価。

　その大きすぎる代償の存在を───。





　　　　//






「───うへぇ。今回のやつはまたいつにも増して派手っすねぇ」

　オフィス街の車道を走る一台のワゴン車。

　助手席に座る百もも瀬せ啓けい太たは、窓の外を見やりながら、感心したような声をあげた。

　年頃は二十歳前後。耳にピアスを開け、軽薄そうな雰囲気を漂わせた、優やさ男おとこ風の青年である。外見は高級クラブのホストっぽくも見えるが、これでも彼は立派な公務員だった。

「……感心しとる場合かアホ。ありゃどう見ても不法な術式じゃ。それもかなりデカい。十中八九、魔術師の仕業じゃろうて」

　啓太の軽い口ぶりに、隣でハンドルを握る厳いかつい顔つきの中年男性が渋い声で応じる。

　ワゴン車のガラス越しに彼らが見つめるのは、頭上を覆おおい尽くすほどの巨大な魔法陣だった。それは『術式』の起動……今まさに魔術が行使されている証あかしでもある。

　すでに省庁によってここら一帯に交通規制がかけられているため、車道にも歩道にも、人っ子ひとり見当たらない状態だった。明かりが灯ともったまま無人と化したビル群は、ある種の不気味ささえ感じさせる。

　その光景をまじまじと眺めながら、啓けい太たはうんざりとため息を吐ついた。

「やっぱり……そうなりますよねぇ。となると、オレらの出動は必然的ってことにもなりますか。毎度毎度、忙しくてなによりです」

　近年になり、都市内で起こる魔術犯罪の件数はますます増加の一途をたどっている。

　そのほとんどが魔術師の手によるものだった。

　この都市の形態である『人工魔術ブラツクアート』の一端を担い、企業が行う研究に従事する技術者たち───。現在、『魔術師』とは一般的にそのような理解がなされているが、すべてがすべてそういった平和的な枠組みに収まってくれるわけではない。

「今月で何件目ですか？　主犯が魔術師と思おぼしき、不法術式起動のテロ事じ件けんって」

「大小合わせて十以上はくだらないの。流石さすがの課長も死人のような顔をしとったわ」

「……うげぇ。公安部の連中はなにやってんっすか。テロリストの都市潜伏くらい事前に防げって話ですよ」

「あっちもあっちで忙しいんだろうよ。まあ、そのとばっちりがワシらに回ってくるのは、いかんせん、どうにかしてほしいもんじゃが」

　面白くなさそうに鼻を鳴らす男性の足元には、薄く光る光こう芒ぼうがゆっくりと回転していた。

　───アレクトリア社製、長距離移動用機車《アイトーン》。

　内蔵された魔力バッテリーを糧かてに、従来のガソリン車とほぼ変わらない走行を可能とするワンボックスカーである。代表的な人工魔術ブラツクアート式の製品の一つ───企業が売りだす魔術由来の『商品』であった。

　このワゴン車に限らず、今や魔術由来の製品なんて都市のどこにでもあふれている。

「……人工魔術を基盤に、企業が作り上げた『魔製都市』。その都市で魔術師がテロ活動なんて、なんとも皮肉な話じゃないっすか。今の都市形態が完成したのは、魔術師が企業に協力したおかげなんでしょう？」

　憂ゆう鬱うつそうに告げる啓太。

　男性はハンドルを指でコツコツ叩たたきながら、思案顔を作った。

「まあ。魔術師と呼ばれる連中にもいろいろいるからの。人間に従って協力するやつもいれば、往生際悪く反抗を続けるやつもいる。というか、数的に言えば後者のほうが圧倒的に多い。前者だって企業に強要されて仕方なく……って感じかもしれんぞ？」

「……穏やかじゃない話ですね。つまり企業は魔術師たちを脅しつけて、無理やりに従わせているとでも？」

「さあな。じゃが、その可能性は大いにありうる。協力を拒む魔術師は『反抗勢力』ないし『危険因子』として暗い独房に閉じ込められるとも聞くの。そこまでせんと魔術師の協力なんてとても得られなかったのかもしれん。なんせ、元は戦争までした敵同士じゃ」

「三十年前の戦争、《大搾取カタストロフ》ってやつですか。逃げ延びた魔術師たちが結託してテロリストになっちまうのも、ある意味で必然であると？　……なんだか、ブルーになってきましたよ」

「ふんッ。弱音を吐く暇があったらキリキリ働かんかい。万が一にも大事に至いたれば、ワシら全員のクビが飛ぶぞ」

　窓にもたれかかってため息をつく啓けい太たを、男性が厳しく叱しつ咤たする。

　文明の進歩の先に渦巻く、憎悪と犯罪の連鎖。

　その渦中にいて、どうにかするのが彼らの役目でもあった。

　警視庁警備部『特殊災害対策課』───通称《ワイズマン》。

　横行する魔術犯罪を重く見た省庁が、これに対抗するため組織した特殊チームである。

「ははっ。俺ら全員クビっすか。いっそ、それもいい気がしてきました。ここんとこずっと働きづめでしたし。いい加減に休まないとマジ死にます」

「休むなり死ぬなりはお前の好きにせえ。ただし、この仕事が片付いたあとでな」

「はぁ……しょっぱいっすねぇ。これで今月の給料がはずまなかったらスト起こしますわ。───ねえ、お嬢？」

　啓太は苦笑しながらこめかみを擦さすると、おもむろに背後を振り返った。

　ワゴン車の後部座席。そこに、一人の少女がちょこんと腰かけていた。

　ブレザータイプの制服を着た、十代半ばくらいの女の子だ。

　ほっそりとした華きや奢しやな体たい躯くをしており、透き通るような肌も相まって、繊細なガラス細工みたいな印象を受ける。腰あたりまで伸びる黒髪はハーフアップにまとめられ、いかにも良家のお嬢さま、といった感じの風ふう貌ぼうだった。

　それまで窓の外をジィッと眺めていた彼女───三み崎さき瑠る衣いは、ハッと我に返って肩を震わせた。

「は、はいっ。なんでしょうかっ？」

　唐突に話しかけられたので、恥ずかしいくらいの素すっ頓とん狂きような声が飛びだしてしまった。

　啓太も驚いたように目を丸くしている。

「いや。たまには休みがほしいなー……って話だよ」

「や、休み？　ですか？」

　瑠衣はきょとんと小首を傾かしげた。

　ぼんやりしていた頭を精いっぱいに再起動させて、啓太の言葉を思案する。……確かに、最近はずっと働きっぱなしだった。彼が言っていることもわからなくはない。

　だけど、それは違う。

　瑠衣はすぐに大真面目な表情を作り直して、啓太に真まっ直すぐな眼まな差ざしを向けた。

「ダメですよ、啓太さん。わたしたちのお仕事は一般市民の安全を最優先に考えることです。魔術を使った犯罪が起こる限り、わたしたちに休んでいる暇なんてありません」

　瑠る衣いの生き真面目まじめな回答を受けて、啓けい太たは一瞬だけ面食らったような顔をした。

　それから隣の男性と顔を見合わせる。そして……同時に「ぷっ」と噴きだした。

「くく……ぐははははっ。お嬢に説教されちゃあ立つ瀬ないのぉ、啓太ぁ」

「……言わないでくださいよ。なんか今のですんげー反省しました」

　言葉では落ち込んでいるものの、啓太の口元も笑っていた。

　瑠衣だけがまったく状況を読めず、ぽかんと口を開け放つ。

「えっ、えっ？　な、なんで笑うんですか!?」

「なんでもないよ、お嬢。俺がバカだったってだけのハナシ」

「当たり前じゃ。お前も少しはお嬢を見習え」

　二人があまりにも大おお袈げ裟さに笑うので、瑠衣は顔を真っ赤にして目を伏せた。

　……自分はいつもこうなのだ。

　真面目にしゃべっているつもりでも、周囲の人間はなぜか和んだように微笑ほほえみかけてくる。よく「君は天然だね」とか言われるが、瑠衣自身にはその意味もよくわからなかった。

「そ、そんなに笑わなくたっていいじゃないですかっ。わ、わたしのなにがいけないんですかっ？　言ってくれれば直しますから」

「……ごめんごめん。べつにからかったつもりじゃないんだ。つか、お嬢はそのままのほうが可愛かわいいから。絶対に直さないでくれ」

「か、かわっ!?」

「そのへんにしておけ。お嬢はこれでもまだ学生じゃ。口説くんなら、せめてもちっと成長してからにせえ」

「ふむ……。成長ですか」

「ど、どこを見て言ってるんですかっ、二人とも！」

　瑠衣は自分の胸元を───その年齢にしては控えめな部分を───押さえながら、涙目で訴える。二人はさらに笑った。

「もうっ。いい加減にしてください！　今は公務の最中なんですよ!?　都市の安全はわたしたちの働きにかかっているんですから、もっと自覚を持って───」

　言いかけたそのとき。

　ワゴン車に取り付けられた無線から、雑音交じりの通信が入った。

『───こ、こちら封鎖ポイントＣ！　巡回中の《ワイズマン》に通達！　目標を発見、攻撃を受けている！　繰り返す、攻撃を受けているッ。至急応援を！』

　それまで緩んでいた車内の空気が、一気に鋭いものへと変わった。

　助手席の啓太が手早く無線機のマイクを取る。

「こちら《ワイズマン》。了解した。到着するまで目標の足あし止どめを続けろ」

　できるだけ相手を落ち着かせるよう淡々と告げると、通信に耳障りな雑音ノイズが混じった。

『───ダ、ダメだ。目標の魔力が強大すぎる！　アレは…………アレはただの術式じゃないッ。アレはっ、アレはァ───ッ!!』

　雑音ノイズが激しくなり、無線機の向こうで大きな悲鳴があがる。

　そこで通信は途絶えた。

　マイクを握ったまま、啓けい太たが「くそっ」とダッシュボードを殴りつける。

「Ｃ地点っつーと……こっから近ちけぇぞ!?」

「お嬢！」

　男性の叫びを受けて、瑠る衣いは一つ深呼吸をする。

「はい。───来ますっ！」

　刹せつ那な。

　交差点に差しかかったワゴン車の眼前を、左から右へ、なにか巨大な物体が横切った。

　フロントガラスが紫色の閃せん光こうに包まれる。視界がくらみ、まともなハンドル操作もままならない。ワゴン車の車体が大きく揺らいだ。

「こなくそ───ッ！」

　男性は歯の間から声を絞りだすようにうめき、なんとかハンドルを右に切る。

　ワゴン車は一瞬だけ歩道に乗り上げかけたが、壁に激突することもなく車道へと復帰した。車内の全員がホッと安あん堵どの息を吐く。

「ちょ、ノーブレーキって正気ですか!?　あそこはブレーキ踏む場面でしょフツー!?」

「じゃかあしい！　チンタラしてたらアレに逃げられるじゃろがい！」

　怒鳴り返した男性は前方を顎でしゃくってみせる。

　ワゴン車のライトが照らし出す、さらにその先。

　夜の車道を煌こう々こうと輝く紫し炎えんの塊が滑るように走っていた。

　鮮やかな火の粉を撒まき散ちらし、闇に映えるソレは、四本足の獣のような姿をしている。

　大きく裂けた口角に、尖とがった耳、炎の体毛に包まれた尾───。

　その正体は巨きよ狼ろうだった。紫炎によって形作られた体長三メートル近い獣が、周囲の空気を焼き払いながら全力疾しつ走そうしている。

　啓太はめまいを覚えたように額を押さえた。

「おいおい……。よりにもよって───《エーテルギア》かよッ!?」

　絶望にあえぐような啓太の叫びが、車内に響き渡った。

　フロントガラス越しに見えるその紫炎の獣を、瑠衣は視線を鋭くして睨にらみ据すえる。

《エーテルギア》───。

　それは、かつて、魔術師たちが所持していたとされる魔術兵器の総称だった。

　それぞれが強力な固有術式を内蔵し、ひとたび起動すれば周囲へ絶大な破壊をもたらす代物である。

　紫炎の巨狼は走りながら姿勢を低くし、さらに加速した。

　引き離されまいと、男性もアクセルを大きく踏み込む。

　けたたましいエンジン音を鳴り響かせて、ワゴン車は疾走する巨狼に追いすがった。

「あの犬っころ、市街地の方面へ向かっとるぞ！　このままじゃと……！」

「わかってますよ！　お嬢！　俺たちで足あし止どめを───って、うおおい!?」

　振り向きざまに叫んだ啓けい太たは、次の瞬間、目の前の光景に驚きよう愕がくする。

　後部座席にいた瑠る衣いが窓の枠に足をかけ、車外へ身を乗り出していた。

　彼女は前にいる二人に一いち瞥べつだけ送ると、神妙な表情でうなずいてみせる。

　───ダンッ。

　軽快な音を立てて、瑠衣は窓の枠を勢いよく蹴った。

　両腕は窓の上側をしっかりと掴つかんでおり、そのまま逆上がりをするような要領で一回転。ワゴン車の屋根に足をつける。

　鮮やかな体技でワゴン車の屋根に乗った瑠衣は、さらに流れるような動きで制服の懐に手を入れた。中から黒光りするリボルバー式の拳銃を取りだす。

　撃鉄を起こし、照準。狙いを定めて発砲した。

　反動の衝撃が、瑠衣の細腕を揺さぶる。引き換えに放たれた一発の銃弾は、前方を走る紫し炎えんの巨きよ狼ろうの背部に回転しながらねじ込まれた。

　ビスッと、肉を裂く音。巨狼が悲痛な咆ほう哮こうをあげた。

　拳銃のシリンダーに込められた弾丸には、抗魔加工アンチ・ブラツクアートが施されていた。人工魔術ブラツクアート式の製品に、制動装置ブレーキとして使用されている特殊素そ材ざいだ。

　人工魔術の悪用、犯罪転用が恐れられる昨今、警察と言えど魔術由来の武装を所持することは法律で固く禁じられている。ゆえに、不意に発生した魔術犯罪に対し、国家機関が持ち得る最大最善の武装としてこの抗魔加工は重宝されているのだ。市場に出回っている程度の術式ならば、すぐさま機能停止に追い込めるはず。そのはずだった。

　しかし……止とまらない。

　それどころか、疾しつ走そうを続ける巨狼はこちらのことを見向きもしなかった。

　瑠衣は思わず渋じゆう面めんを作る。……やはり、アレは並大抵の術式ではない。上空に展開された魔法陣の規模から考慮しても、一発で仕留められるほど甘いものではないらしい。

　吹きつける突風にあおられながら、瑠衣はさらに二発、発砲。

　今度は後ろ脚に直撃し、わずかに巨狼の体勢が揺らいだ。与えられるのは微々たるダメージだが、効き目があるだけでも幸いと考えるべきだろうか。

「ぼーっとするな、啓太ァ！　お前もお嬢を援えん護ごせえ！」

「チッ……！　どいつもこいつも無む茶ちやしやがる！　お嬢！　頼むから、そっから振り落とされてくれるなよ！」

　助手席から身を乗り出した啓太も、拳銃を抜いて瑠衣の援護に回る。

　連続して放たれる銃弾。それらはすべて巨狼の後ろ脚を狙い、徐々に速度を減退させていく。巨体から振ふり撒まかれる火の粉を左右に細かく回避しながら、ワゴン車は彼ひ我がの距離を確実に縮めていった。

　苛か烈れつなカーチェイスを繰り広げながら、両者はやがてオフィス街と市街地を繋つなぐつり橋へと差しかかる。

「市街地に入られたらしまいじゃ！　タイミングを見計らって一気に横へつける！　二人ともしっかり掴つかまって───」

　ハンドルを巧みに切り、男性が叫んだ瞬間。

　先行する紫し炎えんの巨きよ狼ろうが急激に速度を緩めた。前脚の爪でアスファルトを穿うがち、ガリガリと削りながら横向きに静止する。

　追跡するワゴン車に向かって、凶悪な顎あぎ門とがグバッと開かれた。

「ッ!?　ダメですっ！　停とまってください!!」

　瑠る衣いの悲鳴に近い警告は、残念なことに間に合わなかった。

　───咆ほう哮こう。

　発生した音が強力な熱波へと変わり、地面のアスファルトをめくりあげる。

　ワゴン車はキュルキュルとタイヤを擦こすらせながら停止しかけるも───衝撃にあおられ、あえなく横転した。




「うっ……」

　刹せつ那なの空白。

　硬い地面に投げだされた瑠衣は、苦しげに呻うめきながら上半身を起こした。

　節々を派手に打ちつけたものの、幸いにも骨折などはしていないようだった。打ち身と擦すり傷で無事とはとても言いきれない状態だが、むしろこれだけの軽い怪け我がで済んだのは僥ぎよう倖こうだったと言えるだろう。

　ぼやけた瞳で周囲を見回す。

　状況はひどい有様だった。

　つり橋の路面がまるで地震の被害でも受けたかのように罅ひび割われ、歪ゆがんでいる。あちらこちらから小さな火の手があがり、その中心に横倒しになったワゴン車を発見した。

「……っ！　二人は!?」

　すぐに同乗者たちのことを思い出し、瑠衣は痛む体に鞭むちを打って立ちあがった。

　足を引きずりながらワゴン車へと近づく。

　すると、その陰に二人の男が倒れているのを見つけた。どうやら、彼らも咄とつ嗟さに車内から脱出していたらしい。慌てて駆け寄って確認すると、二人とも息はあるようだった。気を失っているが、命に別状はなさそうである。

「よかった……」

　安あん堵どが押し寄せてきて、つい泣きそうな声がでた。

　先ほどまで軽口を叩たたいていた仲間たちは沈黙し、今この場で動いているのは自分一人。そう考えると、とたんに心細くなってくる。

　荒れ果てた路面。

　上空に浮かぶ不気味な魔法陣。

　瑠る衣いの脳裏に何かが……。

　思い出したくない何かの映像が、瞬時にフラッシュバックする。




『───ごめんね』




「ひぐっ……！」

　激しい頭痛とめまいに襲われた。

　両手で自分の体を抱くようにしてその場にへたり込む。冷や汗と震えが止とまらなくなった。喉がカラカラに乾いて、吐き気さえ押し寄せてくる。

「うえっ……おえぇっ……！」

　地面に突っ伏して少しえずいた。

　頭ではしっかりしなければと思うのに、心がついていかない。

　口元についたヨダレを拭うと、呼吸が苦しくなって涙が零こぼれた。……もうイヤだ、と。胸中で弱気な自分が情けなく泣き叫んだ。

　しかし、わずかな弱音を吐くことさえも、今の状況は許してくれなかった。

「っ!?」

　かろうじて体が反応できたのは日ごろの訓練の賜たま物ものだろう。

　瑠衣は跳ねるように身を起こすと、手元にあった拳銃を構えた。

　照準の先───十メートルほど離れたところに、巨大な紫し炎えんの塊。

　炎で形作られた巨きよ狼ろうが牙を剥むいてたたずんでいた。

「……エーテルギア……！」

　ありったけの怨えん嗟さを込めて、瑠衣はその忌まわしい兵器の名を呼ぶ。

　エーテルギア。三十年前の戦争で、国家が魔術師たちから押収した魔術兵器。

　これらを元に、企業は現在の魔術体系『人工魔術ブラツクアート』を作りだしたと言われている。

　現在、エーテルギアは国家ないし、各企業のもとで厳重に管理される決まりになっていた。それが都市の市街地付近で起動され、都市破壊行為に使用されているということは───何者かの手によって盗みだされたという可能性が非常に高い。

「まさか今回の術式の元が、エーテルギアだったなんて……。初めからそうとわかっていれば、もっと厳重な警戒態勢だって張れたはずなのに───！」

　歯は噛がみしたところでどうにもならない。

　甲高い咆ほう哮こうをあげて、巨狼が大きく身を揺すった。

　紫炎の体毛が激しく逆巻く。目に痛いほどの火の粉が飛び散り、拳銃を構える瑠衣のもとへ一直線に跳びかかってきた。

「くっ……！」

　瑠衣は強く地を蹴って後退。肉迫してくる巨狼の鼻面に向かって何発か発砲する。

　銃弾の直撃を受けた巨狼は、しかし、怯ひるむことさえしなかった。

　紫し炎えんの体毛ですべての銃弾を跡形もなく焼きつくし、さらに接近。唖あ然ぜんとする瑠る衣いに、燃え盛る牙を振りおろす。

　瑠衣は咄とつ嗟さに地面へ片手をつき、後ろへ向かっていた運動エネルギーを真横へ逸そらした。

　転ぶようなかたちで右側へ回避。ギリギリのところを炎に包まれた牙が通過していく。

　休むことなく牽けん制せい目的の発砲。だが、またも紫炎の体毛に焼き払われる。

「くぅッ……！」

　路上で追跡していたときと比べ、巨きよ狼ろうの纏まとう魔力が明らかに上昇していた。

　おそらく、それまで逃げの分に使っていたエネルギーを、こちらを排除するためにつぎこむことにしたのだろう。こうなってはもはや拳銃用の弾丸に施された抗魔加工アンチ・ブラツクアート程度では足あし止どめにすらならない。この状況はマズイ。非常に。

　巨狼が至近距離で咆ほう哮こう。巻き起こった熱波にあおられ瑠衣の華きや奢しやな体は吹き飛ばされた。

　……無理に押し込めていた吐き気が、再びぶり返してくる。

　死にたくない。死ぬのはイヤ。心が情けなく泣き叫び、冷静な思考を阻害する。

「ダメ、こんなときにっ！」

　地面を転がりながら、グッと歯を食いしばる。

　追撃に備え、立ち上がろうとした。しかし、

「うそ……立てない!?」

　身体からだに力が入らない。手足が震え、動くことを頑かたくなに拒絶していた。

　戦わなきゃ、抵抗しなきゃ。

　そう思うのに、身体はまったく言うことを聞いてくれない。

「やだッ、動いてよっ。動いて！」

　目眩めまいでくらむ視界の端に、紫炎の巨狼が突進してくる姿が見えた。

　わたしは死ぬのだろうか？　あの牙に肉を食いちぎられ、全身を激しい炎に焼かれて。

　そんなのイヤ。絶対にイヤ。

「助けてっ！」

　悲痛な叫びが口からこぼれでた。

　その直後。




「術式兵装展開。起動アクテイヴエイト───《メギンギョルド》！」




　眩まばゆい閃せん光こうが、上空から降り注いだ。

　眼前まで迫っていた巨狼の頭蓋が、真上から押し潰されるようにしてグシャリとひしゃげる。砂すな埃ぼこりと火の粉を巻き上げて、巨体が硬い地面に沈んだ。

　……何が起こったのか、すぐには理解できなかった。

　激しい衝撃から顔を守りながら、瑠衣は精いっぱいに目を開いた。

　土煙が徐々に晴れていく。視界が鮮明になって、まず目に入ったのはうつ伏せに倒れる巨大な狼。そして、

「え……？」

　巨きよ狼ろうの頭上に、一人の少女がたたずんでいた。

　確かに見間違いじゃない。とても小柄な少女だった。

　色素の薄い髪をツーサイドアップにまとめた、可愛かわいらしい童顔。サイズの合わないダボダボのパーカーを羽織り、ミニのスカートから伸びる細い脚にはハイソックスがはかれている。全体的に肌を隠すような衣装だったが、その隙間からわずかに覗のぞくきめ細やかな表皮には、浅黒い紋もん様ようのようなものが生々しく刻まれていた。愛らしい見た目とは裏腹に、どこか神秘的で近づき難い雰囲気を感じさせる。

　そして、なにより。

「───ソラちゃん？」

　瑠衣はその少女の顔に見覚えがあった。

　ソラ。そう呼ばれた少女が、ゆっくりとこちらを振り返る。

　つぶらな瞳が真正面から瑠る衣いを見つめてきた。その色合いは複雑な虹色。見つめ合っていると魂を吸い取られてしまいそうな深い深い色合いに、瑠衣はゴクリと息を呑のんだ。

　目の前の少女がクッと眉み間けんに小さなしわを作る。

　花弁みたいに小さな唇がへの字に曲げられて───。

「あ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

　瞬間、耳に痛いほどの元気な声が上がった。

　鼓こ膜まくが痺しびれて頭がクラクラする。それまでの少女の神秘的な印象が一発で崩壊するほどの溌はつ剌らつとした大声だった。

　目を白黒させる瑠衣を余よ所そに、小柄な少女はあわあわと叫び続ける。

「ミ、ミィくんミィくん！　なんだかわからないけど、こんなところにルイがいるんだよっ。どうやら先を越されたっぽいよ～っ！」

　少女は地団太を踏んで悔しがる素振りをみせた。その足元にいるのは、先ほどまで瑠衣を追い詰めていた危険な魔術兵器。なんともシュールな図である。

　唖あ然ぜんとしていると、さらにべつの方角からコツコツと足音が響いてきた。

「……うるさいぞ、ソラ。お前の声は耳に響く」

　気だるそうな少年の声。

　その声を聞いたとたん、恐きよう慌こう状態にあった心がふっと和らいだ気がした。

　瑠衣は涙のにじむ瞳でそちらを振り返る。

「よぉ、三み崎さき。こんな時間に、こんな場所で出くわすなんて奇き遇ぐうじゃないか」

　緩い口調で告げられる、場違いな挨拶。

　夜の闇を破り───。

　炎に包まれた橋きよう梁りようへ、一人の少年が姿を現した。





　　　　//






「……か、錺かざり矢や……先せん輩ぱい……？」

　つぶやいた自分の声は、まるでフィルターを通したみたいにフワフワと聞こえた。

　現れたのは、ブレザータイプの制服をまとった少年だった。

　ノータイのシャツに、右肩には通学用のショルダーバッグ。どこにでもいそうな今時の男子高校生だ。顔立ちはそれなりに整ってはいたが、全体的に見れば平凡な印象を受ける。

　……瑠る衣いにとって、それはよく見知った顔だった。

　いや。いっそのこと、ものすごく近しい存在であると言ってもいい。

　少年はグルリと周囲を見回すと、やれやれと短い息を吐いた。

「これはまた……。随分と派手にやらかしたもんだな」

　それから、真まっ直すぐにこちらへ歩み寄ってくる。

　すぐに瑠衣も我に返って、前に身を乗りだした。

「せ、せんぱ───ッ」

「おっと待った。その前に一つだけ言わせてくれ」

　瑠衣の言葉を、少年はやんわりと遮った。

　完全に勢いを殺された瑠衣は口を開け放ったまま固まる。

　少年は、ニヤリと底意地の悪そうな笑みを浮かべて、

「なあ三み崎さき？　……ここ、見えてるぞ？」













　ちょんちょんと。指で瑠る衣いの胸元を指してみせる。

　瑠衣は「えっ」と呆ほうけた声をあげて、視線を下に向けた。

　……ブレザーの下にあるシャツがビリビリに破けていた。

　おそらく、ワゴン車の上から放りだされたときにそうなったのだろう。破れたシャツの下からは、当然のごとく淡い色の下着がのぞいていて───。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

　瑠衣は耳まで真っ赤にして、すばやく自分の胸元を隠した。

「か、かかかかかか錺かざり矢や先せん輩ぱいッ」

「おっと。怒るな怒るな。むしろ、オレはお前に感謝されてしかるべきだろ？『なにこいつ、きも～い。ちょっと見ないでくれる？』みたいな冷たい女子高生の罵声をあびる覚悟で、善意の通告をしてやったんだから。それとも、そのまま放置の方がよかったか？」

「ふ、ふざけないでくださいっ。だいたい、先輩のは善意じゃなくて悪意じゃないですか！」

「む？　失礼なやつだな。この善良なるオレのどこに悪意があるというんだ」

「全体的に！　そうやって平然とした顔でズケズケ物を言うところとか、お、女の子の、し、ししし下着を見たのに、まったく反省の色がないところとかですっ！」

「三崎……。残念ながらオレは巨乳派だ」

「ひうっ!?　───バっ、ババババッ……バババババカァ!!」

　瑠衣はますます顔の朱色を濃くして、身を縮こまらせる。

　そんな様子を見ながら、少年は半笑いで息を吐いた。

　肩に背負っていたバッグを地面におろし、おもむろに制服のブレザーを脱ぐ。そして、胸元を押さえてへたり込んでいる瑠衣の頭の上から、かぶせるようにして落としてきた。

「ふあっ!?　───せ、先輩!?」

「とりあえずまあ、それでもかぶって大人しくしてろよ」

　背を向けると、ゆるゆるとした足取りでつり橋の中心部へと歩きだす。

　すると、倒れ伏す巨きよ狼ろうの頭に乗っていた少女が、ぴょんと飛び降りてきた。

　彼女は少年の隣に着地すると、不服そうに頬ほおを膨らませる。

「ミィくん、ミィくんっ！」

「……なんだよ。うるさいな」

「なんだよ、じゃないんだよっ。どうしてあの女に優しくするの？　あいつ、いつもソラたちのお仕事の邪魔をしてくるのにっ」

「邪魔じゃなくて、警察の仕事の一環で……だろ。まあ獲物が被かぶれば取り合いみたいなことにもなるのは確かだが。べつに敵対してるわけじゃない」

「うにゅうううううう……。ミィくんはあの女にいつも甘いんだよっ。優しい言葉をかけて、自分のお洋服まで貸して！　ソラにはうるさいうるさいって、いつも冷たいことしか言ってくれないのに～っ」

　腕を大きく振って訴える少女を、面倒くさそうに軽く受け流す少年。

　すでに近隣には交通規制がかけられ、一般人の避難は済んでいるはずだった。

　そんな場所に突如として現れた、その二人。

　普通に見える彼らもまた───この場と同じく、やはり普通ではないのである。

　っと、そのとき。

「ッ!?　ミ、ミィくん！」

　文句を言うことに必死だった少女が、急に全身の毛を逆立てて甲高い声をあげた。

　数メートル先。地面にうち伏していたはずの巨体がムクリと起きあがる。

　瑠る衣いの背筋に寒いものが走った。まさか、そんな。

「まだ動くの……っ!?」

　瑠衣の愕がく然ぜんとした声を合図に、紫し炎えんに包まれた四し肢しが路面を穿うがつ。

　完全に立ちあがった巨きよ狼ろうが、怒りを露あらわにするように高々と吼ほえた。激しい熱波が周囲に拡散し、瑠衣は堪たまらず身を竦すくませる。

　大きく咆ほう哮こうする巨狼の全身からは、強大な魔力の波が迸ほとばしっていた。

　目に見えない電磁波のようなそれは、つり橋に取りつけられた人工魔術ブラツクアート式のライトに影響を与え始める。あちらこちらから小型の魔法陣が展開され、内蔵魔力の許容量を超えたガラスがパリンッと乾いた音を立てて弾はじけた。

「じゅ、術式の共鳴干渉……!?」

　瑠衣はさらに恐々とし、つぶやく。

　共鳴干渉。物理的な破壊性以上に恐ろしいとされるエーテルギア特有の現象だ。

　存在するだけで莫ばく大だいな魔力を放ち続ける魔術兵器、エーテルギアは、周囲にある術式、またはそれを動力に動く物質に少なからずの影響を与える。強すぎる魔力を浴びた術式は暴走し、その果てに自壊してしまうのが常だった。特に、ほとんどの物が魔術を由来とするここ『魔製都市』においては、深刻なダメージが予想される。

　このまま共鳴干渉が進行すれば、被害はつり橋のライトどころでは済まなくなるだろう。

　最悪の場合───都市機能の崩壊。

　そんな荒こう唐とう無む稽けいで恐ろしい考えが瑠衣の胸中をよぎった。

　しかし、

「……周囲一帯の魔力バランスが危ういな。このペースだと持ってあと十五分程度ってとこか？　一度始まっちまうと速いからなぁ。早いところ終わらせるか」

　これほどの危機的な状況にあっても、少年の飄ひよう々ひようとした態度は変わらなかった。まるで学校帰りに夕立に降られたかのような口ぶりでやれやれと肩をすくめる。

　その飄ひよう然ぜんとした態度に、瑠衣はある種の戦せん慄りつさえ覚える。

「ま、待ってくださいっ！　まさか先せん輩ぱい、あれを止とめる気じゃ……」

「ん？　まあ、そのつもりだけど。つか、お前は下がってろよ、三み崎さき。服はビリビリだし、もうまともに動ける状態じゃないだろ？　女の子には恥じらいが大事だぜ」

「そ、そういう問題では───！」

　反論しようとした矢先。

　前脚の爪で路面を抉えぐり、巨きよ狼ろうが跳んだ。

　紫し炎えんの体毛が空気を焼き払い、ゴウッと音を立てて巨体が突っ込んでくる。

　瑠る衣いは咄とつ嗟さに「危ないっ」と金切り声を飛ばして警告したが、少年にはまるで慌てた様子がない。長いため息を吐つくと、隣にいる少女の頭へポンと手を乗せた。

「ソラ。いけるか？」

「当たり前だよ、ミィくん！　ミィくんが頼ってくれるなら、ソラは元気百倍の百人力なんだよっ」

「はいはい。そんじゃ───」

　少年の口元がニッとつり上がる。

「任務ミツシヨン開始だ。殲せん滅めつせよ───《人工魔女トライフルズ》」

　告げた瞬間。

　少女の瞳が、カッと見開かれた。

　次いで、全身の肌がバチバチッと奇怪な音をたてて発光し始める。

　小さな身体からだにまとわりつくのは雷撃。正確には紫電だった。

　内側から起こった紫電の嵐に、ファスナーで留めてあったパーカーの前側がはじけ飛んだ。紫電の発生源は、露あらわになった肌にびっしりと刻まれた浅黒い紋もん様よう。鮮烈な光輝の塊となった少女の全身から、歯車のように回転する無数の光こう芒ぼうが浮かび上がった。

『…………オペレーター、命令認識。本社アレクトリアの規定と照合、オペレーターの命令を許諾。術式兵装を選択してください』

　少女の小さな喉が上下して、無機質な声が奏でられる。それはそれまでの元気な彼女と同じ声色でありながら、まったくべつのモノに思えた。鋭く、そして重い。

　少年がそれに応じるように、ゆっくりとうなずいた。

「術式兵装選択。超近距離格闘戦用術式《メギンギョルド》。使用許可を要請する」

『本社アレクトリアの規定と照合……許諾。《人工魔女》、ソラ。オペレーターの判断に従い、術式兵装の起動を開始します』

「術式兵装展開。起動アクテイヴエイト、《メギンギョルド》───!!」

　パッと。少年が告げると同時に、少女の額にひときわ大きな光芒が展開する。

　それを機に、全身から浮きでた他の小さな光芒が、肌に浸透するようにスゥッと溶けた。

　無機質だった少女の声が「かはっ」と短く咳せき込こむ。そのときすでに、表情はいつも通りの彼女に戻っていた。激しい雷撃を纏まとわせながら「う～っ」と煩わずらわしそうにうなる。

「一日に二度はさすがにキツいよぉ……。これ、肌がチクチクして痛いんだもん」

「文句を言うな。自分でいけるって言ったんだろうが」

「うにゅううううううっ。ミィくんはやっぱりソラにだけ冷たいんだよっ！　ソラもミィくんに気遣ってもらいたい！　お洋服とか貸してもらって、ミィくんのにおいを思う存分にクンクンしたい～っ」

「よーし。まずは優しくしてもらえない原因から考えてみようか？　まあでも、その前に───来るぞ？」

　無駄口を叩たたく二人の間に割り込むように、紫し炎えんに包まれた巨体が衝突。

　傍はたから状況を見守っていた瑠る衣いは思わず悲鳴をあげそうになった。

　しかし、すぐに何かが可お笑かしいと気づく。

　頭から突撃した巨きよ狼ろうの身体からだが、その場でピタリと静止していた。

　いや、正確には静止しているのではない。丸太のように太く逞たくましい四し肢しはガリガリと路面を引っかき、今も必死に前進しようと躍起になっている。

「……ったく。落ち着きのないワンコロだな」

　その眼前。

　腕を十字に組んだ少女が、巨狼の身体を受け止とめるようにして制止をかけていた。

　大きさでは比較にもならない細腕からはバチッと鋭い雷撃が迸ほとばしり、逆に押し返さんばかりの勢いで鍔つば迫ぜり合あいをしている。

「うぅぅぅ……しつこいワンちゃんは嫌われるんだよっ！」

　投げ捨てるように腕を振りあげ、接触する巨狼の額ごと上方に逸そらした。

　仰のけ反ぞるようにしてできた、巨狼の一瞬の隙。

　その隙を逃さずに、少年が素早く動いた。彼の手が腰元へと伸びる。

　制服のベルトと一体化するように取りつけられた革製のヒップホルスター。そこからひんやりとした硬い感触の物を掴つかみ取とり、一気に引き抜く。

　真っ黒な鋼鉄の塊。黒塗りの半自動式拳銃だった。

　流れるような動きで遊底をスライドさせると、ガチンッと硬質な音がして撃鉄が起こされる。照準を合わせ、巨狼の腹に狙いを定めた。

「起動アクテイヴエイト───！」

　短い文言を唱えると、銃口の前で小さな光こう芒ぼうが展開された。

　先ほど、少女の全身に浮かびあがったものと同種。この都市には当たり前にあふれていて、とても身近な存在。科学によって統合された奇跡の力。

「人工魔術ブラツクアート式……！」

　口から漏れでた瑠衣の呻うめきを上から塗りつぶすように、引き金がしぼられる。

　発砲音。発生した魔法陣を内側から砕き、一発の銃弾が射出される。遊底が後退して、銃身から煙を吹きながら空になった薬きょうが排出された。

　銃弾は、砕いた魔法陣の残ざん骸がいを巻き込むようにして回転。

　一直線に飛んで、巨狼の右わき腹あたりに着弾した。

『───ガルァッ』

　咆ほう哮こう。今までの威嚇を込めたものとは違う。明らかに苦く悶もんし、怯ひるんだ獣の遠とお吠ぼえ。

　たった一発の銃弾を受けた巨きよ狼ろうはよろめき、体毛の代わりを果たしていた紫し炎えんの輝きが明らかに弱まった。

　すかさず、ズダンッ！　と地面を撃ち抜くような音がして、少女が高く跳躍する。

　人間の脚力では到底不可能な十数メートルの大ジャンプ。空中で身を翻した彼女は、全身から雷撃の閃ひらめきを瞬またたかせ、文字通り落雷の如く直下した。

「これで───終わりなんだよっ！」

　高速のかかと落としが、巨狼の眉み間けんに目掛けて振り下ろされた。

　しかし、強大な魔術兵器としての意地か。弱りきっていた巨狼も最後の力を振り絞るようにして、顎を跳ねあげた。

　接触する紫電と紫炎。二つが巻き起こした爆発的な破壊に、瑠る衣いは咄とつ嗟さに腕で顔を庇かばう。この世の終わりとさえ思える凄絶な光景。だが、それも長くは続かなかった。

　危うい均きん衡こうを保っていた紫炎が、ぐにゃりと形を歪ゆがめて崩れた。

　針で風船に穴を穿うがつように、紫電が一いつ閃せん。

　炎の塊が派手に爆散し、周囲に火の粉が舞い散る。

　弱々しい鳴き声だけを残して、巨狼の身体からだは粉々に消失した。




　……終幕は実に呆あつ気けないものだった。

　たったの三分にも満たない時間。

　都市を騒がせ、瑠衣を含めた警察の人間を瀕ひん死しにまで追いやった危険な魔術兵器は、少年と少女のたった二人の手によって完全に破壊されてしまった。

　荒れ果てた橋きよう梁りようへ、粉雪のように細かい火の粉が降り注ぐ。

　隅で座り込んでいた瑠衣は、放心したようにその幻想的な光景へ魅入った。

　っと。上空から火の粉を振り払うようにして、ぶすぶすと紫電をくすぶらせる少女が地上へ下りてきた。着地点で待っていた少年がそれを抱くようにして受け止とめる。

「ふぃ～……。キ、キツかったよぅ……」

「よくやった。大本を破壊できたおかげで、共鳴干渉も止まったみたいだな。いろいろとぶっ壊れはしたが、ひとまずは大事にも至いたらず御の字ってところか」

　少年の言葉通り、エーテルギアの影響で暴走を始めていた周囲の術式は、すでに沈静化を完了していた。頭上にあった大本と思われる巨大な魔法陣も消失している。

　……圧倒的。その言葉に尽きる。少女を抱かかえてゆっくりと近づいてくる少年を眺めながら、瑠衣はゴクリと唾を呑のみ込こんだ。

「あ、あの───！」

「なんだ今のは……!?」

　恐る恐る呼びかけた瑠衣の言葉にかぶさるようにして、すぐ後ろから驚きよう愕がくに震える声が聞こえてきた。

　瑠衣はハッとして振り返る。

「啓けい太たさんっ」

　それまで気を失っていたはずの青年刑事───啓太が、ボロボロになった体をつり橋の柱に預けて目を見開いていた。

　その手に握られているのは拳銃。撃つべき対象が目の前で粉々に消失したサマを見る彼の横顔は、まるで悪夢でも見ているかのように激しく引きつっていた。

「よかった。意識が戻って……」

「ッ!?　お嬢ッ！」

　安あん堵どして駆け寄ろうとした直後。

　啓太が急に青ざめて、手に持った拳銃をこちらに構えた。

　瑠る衣いは泡を食ったようにたたらを踏む。一瞬、どうしてしまったのかと困惑したが……違う。彼が狙いを定めているのは自分ではないとすぐに気がついた。

　自分の背後。小柄な少女の身体からだを抱きかかえながら、制服を着た少年が降参を示すように片手をあげていた。

「……ちょーい。ストップ。なんでオレ、警察に銃を向けられてんの？」

「黙れッ。テメェは何者だ!?」

　啓太の表情は逼ひつ迫ぱくしていた。

　それは無理からぬことで、事情を知らない彼にとっては、エーテルギアを軽く粉砕してしまった少年たちが得体の知れないものに見えたのだろう。

　誤解を解こうと、瑠衣は慌てて説明しようとした。

　しかし、こちらが口を開くよりも早く、少年のほうが動きを見せる。

「べつに怪しいもんじゃないよ。ちゃんと警察の検問にも許可を取ってパスしてる。……証拠、見るか？」

　ボリボリと頭を掻かく少年は、ズボンのポケットをおもむろにゴソゴソとやり始めた。

　ほどなくして、中から一冊の手帳を取りだす。油断なく拳銃を構え続ける啓太に向けて、かざすように突きつけてみせた。

「まあ、そちらのお仲間にオレたちの顔見知りがいるから、わざわざ身分証明なんて必要ないとは思うんだけど。形式的な決まりとして一応」

　差しだされた手の平サイズの手帳には少年の顔写真と身分証明。

　そして、そのちょうど真下に、五つの球の結びつきから成る五ご芒ぼう星せいを模もした紋章が、深紅の塗料で印刷されていた。

　その紋章は、瑠衣もよく見知っているものだった。

　というか、この都市に住まう者ならば知らないなんてことはまずないだろう。

　啓太の顔に浮かんでいた緊張の色が、とたんに苦々しいものへと変わる。

「深紅の五芒星……。お前まさか、魔導組合ＡＳＡの人間なのか？」

「ご明察。まあ正式な組員じゃなくて、ただの雇われアルバイターだけどな。───錺かざり矢や水みな最もっていう。よろしくな、お若い刑事さん？」

　水みな最もと名乗った少年は、ヘラヘラと笑いながら腕に抱いていた小柄な少女を地面に降ろした。少女は拳銃を向けてくる啓けい太たを警戒しているのか、「ふしゃー」と髪を逆立てて、猫のように威嚇している。

　ＡＳＡ。正式な名称は『人的魔導推奨組合Artficial　Sorcery　Association』。

　都市の基盤を作り上げた各企業団体───その中でも特に大きな力を持つ五つの企業が提携し、人工魔術ブラツクアートのさらなる発展を目的に結成された巨大組織である。

　人工魔術の権威である彼らには、魔術絡みの事じ件けん、または事故などが起こった際に、その道の『専門家』として現場に立ち会う権利が認められていた。

　そして、組合側が必要と判断すれば、直接干渉を行うことさえも。

「……魔導組合ＡＳＡがよこした人員が、お前みたいな青二才の若造ってか？　信じられねえな」

「証明したのにそう言われちゃ、オレにはもうどうにもできないな。だいたい、年齢で言ったらあんただって大差はないだろ。……いい加減、その銃を下ろしてくんないかな？　オレたちはあんたらの敵じゃないし、仕事の邪魔をするつもりもない」

「どうだか。組合の連中はどうにも信用ならねえ。なんせ、『魔術』なんて厄介なものを都市に持ち込んだ張本人だ。胡う散さん臭くささの代名詞みたいなもんだぜ」

　猜さい疑ぎ心しんを取り払おうとしない啓太は、水最の足元を鋭い眼まな差ざしで射すくめた。

「訊ききたいことはまだある。そっちのガキはなんだ？」

　とたん、精いっぱいに威嚇をしていた少女がビクッと跳びあがった。

　啓太の睨にらみを受けた少女は、怯おびえた様子でわたわたと背を向けると、水最の背中に隠れる。先ほどの雄姿はどこへやら、まるで臆病な小動物のようだった。

「そのガキ……エーテルギアを素手で破壊したな？　明らかに人間業じゃねえ。ありゃ、どう見ても『魔術』だ。まさかそいつが、企業が飼かい馴ならしているっていう魔術師なのか？」

「当たらずも遠からずってとこだな。あんたも知っているだろ？　魔導組合の人間には、迅じん速そくな問題解決のため、魔術由来の武装を携帯することが特例として認められている」

　水最は自分の腰元をコツコツと指で叩たたいて示した。

　革製のホルスターに収められた黒塗りの半自動式拳銃。学生の制服と恐ろしく不釣り合いなソレは、彼がただの一般人ではないことを物語っていた。

「警察のあんたには気に食わない話だろうけど、これも『専門家』の特権ってやつでね。……んで、こいつもその一つさ」

　水最は少女の頭の上にぽんと手を置くと、軽く肩をすくめてみせた。

「───《人工魔女トライフルズ》。識別名を『ソラ』という。魔導組合がオレによこした、魔術戦を想定とした戦闘用の支給品だ」

　淡々とした物言いに、啓太は喉に物を詰まらせたような顔をする。

「人工魔女だと……ッ!?　じゃあそのガキが、三十年前の《大搾取カタストロフ》で、企業が試験的に戦場へ投入したっていうあの───」

「そりゃもう古い話だよ。今は今で、ちゃんと実用的な使われ方をしてる」

　人工魔女トライフルズ───。

　それは三十年前の《大搾取カタストロフ》を語る際において欠かせない存在であった。

　元々、この魔製都市の基盤に敷かれている『人工魔術ブラツクアート』とは、魔力を持たない人間が魔術を使えるようにするために考案されたものだ。ただし、その発想の原点を辿たどってみると、少々物騒な話へと方向性が変わる。

　戦時中、魔術師たちの力は圧倒的だった。

　個々人が強力な術式を操り、エーテルギアと呼ばれる大量の魔術兵器が戦場を闊かつ歩ぽする。

　いくら現代科学が優れていたとはいえ、物資を消費しなければならない戦術法を採用する限り、持久戦に持ち込まれるとどうしても分ぶが悪くなるのは必然であった。事実、この戦争で多くの資源物資が地上から失われたと言われている。

　これらの事態を重く見た各企業団体は、魔術師に対抗するために、ある一大プロジェクトを立ち上げるに至いたる。

　───人間の手で魔術師を作り上げること。

　当時、回収済みであったいくつかのエーテルギアを急ピッチで研究解明することにより、すでに物質に魔力を定着させる技術の基礎は出来上がっていた。

　だからこそ、それらを先に彼らは作り上げたのだ。

　強力な術式を内蔵させた、戦闘用の人工生命体ホムンクルス。

　魔術師、果てはエーテルギアとも比肩しうる、対魔術のための生きた魔術兵器を。

「戦争で多くの《人工魔女》が失われた。現在は倫理上の問題とかで開発も禁止されている。……でも、残った生命いのちは少なからずあったんだよ。魔導組合ＡＳＡの連中は、これらにオペレーターをつけることで、昨今多発する魔術事じ件けんの解決へ当てようと考えた」

　啓けい太たは厳しく目を細める。

　水みな最もの背後。唇をきゅっと結ぶ小柄な少女───ソラが、彼を睨にらみ返かえした。

「……冗談キツいな。『専門家』を名乗る青二才の次は、ガキの形をした対魔術殲せん滅めつ兵器？　なんとも物騒な話じゃねえか。正気を疑うね」

「その意見には賛同するけど、事実は事実だ。現に、あんたらが止とめられなかったエーテルギアをオレたちが止めた。……文句はないだろ？」

　皮肉めいた言葉に合わせて、ソラが「べぇ」と舌を突きだした。

　水最はそんな彼女を半笑いで宥なだめながら、改めて啓太に向き直る。

「今回、オレたちは魔導組合を形成する企業の一つ、『アレクトリア社』からの命令で動いてる。保管庫から盗みだされたらしいエーテルギア───要するに、今回の騒動の発端になった魔術兵器を回収するのが主任務だ。それさえ引き渡してくれれば、あんたらの仕事を邪魔するつもりはない。お互いに敵対する意味なんてないはずだけど？」

　啓太は未いまだに得心がいかないような表情をしていたが、相手が敵ではないと判断したのか、構えた拳銃だけはなんとか下ろしてくれた。

　ハラハラとした心境で見守っていた瑠る衣いも、ホッと息を吐く。

「お前らの素性は理解した。だけど、一つだけ解げせないことがある」

「なんだよ。まだなにか文句があるのか？」

「……いや、文句って言うか。お前ら、企業側から与えられた任務で、エーテルギアを回収しにきたんだろ？　あんなに派手にぶっ壊してよかったのか？」

　何気なく訊たずねた啓けい太たの言葉に、水みな最もの顔からサッと血の気が引いた。

　瑠る衣いも思わず「あっ」と声を漏らしてしまう。

「おいおい。まさか……!?」

　水最は、背中に引っ付いていたソラをぶっ飛ばして、全速力でエーテルギアが爆散した場所まで駆けていった。放り出されたソラは「みゃあああっ」と悲鳴をあげて尻餅をつく。

　彼の後ろ姿を見送りながら、瑠衣は目頭をつまんで肩を落とした。

「───んなァ!?　ぶ、ぶっ壊れてる……！」

　ほどなくして、予想通りの絶叫。

　水最の手には、半壊した燭しよく台だいのようなものが握られていた。

「おいコラ、ソラ！　やりすぎだよ、お前！　手加減ってものを知らないのか、このアホ！」

「ふぇぇ!?　なんで怒鳴るのッ？　ソラ、ミィくんのためにいっぱい頑張ったのにぃ！」

「当たり前だッ。これを回収できなかったらお前、任務達成の報奨金がもらえないんだぞ!?」

「わ、わざとじゃないもんっ！　ソラのせいじゃないもんっ」

「わざとじゃなくても壊したのはお前だからな!?　クソッ……じゃあなにか!?　今夜のことは、全部タダ働き!?　冗談じゃない！」

「……それだけで済めばいいですけどね。なにせ、壊してしまったのは代えの利かない貴重な魔術的遺産でもあるわけですし。莫ばく大だいな額の弁償金とか請求される可能性も……」

「三み崎さき!?　お前もなに呑のん気きに構えてるんだっ。警察そつちだって色々とマズいんじゃないのかッ!?」

「壊したのはわたしじゃありませんから。それに、わたしたち《ワイズマン》の仕事内容は、魔術的脅威から人々を守ることです。危険を排除したのならなんの問題もありません」

「待て待て！　なんか一人だけズルいぞ!?」

　響きわたる水最の叫び。

　瑠衣はやれやれと首を振り、泣きそうな顔をしているソラの頭を優しくなでてやった。




　魔製都市。ここには多くの奇跡と現代科学がごっちゃになって存在している。

　戦時中、物資提供や兵器開発の方面で挙げた多大な戦果により、企業の有する支配力は確固たるものとなった。その中でも特に大きな力を持つ五つの企業は、『魔導組合ＡＳＡ』と呼ばれる合同組織を立ち上げ、魔術によって駆動するこの都市を作り上げるに至いたる。

　しかし、不確定な『魔術』と呼ばれる力を動力とする魔製都市は、同時に様々な危険性をも孕はらんでいた。

　多発する魔術テロ。

　都市の魔術体系のモデルと言われる魔術兵器、《エーテルギア》の暴走。

　魔術に関する知識を持たない国家機関は、その対処においてもやはり企業側の力を頼るしかなかった。企業はその求めに応じ、戦時中に活躍した魔術兵器の余りを『首輪』つきで再度起動させることを決定する。

　対魔術殲せん滅めつ兵器《人工魔女トライフルズ》。

　それらの使役・管理を委託され、組合側の命令に応じて任務ミツシヨンを遂行するオペレーター。

　魔術によって生かされ、魔術によって危機にさらされるこの都市の裏で。




　傭彼兵らはただひたすらに、己の獲物となる『魔術』を狩り続ける───。














　　　　第一章　魔製都市









　───ごめんね。

　空を覆おおい尽くす無数の光こう芒ぼうのもと、〝彼女〟は涙を流しながら精いっぱいに笑った。

　なにもかもが燃えていた。

　空も、大地も、人間も。景色が熱で歪ゆがむ。喉や瞳が煙で焼かれる。苦しい、気持ち悪い。

　その中で立ちすくむ水みな最もは、両手を胸の前まで持ちあげて、見下ろした。

　小さな小さな手。自分のものとは思えない子供の手。

　……すぐに、ああ、と理解した。

　これは夢か。昔どこかで見た光景、二度と戻らない過去への追憶。今になってこんな夢を見るとは、我ながらなんとも未練がましい。

　ふと。すぐ隣から、誰かがすすり泣く声が聞こえた。

　振り向くと、黒髪を肩口あたりで切り揃そろえた幼い少女が、焼けた地面にへたり込んで涙を流している。その子は必死に喉を嗄からし、「行かないで」と叫びながら、光芒をバックにたたずむ〝彼女〟へ手を伸ばしていた。

〝彼女〟は、叫び続ける黒髪の少女の声を辛そうに聞き、それでも振り払うように首を振って、背を向けた。まるで永遠の決別をするように。

　……これは夢だ。そんなのはもう、わかりきっている。

　なのに、水最の足は自然と前へ踏みだしていた。

　───行くな。

　口が勝手に言葉を紡いだ。

　───行くなよ！　オレたちを置いて、一人で勝手に行くな！

〝彼女〟の姿が焼ける景色の中へと消えていく。

　水最はその小さな背中に手を伸ばし───すぐに届かないことを知った。

　目から熱いものがあふれる。死に物狂いでもがき、宙を掻かいても、掴つかみ取とることが出来ない。自分の無力が呪わしかった。こんな弱い自分を殺してやりたいとさえ思う。

「ああああ──────あああああああああああああああああああああああッッ!!」

　水最の慟どう哭こくが、焼けた景色に響きわたる。

　届かないと知り、もう取り戻せないのだと理解したとしても。

　かつてそこにあったはずの大切なモノを、ただ無心に求めて。





　　　　//






『───確かに、ここ最近に起こった魔術テロのおびただしい件数には、我々も危機感を抱いています。しかし、こんなときだからこそ、逆に問いましょう。……この都市に魔術は不要ですか？』

　昼休みの教室。

　クラスの男子生徒たちが遊び目的で持ち出してきた電子端末のディスプレイの中で、黒ワンピースの礼服を着た金髪碧へき眼がんの美少女が、壇上にあがって悠々と演説を行っている。

『戦争終結から約三十年が経たちました。我々、魔導組合ＡＳＡは、魔術師たちが生みだすこの奇跡の力をなんとか利用できないものかと試行錯誤を繰り返してきた。その甲か斐いあって、今この都市は、人間が管理する魔術によって豊かな暮らしを形成できている。

　素晴らしいことではないですか。この生活を否定してまで、また資源不足に悩み、人間同士で争う時代に戻る価値が、どれほどにありましょう？』

　魔導組合に名を連ねる大企業の一つ、アレクトリア社。

　彼女はその代表取締役。名をメイス＝アレクトリアと言った。

『我々は魔術師の力を借り、人間社会における魔術の実用化を図ってきました。それはある意味で、魔術師から魔術という特異性を奪う行為でもあったのかもしれません。

　事実、戦争が終結してから長い時間が経った現い在まにおいても、人類からの魔術奪還を謳うたう魔術師テロリストが後を絶たない。そんな事態を引き起こしておいて、我々の売りだす商品のなにが安全で便利だと言うのか？　……ええ、そうおっしゃりたい気持ちも充分に理解できます。しかし、魔術の研究が進むということはすなわち、魔術の正体を知ることにも繋つながっているのです。

　……約束しましょう。三年後には、我々は魔術のすべてを解き明かし、魔術師たちの管理体制を盤石のものとする。そこはテロも争いも存在しない平和な世界。少しでも早くその平和を実現させるため、皆さまにはどうかご理解のほどをよろしくお願いしたい』

　演説が終わるなり、周囲から拍手喝かつ采さいが起きた。

　メイスは柔和な笑みを浮かべながら一礼し、悠然とした足取りで壇上から下りていく。

　そこで映像が途切れ、どこかのスタジオらしき場所が映った。年配のニュースキャスターが今の中継画像に短い説明を加えて、集まった専門家に意見をあおぐ。

　電子端末に群がるようにしていた男子生徒たちから、興奮気味の声があがった。

「やっべー。マジでかわいいよな、あの社長。アイドルなんか比にならんべ」

「そうか？　ビミョーに性格とか悪そうじゃね？」

「いやいや。あれは単に企業の代表として意見を述べてるだけだろ？　噂うわさによれば俺たちと同い年らしいけど、あの数の聴衆を前に堂々と構えてられるのはホントすげぇよ」

「うっそ！　あの大人びたスタイルと容姿で女子高生とか、ある意味犯罪じゃね？　うわー、マジ結婚してー」

「バーカ。お前じゃ見向きもされねえよ」

　男子特有の下品な笑いがどっと湧く。

　そんな彼らの様子を離れた後ろの席から眺めながら───錺かざり矢や水みな最もはかったるそうに頬ほお杖づえをついていた。

　右手に持った焼きそばパンを頬ほお張ばり、苦々しく咀そ嚼しやくする。

「……結婚って。まさかアレとか？　物好きだね、最近の若者諸君は」

　妙に年寄りくさい独り言をもらしながら、窓の外を見やった。

　グラウンドの向こうに、果てしなく続く超高層ビル群。

　そこに浮かび上がるのは、整列して自動で術式を組みあげる、いくつもの光こう芒ぼう。

　この都市に限って、そんなものは特段に珍しい光景でもない。

　教室に集まった生徒たちが手にする電子機器、校舎横の車道を突っ切っていく乗用車、遠くに見えるビルに設けられた宣伝用の巨大スクリーン……等など々など。

　その起動の際に動力として用いられるのが───《人工魔術ブラツクアート》。

　これが三十年前に起こったという、魔術師たちとの戦争の、人類が得た戦利品だった。

　簡略化した術式を科学技術に組み込み、バッテリーとなる魔力を付属させた、ただの人間にも扱える『商品』。ここ魔製都市は、それらを根幹として駆動している。

「……くっだらね」

　自然とそんな言葉が口を突いてでる。

　水最はこの都市の放つ光がキライだった。

　なにがどう気に入らないとか、具体的なことはハッキリと言えない。

　だけど、どうしても拭えない違和感。

　そう、本来あるべき正しい姿を、無理やりに捻ねじ曲まげてしまったかのような───。




「───あっ、いたいた。錺矢クーン。呼ばれてるよー？」




　考えに耽ふけっていたそのとき。

　不意に間延びした声で呼びかけられた。

　水最はハッとして現実に立ち返る。見ると、教室後方の扉の前でクラスメイトの女生徒がブンブンと手を振っていた。

　そして、さらにその後ろ。扉を挟んだ廊下側にもう一つ、べつの人影を見つける。

「うげっ」

　ほぼ条件反射でうめき声が漏れてしまった。

　水最が引きつった顔で見つめる先。

　そこに、長い黒髪をハーフアップにまとめた一人の少女がいた。

　着ているものはこの学校の制服。

　リボンの色は赤色で、水最たちより一学年下───つまり一年生の生徒である。

　少女はクラスメイト女子に断りを入れると、水最が座る席までスタスタと歩いてくる。

「失礼します」

　短く告げて、空いていた水みな最もの前の席に腰を下ろした。

　それから向き合うような形になって、凛りんとした眼まな差ざしを向けてくる。彼女の手にはおそらく手作りであろうと思われる自前の弁当箱。見るからに、ここで食べる気満々だ。

「あの……三み崎さきさん？」

「はい？」

「ここ、二年の教室なんですけど」

「はい。知ってますけど」

「……じゃあ。なんで平然と昼飯の準備とか始めちゃってんの？」

　軽い頭痛を覚えながら訊たずねる水最に、少女はきょとんと小首を傾かしげた。

「今日は錺かざり矢や先せん輩ぱいに少しお話があってきたんです。それで、ついでに昼食を一緒に取ろうと。……いけませんか？　べつに、校則で『他学年の教室で昼食を取ってはいけない』なんて決まりはなかったはずですけど」

　校則云うん々ぬんの問題じゃねえ。水最は内心でつっこみを入れる。

　他学年の女生徒が、わざわざ弁当箱を持参して、教室まで訪ねてくる。箱庭のように狭く、多感な年頃の男女が集まる学校生活において、その行為がいかに危険なことか。こいつにはまるで自覚がなかった。

「あのな。単に決まり事とかだけじゃなくて、少しは柔軟に物事を考えてみろ。お前、そういうところで空気読めないんだから」













　辟へき易えきした声で告げると、少女はむっと顔をしかめた。

　仕方がないので、「ほら」と顎をしゃくって周囲に目を向けるよう促す。

「……やだ。錺かざり矢やクンってば、またいつもの女の子を教室に連れ込んでるよ？　毎回毎回、クラスメイトの前でホント大胆よね」

「あの子、一年生の三み崎さき瑠る衣いちゃんだっけ？　年下なのにすっごい美人さんだよね～。やっぱり二人は付き合ってるのかな？」

「クソッ、クソッ！　なんでいつもあいつばかり！」

「もう諦めろよ。所詮、女が見るのは顔だけってことさ……」

「錺矢、イツカ、コロス。ゼッタイニダ」

　クラスメイトたちから漏れるどよめき。冷やかしや、嫉妬、中には軽い殺人予告みたいなものも混ざっていた気がしたが、とりあえずスルーしておく。

　とたん、波乱を巻き起こした張本人である少女は、カァッと顔を赤くした。

　水みな最もは疲れた顔でやれやれと嘆たん息そくする。

「どうする？　場所を移そうか？」

「ひ、必要ありませんっ。べつにやましいことなんて一つもないんですから！　こういうときは堂々としてればいいんです、堂々と！」

　言っている本人が一番テンパっているように見えたが、それを指摘したら指摘したでさらに面倒なことになるのは目に見えていたので、そういうもんかと頷うなずいておく。

　───三崎瑠衣。この少女の名は、そう言った。

　成績優秀、容姿端麗、品行方正。一見するとどこをとっても非の打ちどころがない完璧美少女だが、ヘンなところで抜けていて、空気が読めない。その上っ面のハイスペックさゆえ、当然男子たちからの人気が高く、校内で関わると大抵ロクなことがなかった。

「そ、それよりも先せん輩ぱい。またそんな栄養のないものばかりを食べてるんですかッ？　いけませんよ、若いうちの食生活は後々になって響くんですから」

「……うん。恥ずかしさを紛らわせるために話題転換したかった気持ちはわかるけどな？　いきなり説教かよ。べつにいいだろ、好きなんだから」

「よくないですっ。そんなこと言って、夕食もお店で買った出来合いのものとかで済ませているんじゃないでしょうね？　不ふ摂せつ生せいな生活ばかりしていると、将来後悔しますよ？」

　瑠衣の口うるさい言葉に、水最はうんざりとため息を吐つく。

「仕方ないだろ？　この間の仕事で、うちのアホ兵器が見事にやらかしちまったんだから。約束されていた企業からの報奨金は全てパァ、ぶっちゃけ今月の生活はヒジョーに苦しい。食べる物なんかにいちいち気を遣ってられるかよ」

　そう告げると、瞬間的に瑠衣の顔色が変わった。

　周囲をキョロキョロと確認して、声を少しひそめる。

「……ソラちゃん。あの子の様子はどうですか？　この間は、ちょっと具合が悪そうにしていましたけど」

「ん。心配しなくとも至いたって元気だよ。今朝なんか『朝ごはん抜きだなんてあんまりだよ～っ』とか文句言ってたな。朝飯抜きなのは誰のせいだと思ってるんだか」

　やんわりと返す水みな最もに、瑠る衣いは気難しそうな顔で「そうですか……」と相あい槌づちを打った。

　───水最と瑠衣。二人はお互いに学生の身でありながら、それぞれの立場で普通ではない組織の活動に携わっている。

　片や、魔術犯罪の脅威から市民を守るため警視庁に設立された特殊チームのメンバー。

　片や、金と引き換えに企業団体に雇われた、魔術を専門とする傭よう兵へい。

　一応、体裁もあって学校の人間には内密ということになっているが、時たまこうして情報交換をするため校内で顔を合わせる機会も多かった。クラスの連中からあらぬ噂うわさを立てられるのも大体がそのせいだ。

「先日の、エーテルギアが暴走した事じ件けん。あのあと、先せん輩ぱいは魔導組合ＡＳＡのほうからなにか報告を受けていますか？　犯人の目星とか、手がかりとか」

「いいや。オレはアルバイトみたいなもんだからな。詳しいことは何一つ聞かされてない。やらかした失態で散々な嫌いや味みは言われたけど」

　先日の事件。

　大企業アレクトリア社から貴重な魔術的遺産───エーテルギアが盗みだされた騒動のことだ。数日前の事件なので、すでにニュース番組などでも概要が報道されていた。

　結局、エーテルギアを企業の保管庫から盗みだし、都市内で暴走させた犯人の足取りは掴つかめないまま。つまり、元凶のテロリストは今も逃亡中というわけである。

「ここ最近、魔術犯罪───特にエーテルギアを標的として、企業などが狙われる事件が多発しています。さすがに、都市内で起動されたのは先日が初めての例でしたけど……」

「警察や魔導組合の連中がよく働いているからな。今のところは大きな被害もなく、未然に防げているが。まだ犯人は見つかってないみたいだし、安心はできない。一企業の社長の可愛かわいさにキャーキャーと騒いでいられるのは、それこそ呑のん気きな学生くらいだろうぜ」

　先ほど電子端末に群がっていた男子生徒たちのほうを横目で見やりながら、水最は皮肉っぽく告げた。

　瑠衣も辟へき易えきした顔になって、一つため息を吐つく。

「その件に関して、公安部でも引き続き捜査を行っているそうです。現場担当のわたしが憶測で物を言うのもなんですけど……おそらく、犯人は魔術師である可能性が高いかと」

　瑠衣の言葉に、水最は渋い顔でうなずいた。

　おそらくもなにも、その線でほぼ間違いないと思う。

　……ここ最近になって多発する魔術犯罪。

　その主な標的とされている《エーテルギア》。

　それは、かつて魔術師たちが所持していた貴重な魔術的遺産であり、同時に、多大な危険性を孕はらんだ魔術兵器でもあった。

　科学技術や機械技術、それらの『物質』と『魔術』を融合させたのが、今この都市の根幹にある《人工魔術ブラツクアート》。そして、その雛ひな型がたとなったのがエーテルギアだ。強大な魔力と固有術式が組み込まれた呪物……と言えば表現的に正しいだろうか？

　企業団体はエーテルギアを解析、より簡略化させることで、『商品』としての《人工魔術》を完成させた。つまり、魔術師たちにとってエーテルギアとは、人間に奪われた魔術の象徴ということにもなる。

　昨今になってますます力を増している企業団体。その巨大な相手を敵に回し、保管されている魔術兵器に手をだそうとするなど、普通の人間ではまず考えつかない所業だった。

　それほどの大おお事ごとをやらかすには、相当の実力と度胸が必要なはずである。

　そして、それらの要素を持っていそうなのは───未いまだに人間社会へ反発を続ける魔術師たち。自おのずとそういう結論に至いたるのだった。

「……ったく。本当に物騒な話だな。危険な魔術兵器なんかを奪い返して、魔術師あいつらはいったい何がしたいんだ？　また人間との戦争でも始める気かよ」

「わかりません……。でも、犯人の目的がなんであれ、絶対に捕まえなければならないことだけは確かです。この都市の人々を守るためにも。それがわたしたちの仕事ですから」

　臆面なくそう告げる瑠る衣いに、水みな最もは言葉にださず感心した。

　三み崎さき瑠衣は警視庁の特別捜査官。《ワイズマン》のメンバーだ。

　生まれつき魔的なものに対する耐性や適性が高かったのと、彼女の実の父親が《ワイズマン》の課長という縁もあって、学生でありながら特例として手伝いを行っている。

　とはいっても、精神的にはまだ年頃の少女のはずだった。同い年の学生たちが呑のん気きに騒いでいるなか、こうやって使命感を持って動こうとしているのは、素直にすごいと思う。

　……自分にはとても真ま似ねできそうになかった。

「先せん輩ぱい。本当に魔導組合ＡＳＡから何も言われてないんですか？　なにか気になった動きみたいなものでもいいので───」

「ないよ。さっきも言ったとおり、オレは魔導組合、しいてはそれを形成する企業団体の正式な一員ってわけじゃない。ただ任務を受けて、支給された兵器で事じ件けんの解決にあたるだけ。組合にとっては、莫ばく大だいな金を与えるのと引き換えに、命の保証をする必要のない都合のいい駒だ。そういう契約で手を結んでいるからな」

　なんとはなしに告げた言葉で、瑠衣の表情がにわかに曇くもった。

　本当に微妙な変化だったが、水最もすぐにそれに気がついた。

　だが、あえて素知らぬフリをしておく。

「……あの。先輩が魔導組合に身を置いている理由って───」

「ん。そろそろ時間だな」

「え？」

　瑠衣の言葉を遮るように告げた水最は、残った焼きそばパンの欠片かけらを口へ放り込んだ。

　机の横に置いてあった通学用のショルダーバッグを手に取ると、おもむろに席から立ちあがる。まだ自分の弁当を半分も片付けられていない瑠衣は、目を丸くして驚いていた。

「え？　ど、どこに行くんですか？　わたし、まだ食べ終わってないんですけど」

「悪いな。これから少し用事があって、午後の授業は早退することになってるんだ。オレのことは気にせずゆっくり食えよ」

「はぁ!?　そ、そんなの聞いてません！　待ってくださいよっ。上級生の教室なのに、一人で食事を続けられるわけないじゃないですか！」

　瑠る衣いは慌てて弁当箱のおかずを口の中にかき込み始めた。自分から押しかけておいて勝手な言い分だが、確かに放置していくのもちょっとかわいそうに思える。

　水みな最もは教室の時計で時間を確認すると、諦めたように肩を落とした。

「わかったよ。待ってやるから急ぐなって。喉に詰まらせるぞ？」

「む、むぐぅっ───!?」

　両りよう頬ほおをいっぱいに膨らませながら涙目になる彼女を見て、どうにも恰かつ好こうのつかない奴やつだなぁ……と、思わずため息が漏れた。





　　　　//






　結局、学校を出たのはそれから十五分以上もあとのことだった。

　大都市の雑踏をかき分けるように、水最はダラダラとした足取りで進む。

　約束の時間などとうに過ぎていた。それもこれも説教くさい後輩女子のせいだ。

『まったくもうっ。先せん輩ぱいはどうしていつもいつも、わたしをからかうようなことするんですか！　危うくご飯を喉に詰まらせて死んじゃうところでした！』───と。

　散々に文句をつけられたので約十分。

　そのあと、罪滅ぼしで一年生の教室まで送り届けてやるので、約五分。

　そんなこんなで計十五分のタイムロスといった具合だ。急げばまだ間に合う時間ではあったが、必死になって走る気にはなれなかった。

「……ったく。世話のかかる後輩だよ、ホント」

　別れる間際まで、瑠衣はあれこれと水最に説教をしていた。

　……あのとき。一瞬だけ流れた微妙な空気。瑠衣の見せた暗い表情は、うまく誤ご魔ま化かして打ち消せたと思う。

「組合にとっての都合のいい駒。そういう契約……か」

　教室で思わず漏らしてしまった自分の言葉を、小さく復唱してみる。

　それは事実だった。水最自身、そんな自分の立場を悲観するつもりなんてさらさらない。

　水最には親兄弟───いわゆる家族と呼べるような人間がいない。母親とは幼い頃に死別。父親はいるにはいるのだが、数年前に家を出て行ったきり、まるで音沙汰がなかった。

　現在、水最は都内の片隅にあるアパートで一人暮らしをしている。

　頼れる親戚もおらず、一人で生きていくのもやっとの状況で、多額の報酬が期待できる魔導組合ＡＳＡの傭よう兵へいとしての仕事は、単純に都合がよかったのだ。

　瑠る衣いのように魔術的脅威から市民を守るためとか、大層な目的なんてない。

　ただ金のため。ひたすらに、それだけ。

　…………本当に？

「───ハァ」

　余計なことを考えすぎた。気持ちを切り替えるため、改めて周囲を見回す。

　気がつくと、すでにオフィスビルが立ち並ぶ商業区へと差しかかっていた。

　忙せわしく行き交うのはスーツ姿のビジネスマンやＯＬ、作業服を着た業者の人間が大半。制服姿の水みな最もはその中でかなり浮いた存在になっている。ジロジロと訝いぶかしげな視線を投げかけられたので、心なしか歩調を早めた。

　向かったのは商業区のちょうど中心部。

　大企業『アレクトリア社』の本社ビルである。

「……デカいな。相変わらず」

　肩を並べる高層ビルの中でもひときわ背の高い摩ま天てん楼ろうを前に、水最は立ちすくんだ。

　立派な門構えに、何十階層あるかもわからない本社ビル。

　それだけでなく、その周辺施設と思われる敷地内の建物も充分に立派だった。

　そして───。

「───ミィくんミィくん！　遅いんだよっ、十分以上も遅刻なんだよ～っ！」

　門の前でピョンピョンと跳ねる小柄な影が一つ。

　ダボダボのパーカーを羽織ったツーサイドアップの少女が、手を振って騒ぎ立てていた。門の近くに設けられた警備員室の窓口から、守衛の男性が迷惑そうな顔を覗のぞかせている。

　水最は額を押さえながら、少女の方へと歩み寄っていった。

「……やかましいぞ、ソラ。他の人間に迷惑だろうが」

「ミィくんが遅れてくるのが悪いんだよ～っ！　ソラとの待ち合わせをほっぽらかして、今までなにしてたの!?　───はッ。まさか!?」

　ソラは息を呑のむと、急にシリアスな顔つきになった。

　水最の腹に体当たりを仕掛けるように、ボフッと顔面を押しつけてくる。

「くんくんっ！　くんくんっ！」

「……おい。何をやってる？」

「くんくん…………ぐむぅっ。や、やっぱり！　ルイのにおいがするんだよっ！　ミィくん、もしかしてソラに隠れてルイと会ってたの!?　う、浮気なんてひどいよーっ！」

　地団太を踏みながらキーキーと騒ぐソラ。

　水最は額を押さえて、「お前は犬か……」と小声でつっこみをいれる。

　守衛や通行人たちが不潔なものをみるような顔でこちらをチラチラと窺うかがっていた。非常に視線が痛い。さっさとこのチビを黙らせて、移動したほうがよさそうである。

「三み崎さきとは学校が同じなんだから顔を合わせて当然だろ。面倒だから、お前もう黙れ」

「むぎゅうっ」

　パーカーのフードを引ひっ掴つかみ、ガバッと頭に被かぶせてやる。ソラは驚いたように目を白黒させたあと、恨みがましそうに「う～っ」とかうなっていた。

　そんな視線など完全に無視で、水みな最もは警備員室の窓口に向かった。

　身分証明などを提示しながら、早々に入社手続きを済ませる。守衛の男性は始終油断ならないような顔で水最を睨にらんでいたが、適当に視線を逸そらして受け流しておいた。

　真まっ直すぐに本社ビルの正面玄関へ。

　だだっ広いエントランスに入ると、フワリと涼しい空調の風が出迎えてくれた。

「ここで大人しく待ってろ。受付済ませてくるから」

　拗すねた様子で頬ほおを膨らませるソラに言いつけて、水最はフロア奥のカウンターに進んだ。

　カウンターの向こうに腰かけた受付嬢が、静かに反応を示して視線をあげる。

「お名前とご用件を」

「識別コード０３４、錺かざり矢や水最。《人工魔女トライフルズ》のオペレーターだ。昼過ぎから定期検査の予約を入れている」

「少々お待ちください」

　受付嬢は手元のキーボードを巧みに操作すると、小さく頷うなずいて水最を見た。

「オペレーター、錺矢水最さま。昼過ぎからのご予約、承っております。すぐに係の者がお迎えにあがりますので、あちらでお掛けになってお待ちください」

　事務的な口調でロビーの方を指で示された。

　水最は小さく会釈をすると、言われた通りにそちらを向く。すると、

「ミィくん、見て見て！　いっぱい光ってて、すっごいキレイなんだよーっ」

　吹き抜けになったエントランスの中心で、やかましいチビが無邪気に騒いでいた。

　先ほどの不機嫌そうな態度はどこへやら。すぐに別のものに興味を移して、元気を取り戻したらしい。懲りないというかなんというか……。

「走り回るなッ。ったく、何を見てそんなにはしゃいで───」

　半眼になってソラの視線の先を追った水最は、途中で言葉を失った。

　大型ショッピングモールかと見まがうほど開放感のある、吹き抜けのエントランス。

　その表面にフツフツと浮かび上がる無数の光こう芒ぼうを捉えた。

　……そこかしこに取り付けられた電子モニターや機械類の周囲で、歯車のように回転する幾つもの魔法陣。

　それらは蛍ほたる火びのように淡く、美しく。ビルの内装をほんのりと照らしだしていた。

　幻想的で、それでいて機械的。どこもかしこも、ちぐはぐな魔術だらけ。

　昼休みの教室で感じていた違和感が、再び胸中によぎった。

　……なにかが間違っている。

　目の前の光景を前にして、いっそうそのような思いが強くなる。

　そんなとき、

「お待たせいたしました。オペレーター、錺矢水最さま」

　淡々とした声が、すぐ真横から聞こえてきた。

　数メートルとないところに、いつの間にか三つの人影がたたずんでいる。

　うち二人は白衣を着た男女。研究員風の見た目をしており、バインダーを片手に水みな最もたちを黙って眺めていた。二人とも気味が悪いほどの無表情であり、目が合っても本当にこちらが見えているのかと疑問に思えるくらい反応がない。

　そして、残りの一人。

　黒スーツをまとった女性が、研究員二人を両脇に従えるような形で、粛しゆく然ぜんと構えていた。

　やはり表情に乏しい感じだったが、少なくとも他の二人よりは人間味がある。年齢は二十代前半くらい。目鼻立ちの整った美人だった。

　女性は会釈をすると、水最とソラを交互に見やった。

「すでに検査の準備は整っています。どうぞこちらへ」

　ソラが不安げな表情で上目遣いにこちらを見つめてくる。

　水最は鼻から浅い息を吐いて、コクリと頷うなずいてやった。

「行ってこい。検査が終わるころにまた迎えにきてやるから」

「ホ、ホントだよっ!?　ミィくん、忘れちゃヤなんだからねっ」

「はいはい。わかってるよ」

「それと！　検査中、ソラの裸を覗のぞいたりしちゃダメなんだよっ！」

「誰が覗くかアホ」

　言うだけ言って満足したらしく、ソラは迎えにきた研究員のところまでトテトテと歩いて行った。白衣の二人に連れ立たれ、フロアの奥へと消える。

　残されたのは、初めに声を掛けてきた黒スーツの女性と、水最だけになった。

　どうせやることもなかったので、しばらく外で時間を潰そうと思い立つ。女性に軽く頭を下げて挨拶をし、出口へ向かおうとした───その前に。

「お待ちください、錺かざり矢や水最さま。あなたには別件でお話があります」

　水最は足を止とめて振り返る。

「……別件の話？　オレにか？」

「はい。我が主あるじが、執務室にてあなたをお待ちです」

　思わず眉をひそめた。

　今日、水最がアレクトリア本社ここに訪れたのは、魔導組合ＡＳＡから支給された対魔術殲せん滅めつ兵器───《人工魔女トライフルズ》のソラを、企業側の定期検査にかけるためだ。

　厳粛な審査の後に契約を結び、正式に《人工魔女》を借り受けているオペレーターとはいえ、所詮は民間人。《人工魔女》の悪用、または違法改造などを行わないとも限らない。それらの事態を未然に防ぐため、一カ月に一度こうして《人工魔女》の検査を行う決まりになっていた。

　水最はソラのオペレーター。より効率的な兵器運用のため、仮の所有者となって企業側に雇われているだけの存在だ。

　その傭よう兵へいまがいでしかない者をわざわざ呼びつけてまで、「話がある」とは───？

「新しい任務の通達なら電話一本で済むはずだぞ。もしかして、この間ぶっ壊したエーテルギアに関してのことなのか？　説教や嫌いや味みなら、さすがにこれ以上は勘弁だぜ？」

「詳しくは主あるじのほうから直接お話があるかと。どうぞこちらに」

　背を向けた女性は、スタスタと早足で奥に進んでいく。

　水みな最もは訝いぶかしむように眉をひそめた。……が、雇われの身である自分に拒否権はない。

　仕方なく、彼女の後に従った。




　エレベーターに乗り込み、向かったのは最上階。

　目的地に着くまでの間、案内役である女性は一言も口を利かなかった。無駄口は叩たたくなと社内教育されているのか、それとも元々の性格か。この会社に勤める連中の陰いん鬱うつな雰囲気には、どうにも慣れない。

　そんな水最の思いを汲くむように、高速エレベーターはあっという間に目的の階へと到着した。それから長くて広い廊下をひたすら歩き、たどり着いたのは一つの部屋。

　女性はチラリと水最に目め配くばせをすると、部屋の扉をつつましくノックした。

「社長。お客さまがお見えになりました」

「───ほいほーい。適当に入れちゃって」

　一拍置いて、やけに軽い返事が戻ってきた。

　女性が「失礼します」と短い断りを入れてドアノブを掴つかんだ。扉を引きあける。とはいっても自分はあくまで脇に待機し、水最を先に通すような形だ。

　水最は腹を決めて、入り口を潜くぐった。

　アレクトリア本社、最上階の一室。

　そこは代表取締役の執務室。いわゆる『社長室』と呼ばれる場所だった。内部はそれなりに広く、手前側には応接用のソファ二組と、金の装飾が施されたテーブルが置かれている。床には薄紅色の絨じゆう毯たん、壁にはいかにも高価そうな絵画などが飾られていた。

　そして、部屋の一番奥。

　巨大な執務机の前に、一人の少女が悠然と腰かけていた。

「───やあ、ミナモ、こうして直接顔を合わせるのは半年ぶりくらいになるかな？　ははっ、また一段と男前になったじゃないか」

　思わず我を忘れて見み惚とれてしまうぐらいの美しい金髪碧へき眼がん。

　華きや奢しやながらに抜群のスタイルを誇る身体からだを包むのは、黒猫を彷ほう彿ふつとさせる漆黒のドレスだった。可愛かわいらしさの中に隠しようのない色香を漂わせており、それが妖よう艶えんな雰囲気となって、対たい峙じする相手に絶大な存在感を与えてくる。

　アレクトリア社の代表取締役、メイス＝アレクトリア。

　昼休みに男子生徒たちから騒がれていたその美少女は今───執務机の上にだらしなく両足を乗せて、携帯ゲーム機をピコピコといじくっていた。

「よっ、ほっ。……あ、ちょい待ってて。このステージが終わったらセーブするから」

「働けダメ社長。会社が潰れるぞ」

　冷ややかな視線を投げかける水みな最もに、メイスはケタケタと楽しそうな笑い声をあげる。

　ニュース番組で見た時よりも印象はだいぶ幼い。そのくせスタイルだけは無駄にいいので、ドレスの裾すそから覗のぞく太ふと腿ももがやけに扇情的に映った。

「べつに遊んでるわけじゃないよ。今度、我が社からだす製品の最終テストをしてるのさ。よりよいものを提供するために、社長自らがチェックを怠ってはいけないんだな」

　ゲーム機のスピーカーからファンファーレの音が鳴り響くと、メイスは電源を切って机から足を下ろした。そのまま立ちあがる。

　水最は机に置かれたゲーム機を睥へい睨げいしながら、胡う散さん臭くさそうに目を細めた。

「ここの会社は電子ゲームの開発までしてんのかよ？」

「もちろん。幅広い分野に手を出していかなきゃ、消費者のニーズには応えられないからねぇ。よかったら君も買ってみるといい。すっごい面白いよ？」

「興味ねえよ」

「だよねー。君、ゲームとかやらなさそうな顔してるし。人生つまんなくない？」

　冗談っぽく訊たずねるメイスは、執務机を回り込むようにして応接用のソファに近づくと、ストンッと腰を下ろした。

「ではでは。改めまして。ようこそ、ボクの執務室へ。歓迎するよ」













「そりゃどーも。ゲームやりながら歓迎されたのは生まれて初めてだけどな」

「うへぇ。相変わらず言うことが可愛かわいくないなァ、君は。……まあいいや。とりあえず立ち話もなんだし座りなよ。べつに立ったままがいいなら構わないけれど。ボクは座るよ？　体力が持たないからね。立ち話なんてしたら、一分も経たたないうちに貧血起こしちゃう」

　冗談交じりに告げながら、メイスは向かい側のソファを顎でしゃくってみせる。

　ちょうど同じタイミングで、黒スーツの女性が、二人分のティーカップをテーブルの上に置いた。カップの中で温かそうな湯気を立てる紅茶を眺めながら、水みな最もも仕方なくソファに腰を落ち着ける。

「……で。今日は何の用だ？　いきなり呼びつけたりして」

「んー？　なんだいなんだい、のっけから本題突入とは早急じゃあないか。こうして久しぶりに顔を合わせたんだから、まずは他た愛あいない世間話から入る感じでもよくない？」

　茶ちや化かすように言ってカップの紅茶を啜すするメイスを、水最は渋い顔で眺めた。

　……態度は至いたって柔軟。むしろ好意的ですらある。

　しかし───どうにも心を許す気にはなれなかった。

　表面上は笑っていても、裏で何を考えているのかがまるで読めない。数日前に出会った刑事が企業のことを「胡う散さん臭くさい」と評していたが、このメイスはまさにその体現と言えた。

　バツの悪い思いで水最は口を開く。そのとき、

「───ああ、そうそう。先日、君たちがボロボロにしてくれたエーテルギアのことだけど。あれ、結局修復はできなかったよ」

　メイスのほうから唐突にそんな話題を振ってきた。

　水最は二の句が継げず、顔をしかめる。

「…………」

「いやいや！　そんな不機嫌そうな顔するなよぉ。べつに君を責めてるわけじゃない。もう過ぎたことだしね。今のは、これから振る本題のとっかかりとでも思ってくれ」

　パタパタと手を振ったメイスは、隅で待機していた黒スーツの女性に目を向けた。

「中なか林ばやし。あれ、持ってきちゃって」

「───はっ」

　中林と呼ばれた女性は恭うやうやしく一礼すると、足早に奥の執務机まで歩いて行った。

　机の横に置かれていた戸棚の前で足を止とめ、黒スーツのポケットから鍵束を取り出す。そのうちの一本を素早く選び取り、鍵穴に差し込んだ。

　カチャリと音がして戸棚が開く。

　水最がその中を確認する暇もなく、中林は目的の物を手に取って、再び鍵を掛けてしまった。行きと同じくキビキビとした歩みで戻ってきた彼女は、応接用のテーブルの上に戸棚からだしてきた物をそっと置いた。

「これは……」

　置かれたのは、半壊した銀製の燭しよく台だいだった。

　メイスは含み笑いを湛たたえながらうなずいてみせる。

「数日前に我が社の保管庫から盗み出されたエーテルギア。これはその触媒。───識別タイプ：悪塊グランド。数あるエーテルギアの種類なかでも、自立式の魔獣を形成する術式の組まれた、召喚タイプの魔術兵器だね」

　水みな最もは眉をひそめて、テーブルの上の燭しよく台だいを観察した。

　……見間違いようがない。数日前に、ソラが勢い余って壊してしまった物だ。今は内部に組み込まれていた術式が完全に破壊され、ただのガラクタ同然になっている。

　メイスはおもむろに燭台を掴つかむと、玩具おもちやで遊ぶように掌てのひらの上で弄もてあそび始めた。

「エーテルギア───。存在するだけで莫ばく大だいな魔力を放ち、この都市の発展にも大きく貢献した貴重な魔術的遺産。今の人工魔術ブラツクアート式の製品が、これらを参考にして作られているのは君も知ってるよね？」

　メイスの問いかけに、水最は首肯で返した。

　強大な魔力と固有術式を内蔵したエーテルギア。それらは捕虜として捕らえられた魔術師と並び、この都市の根幹を支える重要な研究サンプルだった。

「魔製都市の発展は、人間が魔術師からこのエーテルギアを押収した数と、驚くほどに比例している。まさに今の魔術文明の礎いしずえ。人工魔術が都市に普及しつつある昨今においても、これらは企業団体ボクらにとって素晴らしい教材と言える」

「……回りくどいな。いったい何が言いたい？」

「またまた。本当は君だって何となく勘付いているんだろう？　……ここ最近になって多発している魔術テロ。各企業に保管されているこのエーテルギアが、連続して何者かに狙われている事じ件けん。───魔導組合ＡＳＡはコレを、魔術師による犯行であると睨にらんでいる」

「…………」

　メイスの言葉に、水最は厳しく目を眇すがめた。

　つい先ほど、教室で交わした瑠る衣いとの会話が思い起こされる。……魔術師によるエーテルギアの略奪行為。ある程度の予想はしていたことだったが、魔導組合を形成する大企業の社長自らがそう口にするということは、ほぼ確定事項であると断じているに等しい。

　水最の反応を楽しむように、メイスはニヤリと悪戯いたずらっぽく笑った。

「これから《人工魔女トライフルズ》のオペレーターである君に、一つの任務ミツシヨンを与えたい。都市を守るための重大な任務だ。君をここへ呼んだのも、それを伝えるため。これは君だけにでなく、魔導組合に籍せきを置いているオペレーター全てに通達していることだ」

　部屋の中の空気が、とたんに不穏さを帯びてきた。

　少し緩めな感じに構えていた水最も、俄にわかに警戒心を強める。

　メイスは大きく足を組み直すと、手に持った燭台を前に掲げてみせた。

「狙われるエーテルギア。しかし、未いまだにその尻尾さえ掴ませない、魔術師と思おぼしき犯人───。……まあ実を言うとね？　魔導組合のほうで、すでにその犯人像の割りだしがほぼ完了しているんだよ」

「……なに？」

　聞き捨てならないその言葉に、水みな最もは思わず眉根を寄せる。

「なんだそりゃ。初耳だぞ？　警察のほうではなにも───」

「ああ。そう言えば、君には《ワイズマン》に所属する可愛かわいらしいガールフレンドがいたんだっけ？　そちらに情報が行ってないのは当たり前さ。伝えてないからね」

「どうしてだ？　犯人像の割りだしができてるなら、警察にも情報を流して協力をあおいだほうが得策だろ」

「ははっ。それ、本気で言ってるのかい？　ロクな魔術の知識も持たない国家機関───あんな連中が、役に立つとでも？　悪いけど、ボクらからしてみればただ邪魔なだけさ」

　ハッキリと物を言うメイスに、水最は顔をしかめる。

　この魔製都市において、企業団体の持つ力は圧倒的だ。それこそ、警察などの国家権力を「戦力外」と切り捨てられるほどに。

　しかし……たぶん、そっちが本筋じゃない。

　魔導組合ＡＳＡが警察の介入を拒む理由。

　その本当の理由を、水最はなんとなく察していた。

「……独占するつもりか？　捕らえた犯人───その魔術師を、魔導組合の新たな研究サンプルにするために」

　つぶやいた水最の言葉に、メイスの顔からニヤニヤとした笑いが消えた。

　彼女は水最をまじまじと眺めると、今度は寒気がするような冷笑を湛たたえる。

「ヤだなぁ。そんな言い方はないだろ？　せめて『協力者』とでも言ってくれ」

「どっちだって大して変わりゃしねえだろ。……いいよ。心配しなくとも、警察側に情報を漏らしたりはしない。これでも、オレはお前らに雇われてる身だからな」

「ふふんっ。物分りがよくて助かるね」

　満足げに告げたメイスは、スカートから伸びる細脚を大きく組み直して、

「ここ最近多発する、エーテルギアを狙った事じ件けん。今のところは大体が『未遂』で済んでいるんだけどねぇ……。その『未遂』が起こった際。現場へ駆けつけた幾人かのオペレーターが犯人の姿を確認している。彼らいわく、犯人は『魔術を使う子供』だったそうな」

「……子供？」

「そう。子供だよ。それも魔術を使う子供───魔術師だ。目撃情報はすべて一致しているから、同一犯とみてほぼ間違いない。君が処理したエーテルギアの件も、その人物の犯行なんじゃないかと、魔導組合はそう考えている」

　メイスは燭しよく台だいをテーブルに戻しつつ、やれやれと肩をすくめた。

「対象の目的は不明。どうして危険な魔術兵器であるエーテルギアばかりを狙っているのか？　……なーんて細かい事情の考察は、都市を守る警察にでもに任せておけばいい。ボクらが君に求めるのは、その魔術師の身柄確保。新しい『協力者』を得るためにね」

「はッ。どこまで行っても、お前らの頭にあるのは利益の話かよ。『都市を守るための重大な任務』が聞いて呆あきれるな」

「べつに嘘うそは言ってないよ？　犯人を捕まえ、一連の事じ件けんを収束させれば、都市の平和にも繋つながる。ただ、国家の連中よりも早く捕まえてほしいってだけで」

　渋じゆう面めんを作る水みな最も。

　不敵に笑うメイスは、少し居住まいを正して、こちらを見つめ返してきた。

「オペレーター、錺かざり矢や水最。君と、君が管理する《人工魔女トライフルズ》へ、アレクトリア社代表取締役、メイス＝アレクトリアが直じき々じきに命ずる。都市を脅おびやかす謎の魔術師。その正体を暴き、身柄を捕らえて───我々に捧ささげよ」





　　　　//






「───彼、動きますかね？」

　数分後の執務室。

　テーブルの上のティーカップを手早く片付ける黒スーツの女性、中なか林ばやしは、今しがた少年が出て行った扉を見つめてボソリと呟つぶやいた。

　さっさと自分の執務机に戻り、だらしのない姿勢で携帯ゲーム機を再起動させるメイスは「ふふん」と短く鼻を鳴らす。

「さあ？　君はどう思う？」

「最終的には動くと思います。なにせ、莫ばく大だいな報奨額を約束しましたから。オペレーターは金のためだけに動いているような連中です」

「なるほど。確かに的確な分析だ」

　これまで任務を与えたオペレーターは、誰一人の例外なく、二つ返事で了承をした。

　だが……彼はどうだろうか？

　金のために働いて、忠実に任務をこなす。

　そんな単純明快な仕事内容に関して、あの錺矢水最という少年は、間違いなく『落ちこぼれ』の部類であると言えた。前回の失態についてもそうだが、彼がまともに任務を完遂した場面を、メイスはただの一度も目撃したためしがない。

　傭よう兵へいとしては不良品もいいところ。

　しかし。不良品であるからこそ───。

　メイスは彼に、ある種の面白みを感じてもいた。

「……楽しそうですね、社長。彼のこと、それほど気になるのですか？」

　淡々とした中林の声が、俄にわかに鋭さを帯びた。

　メイスは、おや、とゲーム画面から目を離す。

　すると、片付けの手を止とめて不服そうな顔をする中林の姿が、すぐ目の前にあった。

　黒スーツに包まれた彼女の細い手足。その先せん端たん───肌が覗のぞく手の甲の部分に、うっすらと浅黒い紋もん様ようが浮かび上がっている。

　握られたティーカップがキシキシと細かい音を立て始めていた。肉眼では確認しづらいが、超高速振動しているのだ。その原因は間違いなくカップを握る中なか林ばやし本人であり、手の甲の紋もん様ようとも決して無関係ではなかった。

　───《人工魔女トライフルズ》。

　彼女はメイスが己の身を守るため傍そばに置いている、生きた魔術兵器なのである。

「……コラコラ。魔力が漏れて術式兵装が展開しかけているぞ？　オペレーターであるボクの命令もなしにそれはマズいんじゃない？」

　指摘してやると、中林はハッと息を呑のんで顔を真っ赤にした。

「も、申し訳ございません……！」

「気にするなよ。というか、今日の君は随分と機嫌が悪そうだね？　もしかして彼のこと、嫌いなのかな？」

　からかい半分の質問に、中林はキュッと眉をひそめた。

「いえ。彼個人がどうということには、さして興味もありません。しかし、なぜ社長がそうまでして気に掛けるのか、不思議に思わなくもないと言いますか……」

「つまり嫉妬ってわけかい？　ボクが彼にご執心なのに納得いかないと。ふふっ、案外かわいいところもあるじゃないか」

「か、かわいい……!?　そ、そんな社長っ。社長の考えに納得がいかないなど、ありえません！　ただ少し気になっただけで……」

　中林の口調は畏かしこまっていたが、少し口元がにやけていた。

　かわいいと評してもらえたのがよほど嬉うれしかったらしい。この兵器は、普段は物静かなくせに、メイスのことが絡むととたんに一いつ喜き一いち憂ゆうが激しくなるのだ。

　手に持ったゲーム機を机に置いて、メイスは肘掛椅子の背もたれに寄り掛かる。

「そうさねぇ。君の意見も尤もつともだ。実際、ボクは彼を特別視している」

「特別？　ですか？」

「そう。───今からちょうど四年前くらいになるかなぁ。都市の一区画をまるごと巻き込んだ、魔術師主犯の事じ件けんがあっただろ？　魔導組合ＡＳＡが多くのオペレーターと《人工魔女》を駆りだすハメなるほど、大きな事件だった。覚えているかい？」

　四年前に魔術師が起こした大きな事件。

　問いかけられた中林は、思案顔になって指でこめかみをコツコツと叩たたいた。

「……はい。確かに私の記ロ憶グにもそのような事例が残っています。死傷者八百人超、戦後にして数少なく、そしてもっとも凶悪であると評された『魔導災害』。四年前に起こった大きな事件と言うと、それで間違いないでしょうか？」

「うん、それそれ。───彼はね。その事件に巻き込まれた被害者なんだ」

　中林は大きく目を瞠みはった。

　メイスは得意げに鼻を鳴らす。

「その直後だよ。彼がオペレーターに志願し、魔導組合うちに籍せきを置くことになったのは。ぶっちゃけ無関係とは思えないよねぇ、その四年前の事じ件けんと」

　ピッと。人差し指を立てて、

「ただ金のためだけに動く傭よう兵へい？　……いいや、彼はそういうものとなにか根本的に違う。もっともっと、深いところに抱かかえ込んだ何か。昏くらくて、いろいろな想おもいがグチャグチャに詰まってて、複雑怪奇。ボクは彼のそんな部分に興味があるんだ」

　満足げに語る主人を、理解に苦しむような顔で見つめる中なか林ばやし。

　メイスは窓の外に目を向けながら、悪戯いたずらっぽく笑った。

「───はてさて。彼はいったい、どう転ぶのかな？」





　　　　//






　ソラの定期検査が終わるまでまだしばらく時間があったので、当初の予定通りビルの外に出ることにした。

　正面玄関の自動ドアを通ると、空はどんよりと曇くもっていた。

　そう言えば、今朝の天気予報で午後から一雨くるかもしれないと言われていた気がする。中に戻ろうかとも考えたが、やっぱりやめた。今は少し歩きたい気分だ。

　門を抜け、舗ほ装そうされた並木道を歩きながら携帯電話を確認する。

　すると、一件だけメールの着信があった。

　開いてみると、送信相手は瑠る衣いであることがわかる。

『ソラちゃんの定期検査はどうなっていますか？　覗のぞいたりしたら絶対にダメなんですからね！　絶対に！』───というような文面だけが書かれていた。

　水みな最もは半眼になってその文字を眺めまわしたあと、携帯電話をポケットにしまいなおす。もはや返信するのさえ面倒くさい。

「どいつもこいつも。人のことをなんだと思ってんだ？」

　大きくため息を吐ついた。

　気分が憂欝なのは、瑠衣のいらない心配が書かれたメールを見たせいだけではない。

　先ほど、メイスから伝えられた任務。エーテルギアを狙う魔術師を捕らえよという命令。

　現在、その犯人の素性が割りだされつつあり、起こした事件もほとんどが『未遂』で済んでいるという話だったが……水最はなにか引っかかりみたいなものを感じていた。

（魔導組合ＡＳＡを敵に回しながら、未いまだに逃げ延びている魔術師……。それくらいの力量を持った奴やつが、今の今まで犯行未遂しか起こせていないってのは、どういうことだ？）

　他のオペレーターの活躍が優秀で、事前に阻止できたという線も充分に考えられる。

　ただ、それにしたってあまりにもゆるい。

　魔術師とはこんなにも無能な連中だったろうか？　これではまるで、人間の犯罪者とさして変わらない。

　───違う。魔術師とは、そんなに甘い連中じゃないはずなのだ。

　水最はその恐怖を知っていた。脳髄にまで浸みこんで、消せない記憶。

　だからこそ。今回の事じ件けんには、なにか妙な胸騒ぎを覚えるのだ。

「……つっても。任務を受けたからには、やるしかねえんだよな」

　もう一度、深いため息が漏れる。

　企業に金で雇われるオペレーター。そんな自分が、難しく考える意味なんてなかった。

　なにがあろうと、結局はやるしかない。それが自分の仕事なのだから。

　水みな最もは疲れた顔で視線をあげる。

　すると───。

　前方に、少し気になる光景が目に入った。

　道の向こう側から、幾つかの人影がこちらへ歩いてくる。

　よく見てみると、一人の少女に数人の男が群がって声を掛けているようだった。

　……その少女の恰かつ好こうが、なんと言うか非常にヘンなのだ。

　年齢はたぶん中学生くらい。目が覚めるような鮮やかな赤髪に、少しキツめだが整った顔立ちをしている。華きや奢しやな身体からだにまとうのは派手な色合いの仰々しいマントで、頭には巨大な三角帽と、まるでハロウィンの仮装かと見まがうような服装をしていた。

　見方によってはかなり『アブナイ人種』にも思える。だが、少女の年齢がまだ低いのと、可愛かわいらしい顔つきも相まって、男たちのナンパの標的になったようだ。

　この場に居合わせた水最が言うのもなんだが、平日の昼間、道をブラブラしている若者にロクな奴やつはいない。囲まれる少女も迷惑しているみたいだったが、相手は自分より大柄な男で、しかも複数人。抵抗できる道理などあるわけもなく、そのうち強引に肩を掴つかまれて、人目のつかない路地裏へと消えていった。

　……なんだか、いかにも面倒そうな場面を目撃してしまった。

　関わってもロクなことにならないのは目に見えていたが、ここで見て見ぬふりというのも、微妙にバツが悪い。それに、無視をしたらしたで、あとで生き真面目まじめな後輩女子からしこたま説教をくらいそうでもあった。

　───どちらにせよ、前途多難か。

　水最は肩をすくめて、自嘲気味の苦笑いを浮かべる。

　それから歩調を早め、路地裏の方へと歩きだした。

　無言で薄暗い道を進む。

　しばらくすると、手前に見えてきた曲がり角のあたりから、人の声らしきものが聞こえてきた。そろそろ近いか？

　慎重に耳を傾けてみると───。

「───ひいいいいいいいいッ！　バ、バケモノオオオォ!!」

　突如として、大きな悲鳴が壁に跳ね返って轟とどろいた。

　角の向こうから、いきなり一人の男が飛び出してくる。彼の顔面は蒼そう白はく。前のめりになってよろめく彼の背中には───メラメラと真っ赤な炎が揺らめいていた。

「あ、あつい、熱っ……たすけッ、助けてえええぇぇ！」

　男は水みな最もに体当たりを仕掛ける形で、ひんひんと涙声をあげた。

　突然のことに訳が分からず、水最は一瞬だけ放心したが、すぐに我に返る。

　急いでブレザーを脱いで、燃え盛る男の背中へ何度も叩たたきつけた。しかし、炎はまったく鎮まる気配を見せない。地面を転げまわる男の悲痛な叫びだけが響く。

「ただの炎じゃねえ……！　こいつは───」

「魔術よ。下等な人間さん？」

「っ!?」

　鈴の音のようにコロコロと甲高い声が、すぐ真上から聞こえてきた。

　反射的に見上げる。

　建物の壁を這はうように敷かれた配管ダクト。

　そのうちの一本に、小柄な少女がちょこんと腰をかけていた。

　鮮やかな色合いのマントに、大きな三角帽。ボリュームのある赤髪は細かな火の粉を纏まとい、それが眼下に立つ水最のもとへサラサラと降り注いでくる。

「あんたもそいつらのお仲間？　人間の分際で、これ以上あたしにちょっかいを出そうってなら……同じように燃やすわよ？」

　背筋に寒いものが走った。

　考えるより先に、身体からだが動いた。担いでいたショルダーバッグのジッパーを全開にして、中からホルスター付きの半自動式拳銃を引っ張りだす。

　───アレクトリア社製、対魔導小銃《イグニス：モデル03》。

　魔導組合ＡＳＡから支給された、人工魔術ブラツクアート式の武装の一つだ。兵器である《人工魔女トライフルズ》ほどの破壊力はないが、銃身には簡単な呪じゆ詛そ破りの術式が仕込まれており、ある程度の魔術相手ならば通常の銃弾よりも大きなダメージを期待できる。

　安全装置を外し、遊底をスライドさせる。

　頭上の少女に向けて構えた。

「お前───魔術師かッ!?」

「あン？　なにそれ、ケンジューってやつ？　確か人間の武器よね。一般人は持てないって聞いたけど、そういうあんたは何者？」

　配管から飛び降りた少女は、水最から三メートルほど距離を置いたところに着地した。

「ケイサツ……には見えないわよね。とにかくメンドくさそ。暴れたところ見られちゃったし、消したほうがいいのかな？」

　銃口を向けられているのにもかかわらず、少女は至いたって気だるそうな声で言う。

　すると、

『───ダ、ダメよ、エル！　余計な犠牲は出すなって、組織のほうからも言われてるでしょ!?　さっきは絡まれて仕方なく反撃したけど、殺すのなんて絶対にダメ！』

　まったくべつの声が、どこからか聞こえてきた。

　前方の少女にばかり注意を向けていた水みな最もは、不意を突かれてギクリと肩を揺らした。素早く周囲へ目を走らせる。他に敵らしき敵の姿は見当たらない。

「あー、うっさいわね。あんたってホントに臆病なんだから」

『エル！』

「……わーってるわよ。さっきの連中だってべつに殺しちゃいない。身の程をわきまえない虫けら共に、ちょっとお灸きゆうを据えてやっただけだし」

　少女は右手を鼻の前まで持ってくると、パチンッと指を鳴らした。

　瞬間、水最の横でぐったりとしていた男の背から、うっすらオレンジの光こう芒ぼう───魔法陣が顕けん現げんした。とたんに激しく燃えていた炎が跡形もなく消失する。

　……魔術。しかも、この都市に存在する人工物を介した魔術体系、《人工魔術ブラツクアート》とは違う。

　己の身一つ、自由意思で操作できる、正真正銘の本物の魔術である。

「んでもって。結局、あんたはなんなの？」

　再び注意を向けられ、水最は厳しく目を眇すがめた。

　三角帽の少女と真っ向から睨にらみ合あう。

「最初に質問したのはオレだぜ？　答える気はなしかよ」

「あ？　なにあんた、ちょっとナマイキ。人間のくせに」

「お前みたいなガキに言われたかねえよ」

　挑発的に吐き捨てながらも、水最は必死に思考を巡らせていた。

　魔導組合ＡＳＡに雇われてからすでにそれなりの月日が経たつが、本物の魔術師と街中でバッタリなんてパターンは、さすがに初めてだった。しかも、運の悪いことにソラは定期検査中。今の水最は魔術的脅威に対して、ほぼ丸腰の状態に近いと言っていい。

　相手の実力の程は知れないが、魔術師と人間が一対一で真っ向からぶつかり合えば、人間にまず勝利はない。加えて、相手は一人ではなく、その姿も確認できないときている。

　状況は考えられる範囲で最悪だった。唯一の希望があるとすれば、発生した魔力反応を観測した警察なり企業なりが、増援を送ってくれることくらいだろうか……？

　少女は、胡う散さん臭くさそうな目つきでジロジロと水最を眺めまわしてくる。

「ふんっ。口は達者のようね。ムカツクし、今すぐ燃やしてやりたい気持ちは山々なんだけど。その肝の据わった態度から見るに、ただの一般人ってわけじゃなさそうね。……情報源くらいにはなるかしら？」

「情報源？　どういう意味だ？」

「そのままの意味よ。あたしだって、好き好んでこの胸むな糞くそ悪い人間の住すみ処かに潜り込んでいるわけじゃない。目的があってここにいるの」

　こちらを見る少女の口が、クスッと不敵な笑いをもらした。

「さあ───あんたはどのくらいあたしの役に立ってくれるのかしらッ？」

　ぶわっと。少女の背後から激しい熱風が吹きつけてきた。

　即座に危機感が働く。水最は隣で倒れていた男の首根っこを掴つかんで背後に跳んだ。

「起動アクテイヴエイト───！」

《イグニス》の銃身に予あらかじめ仕込まれてあった術式が起動し、銃口の前に小型の魔法陣が展開する。引き金をしぼるとカートリッジに込められていた魔力が炸さく裂れつ。射出された銃弾に付加されて、内側から魔法陣を砕く。

　魔法陣を砕いた銃弾はさらにその術式を帯びて、呪じゆ詛そ破りの『魔弾』と化した。

　耳に痛い銃声とともに、一直線に少女へと迫る。

　しかし、

「しょぼっ」

　言うが早いか、少女の右腕がすっと持ち上げられた。

　親指の腹を口元まで運び、皮を浅く噛かみ千切る。ジワリと鮮血が溢あふれた。そのまま自分の血を宙に振ふり撒まくようにして、腕ごと水平に薙ないだ。

「……!?」

　水みな最もは思わず目を疑った。

　真横に線を引くように、少女の親指から尾を引く真っ赤な鮮血。

　空気中に振り撒かれた瞬間、それはとたんに激しく燃え上がった。発生した炎は障壁となって、水最が放った『魔弾』を受け止とめる。

「これが人間の魔術なわけ？　随分と出来の悪い手品ブラツクアートじゃない？」

　炎の障壁の向こうでせせら笑う少女。『魔弾』は跡形もなく燃やし尽くされてしまった。

　単純に魔力の総量が違いすぎる。呪詛破りの術式も、上から塗りつぶされたような形だ。

「もう終わり？　じゃあ、今度はあたしがホンモノを見せてあげるわよ。種も仕掛けもない、魔術師の魔術をね！」

　まるで舞いを舞うかのごとく、血を滴らせる少女の腕が振るわれた。

　血液は一筋の炎となって空中に軌跡を残し、複雑な紋もん様ようを描き始める。

「───迅とくあれ、迅く迅くあれ、我等の敵を迅く燃やせ───！」

　紡がれる、不気味な響きを持つ文言。

　自らの体内の魔力を用い、魔法陣を手動で組み上げ、術式が完成する。

　水最が起動させた《人工魔術ブラツクアート》よりも遥はるかに複雑で高度な魔術。その作業工程を、少女はものの数秒足らずで容易たやすくやってのけた。

「うまく避よけなさいよ？　死なれるとあんた、情報源としての価値もなくなるから。───『血塗の焔矢ヴエルミリオン・アルク』！」

　叫ぶと同時に、空中に描かれた炎の魔法陣が中心から弾はじけた。

　魔法陣の残ざん骸がいは細かな火球となり散乱。先せん端たんを鋭利に尖とがらせ、鏃やじりのような形になったかと思うと、対面の水最へ一斉に殺到してきた。

「ぬお……!?」

　空気を焼き払いながら接近する、炎の矢。

　水最は拳銃を構えて発砲。何本かの矢を『魔弾』で相そう殺さいするが、いかんせん数が多すぎて撃ち落としきれない。狭い通路では左右への回避も困難と悟り、咄とつ嗟さに背中から地面へ倒れ込んだ。残りの矢が、眼前ギリギリを勢いよく通過していく。

「きっついなクソッ……！」

　全ての矢が通過したことを確認し、水みな最もは腕の力を使って地面から飛び起きた。

　魔術の撃ち合いではこちらが不利だ。特に遠距離から中距離にかけては勝ち目がない。

　とにかく距離を詰めなければと思い、地面を蹴りだして少女へと肉迫した。

　こちらの接近を察知した少女は右腕を動かそうとするが、その前に水最が体当たりを仕掛ける。単純な体格差では圧倒的にこちらの有利。彼女が受けきれる道理もなく、そのまま壁に叩たたきつけてやった。

「あうッ!?」

　背中をぶつけた少女が小さな悲鳴を上げる。

　だが、まだ油断はできない。水最はさらに前へ踏み込んで相手の身体からだを押した。

「っ。ちょ、あんたッ、どこ触って……！」

「───動くな」

　驚いて叫ぶ幼い顔に、銃口を突きつける。

　少女は水最に右手首を掴つかまれ、身体ごと壁に押しつけられるような形になった。

　おかげで水最の全身には少女のフニフニとした柔らかい感触が当たり、見方によっては襲っているような感じに思えなくもない。もちろん、狙ってやったわけじゃないが。

「む、胸当たってるって！　バカッ、このヘンタイ！　はーなーれーろーっ！」

「うるせえ。自分でもちょっと罪悪感を覚えてんだから言うなよ」

　少女の身体は年齢相応に華きや奢しやで小さく、力で組み伏すのは容易たやすかった。

　水最は小さくため息を吐つきつつ、すぐ近くにある少女の顔を見下ろす。

「流石さすがにこの距離まで詰めれば、ご自慢の魔術も使えないだろ？　素の力ではオレのほうが強いし、お前に抵抗する術すべはない。大人しくするなら危害を加えるつもりもないよ」

　諭さとすように言うと、少女は顔を真っ赤にして下唇を噛かんだ。

「……人間は野蛮な連中だって知ってたけど。あんたは特にサイアクね」

「お前がいきなり臨戦態勢に入るからだろ。オレだってガキに銃なんか向けたかねえよ。たとえ相手が魔術師でもな」

　水最の返答に、少女は顔をしかめた。珍獣でも観察するようにジロジロと睨にらんでくる。

「あんた……ヘンな奴やつね。あたしは魔術師よ？　人間の敵で、人間を憎んでる。あんたはあたしが恐こわかったり、憎らしく思ったりしないわけ？」

「そりゃ恐いさ。一部の魔術師は今でも人間社会に反抗し、頻繁にテロ行為を起こしている。恐くないってほうがおかしい」

「あたしはその『一部』なんだけど？」

「だろうな。だが、オレはまだお前がどんな奴なのか、一切知らない。恐いには恐いが、憎らしいと判断するには材料が足りねえよ」

「…………」

　沈黙が流れ、二人はしばらく睨にらみ合あう。

　間近にある幼げな顔。相手は魔術師。都市を脅威に陥おとしいれる、筋金入りの犯罪者だ。

　だけど……まだ子供だった。

　恐怖心はある。危険だと言うことも充分に理解している。

　それでも、彼女を『敵』として見るにはどうしても抵抗があった。見た目や体の小ささは、本当にただの人間の子供とまったく変わらないと言うのに。

　……あれ？　子供？




『そう。子供だよ。それも魔術を使う子供───魔術師だ』




「っ」

　瞬間的に脳裏をよぎったメイスの言葉。

　水みな最もは目を剥むいて、眼前の少女を凝視した。

　企業に保管されたエーテルギアの強奪未遂を繰り返しているという犯人。先日、アレクトリア社から盗みだしたエーテルギアを都市内で暴走させたと思おぼしき、その人物。

　まさか、このガキが……？

「……ぷっ……あはははははっ」

　そのとき。

　少女が唐突に笑いだした。

「あ？　なにがおかしい？」

「そりゃ、おかしいわよ。あんた、やっぱヘンだわ。あたしが子供だから、敵として見るのに抵抗ある？　それとも女だから？　武器持って戦おうとする奴やつの考えじゃないわね」

「……悪いかよ」

「悪くはないわ。むしろ変わってて面白いじゃん。でも───バカみたいに甘いのよね」

　直後。背中に焼けるような痛みを感じた。

「ぐぅ……!?」

　神経が引ひっ掻かき回まわされるような激痛。視界が揺らぎ、力が緩んだ。

　その一瞬を逃さず、少女が水最の腕を振りほどいて、前蹴りを見舞ってくる。

　水最は後ろへ吹き飛ばされ、反対側の壁に激突。身体からだが悲鳴をあげる。

「あぐぁ……ッ！」

「甘いのよホント。これは三十年前の戦争の続きなの。騙だまし騙され、相手の隙を突いていくのはトーゼン。そうでもしなきゃ勝てない。一度敗北してしまったあたしたちは」

　地面に伏して呻うめく水最を、少女が冷たい眼まな差ざしで見下ろしていた。

　彼女の周囲には、ヒュンヒュンと音を立てて、色鮮やかに光る何かが高速で動き回っている。それは鏃やじりの形をした炎の塊だった。最初に少女が水最へ放った魔術である。

　……しくじった。

　魔術師の扱う本物の魔術が、一度かわせたくらいで終わるわけがなかったのだ。どうやらあの炎の矢は操作式。少女の意思でどうとでも動く代物だったらしい。

　激しい眩暈めまいと嘔おう吐と感に襲われながら、水みな最もはよろよろと上半身を起こして壁に寄り掛かる。背中に触れてみると、ヌチャリと湿った感触がした。

　おそらくは矢の一本に貫かれたのだろう。高熱で服ごと背肉が焼かれ、深い刺し傷が刻まれていた。火傷やけどと出血で酷ひどいことになっている。

「安心なさい。無む暗やみに殺しはしないわ。あたしだって、あんた個人をどうにかしてやりたいほど憎いとは思ってない。ただ、訊ききたいことがあるの」

　転がっていた水最の拳銃を足で払って遠ざけた少女は、ゆっくりと歩み寄ってきた。

　目の前でしゃがみ込むと、細腕で乱暴に胸倉を絞めあげてくる。

「ぐっ……」

「正直に答えればよし。しらばっくれるならソッコーで燃やす。オーケー？」

　水最は苦痛に顔をゆがめつつも首を縦に振るしかなかった。……相手の目は本気だ。ここで抵抗しても、自分の有利には働かない。

　こちらの反応を確認した少女は、「素直でよろしい」と短く告げて、グッと顔を近づけてきた。つりあがり気味の双そう眸ぼうが、真まっ直すぐにこちらを睨にらみ据すえてくる。

「聞きたいことは一つよ。あんたら人間が魔術師から奪った英知───『五ご帝だいの骸むくろ』はどこにある？」

「…………？」

　質問の意味がわからず、水最は目を白黒させた。

　ごだいのむくろ……？

　聞いたこともない言葉だった。それがこの少女の目的なのだろうか？　考えてみるも、背中の痛みに加え、気管を絞めあげられているため、頭がよく働かない。

　少女は苛いら立だったように歯は噛がみすると、軽く顎をしゃくった。

　周囲を旋回していた炎の矢の一本が素早く動き、水最の腕へ突き刺さる。

　形容しがたい激痛が全身を駆け巡った。

「ッ……！」

「言ったはずよ。しらばっくれるなら燃やす。それでもまだ口をつぐむ？」

「……ハッ。知らねえよ、そんなん。知らないことに答えられるはずがない」

　痛みを堪こらえながら、水最は息も絶え絶えになんとか返した。

　少女は疑うたぐるように目を細める。しばらくは水最の心中を探るようにジロジロと眺めてきたが、こちらに嘘うそをついている様子はないと判断したらしく、やがて胸倉を掴つかんでいた手を緩めた。ゆっくりと腰を上げる。

「ダメね。こいつもハズレみたい。しょうがないから、またべつを当たって───」

　やれやれとつぶやいた、そのとき。

『───!?　ま、待って、エル！　なにかくるよ!?』

　遮るように、姿の見えない声が警告を飛ばした。

　少し遅れて、少女がハッと振り返る。

　……路地の出口。

　表通りへと続くその先から、なにか小さな物体が風を切って現れた。




「───ミィ[image: ][image: ][image: ]くんに[image: ][image: ][image: ]っ。なにすんだあああああああっ──────!!」




　響き渡る大喝。

　少女が咄とつ嗟さに腕を振って、血の滴る親指から炎の壁を作った。

　だが、それごと突き破るように、小さな拳が真横から殴打。両腕で防御し、なんとかしのいだ少女は、受けた衝撃でズザザザッと地面を後退する。

「っ……。ソラ!?」

　水みな最もは驚いて目を丸くした。

　ついさっきまで少女のいた場所に、正拳突きを繰り出した体勢のソラが立っていた。

「よかった、ミィくん！　間に合ったんだよっ」

「間に合ったってお前……。企業での検査はどうしたんだッ？」

「抜け出してきた！　近くで大きな魔力反応があったって、企業の人たちが騒いでたから。もしかしてミィくんが巻き込まれてるかもって、ソラ、すごく心配になって……」

　ソラは少しすまなそうに目を伏せる。

　水最は呆あきれてしまった。企業の検査を抜け出してきたとは、また大胆なことをやらかしたものだ。いくら緊急事態だったとはいえ許されることではないし、そのペナルティを負うのもオペレーターの自分になるだろう。

　頭が痛いことこの上ない。いつもなら叱りつけてやるところだ。

　しかし今は、自分のピンチにソラが駆けつけてきてくれたことを、素直に嬉うれしく思った。

「ったく。あとで怒られるのはオレなんだぞ？」

　よろよろと身を起こし、ソラの頭を強めに撫なでつけてやる。

　怒鳴られるのを覚悟していたらしい彼女は、ポカンと口を開けてこちらを見上げた。

「ミ、ミィくん？　怒らないの？」

「ん……。まあ、なんと言うか。お前が来てくれなかったら正直危なかったからな？　今回のことは不問にしてやる」

　言うと、ソラはいよいよ喉を詰まらせたような顔になった。

　壁と向かい合うようにしゃがみ込んで、頭を抱かかえる。

「ど、どうしよう？　ミィくんのソラに向ける眼まな差ざしが、いつになく優しげなんだよっ。普段はものすごく鬱陶しそうな顔しかしないのにっ。もしかして、これが『ふらぐ』ってやつなのかなっ？　だとしたらルイを出し抜くチャンスなんだよ！」

　むふーっ、と鼻息を荒くして拳を握り込むソラ。

　それを見る水みな最もの目はすっかり冷めきっていた。……前言撤回。やっぱりこのアホ兵器には少しお灸きゆうを据えてやる必要がありそうだ。

　とはいえ、それも後回しにしなければならなかった。

　水最は背中や腕にできた傷の痛みに耐えながら、路地の奥へ視線を向ける。

「そのチビ……なんなの？　あたしの魔術を素手で破るなんて……」

　そこに、表情を苦く悶もんに歪ゆがませてこちらを睨にらむ三角帽の少女がいた。

　水最は苦笑して肩をすくめる。

「こっちの最終兵器だよ。かなりアホなのが欠点だけどな」

「はッ。なにそれ。つまり、あたしを油断させておいて、最初からそいつで叩たたく腹づもりだったってわけ？」

「隙を突くのが云うん々ぬんって説教してくれたのは誰だったっけか？　……とか言ってやってもいいが。べつに計算してたわけじゃねえよ。こいつが駆けつけたのは本当にたまたまだ」

　水最と少女は再び油断なく睨み合う。これで戦力的には対等───とまではいかないかもしれないが、ソラがいれば少しはマシに立ち回れる。

　それまでふざけていたソラも、真剣な面持ちになって水最の隣に並び立った。

　もはや衝突は避さけられない。そう思われたそのとき。

『ダメっ！　違うの、エル！　敵はあの女の子だけじゃない！　早く逃げないと、もうすぐ近くにまで───』




「───動かないでくださいッ！」




　今度は、凛りん然ぜんとした声が路地に響いた。

　続いて、ガチャガチャという無機質な音と共に、頑強な防護服を纏まとった男たちが路地裏になだれ込んでくる。

　これには少女だけでなく、水最とソラも仰天した。

　男たちは巨大な盾を構えると、その隙間から黒光りする銃口を少女へ向ける。

「全員、動かないでください！　先せん輩ぱいとソラちゃんもです」

　そう言いながら、男たちの合間を縫うようにして進み出てきたのは、制服を着た女の子だった。生き真面目まじめそうな顔つきに、ハーフアップにまとめられた黒髪。

　水最は思わず短いうめき声を漏らす。

「み、三み崎さき？」

　完全武装の男たちに紛れて現れたのは、学校の後輩である三崎瑠る衣いだった。

　───警視庁警備部『特殊災害対策課』。通称《ワイズマン》。魔術犯罪を専門として扱う警視庁の特殊チームにより、今この場は、完全に包囲されている状態にあった。

「ここは我々が預かります。先輩たちは下がっていてください」

　淡々と告げる瑠る衣いの表情からは、いつもの抜けている部分というか、愛らしさみたいなものが、完全に排除されていた。

　今の彼女は水みな最もの後輩である三み崎さき瑠衣ではない。

《ワイズマン》としての三崎瑠衣だ。

　それでも一瞬、通りすがって水最を一いち瞥べつした彼女の瞳が、不安定に揺れた気がした。

　おそらく、水最の背中にできた火傷やけどを見てしまったのだろう。公務を執行するため冷れい徹てつになりきれないところが、瑠衣らしいと言えば瑠衣らしい。

　瑠衣は心の動揺を押し殺すようにしながら、路地の奥にいる三角帽の少女へ歩み寄っていった。その後から、二人の男がさらに追随。

　男たちが瑠衣を守るように盾を向けると、真っ向から少女と対たい峙じする。

「子供……？　あなたが魔術を行使した魔術師ですか？」

「あ？　なに、あんた。いきなり出てきて、なに偉そうに取り仕切ってるわけ？」

「警視庁警備部、『特殊災害対策課』所属。特別捜査官の三崎瑠衣です。あなたには国の許可を得ず違法に術式を起動させた疑い、および、魔術師の身でありながら管理登録等の処理を行っていない疑いなどがかけられてます。大人しく投降を。抵抗をした場合、我々には実力行使でこれを止とめることが許されている」

　事務的に語られる瑠衣の言葉に、少女は鬱陶しそうな目を向ける。

　周囲には完全武装の警察官たち。彼らが携えているのは、抗魔加工アンチ・ブラツクアートが施された重火器だ。先日、不意にエーテルギアと対峙してしまったときとは違う、万全の態勢で挑む装備であった。

　だが、そんな状況におかれながらも。

　少女の表情はどこか気だるげで、緊張感というものに欠けていた。

「……なーんか。一気に興ざめだわね。どうしよ、『シエル』？」

『エ、エル！　なにを呑のん気きに言ってるの！　ピンチだよ、捕まっちゃうよぉ！』

「あぁ？　この程度であたしが捕まるわけないでしょ。マジでどんだけ心配性なのよ」

　姿なき声と言葉を交わしつつ、少女がクルリと背を向ける。

　どこからともなく聞こえてきた声に驚いていた瑠衣は、ハッと息を呑のんで少女の背中を睨にらんだ。武装した仲間に手振りで合図を送り、銃を構えさせる。

「動かないでッ」

「だから仕切んな。あたしにはあんたらに構ってやる暇なんかないの。止められるもんなら止めてみなさいよ？」

　挑発的に告げた少女は、チラリと水最を振り返る。

　水最は、その視線を真まっ直すぐに受け止めた。

「お前───」

「あんた。名前は？」

「……は？」

「名前よ。あるでしょ、そんくらい」

　唐突な質問に一瞬だけ面食らう。

　それでも少女が真剣な眼まな差ざしを向けてくるので、水みな最もは困惑しながらも口を開いた。

「……水最。錺かざり矢や水最だ」

「水最。そっ、水最ね。あたしの名前はエル＝エルマ＝エルガル。誇り高き大魔術師の末まつ裔えいよ。……覚えておきなさい、水最。あたしはあんたみたいな甘い奴やつが───だいっきらいだから」

　吐き捨てるように告げて、少女は靴裏で地面を軽く叩たたいた。

　足元に魔法陣が顕けん現げんする。華きや奢しやな身体からだがフワリと浮き上がった。そのまま目にも止とまらぬスピードで上昇していく。

「魔術……!?　止めてくださいッ」

　瑠る衣いの合図で、地上にいた武装隊が一斉に発砲。

　無機質な鉄筒が激しく火を噴き、耳に痛い銃声が轟とどろく。

　しかし、その一切が、少女の周囲を飛び回る炎の矢によって防がれた。そして、あっという間に姿が小さくなり、見えなくなってしまう。

　間髪を入れず、瑠衣が「追ってください！」と命令を飛ばす。

　武装隊が路地裏から駆け出て行く足音。

　それらをぼんやりと聞きながら、水最は少女が消えた方角をジッと見つめていた。

「あいつ……」

　つぶやいた一言は、虚こ空くうに溶けて消えた。





　　　　//






「───へッ。ざまあねえな、イヌ」

　目の前にある青年の顔が、こちらをこき下ろすように薄く笑った。

　水最は半眼になってそれを睨にらみ返かえす。

「……うるせえよ、公僕。余計なお世話だ」

「はァ!?　テメッ、それが手当てをしてやってる人間に返す言葉かッ？」

　アレクトリア本社から少し離れた場所にある大通り。周囲一帯はすでに《ワイズマン》によって交通規制がかけられ、防護服を纏まとった男たちが忙せわしなく動き回っていた。

　水最は今、現場の端で折り畳みの椅子に腰かけながら、やはり《ワイズマン》のメンバーである防護服の青年に傷の手当てを受けている。

　……というかこの青年、つい先日顔を合わせたばかりだった。

　確か、瑠衣と一緒にエーテルギアを追いかけていた刑事だと思う。

「他に手の空いているメンバーがいなくて、仕方なくやってやってるけどな？　本当は企業のイヌの手当てなんざ死んでも御免だ。そこらへん、よーく肝に銘じておけ。このイヌ」

「誰がイヌだ。つか、あんた暇なの？」

「暇じゃねえよ！　お嬢に頼まれて、こちとら泣く泣くやってんだよ！」

　憎まれ口を叩たたきながらも、青年の手当ては適切かつ迅じん速そくだった。

　焼けただれた水みな最もの背中や腕を消毒し、清潔な包帯を巻いて、留め具で留める。いろいろと気に食わない奴やつではあったが、立派に公務を果たしているところには素直に感心する。

「おら、終わったぞ。これ着て、さっさとこの場から消えろ」

「随分だな。事情聴取とかしなくていいのかよ？」

　手渡されたジャンパーを受け取りながら水最が訊たずねると、青年刑事はなんとも言えないような渋い顔になった。苛いら々いらと舌打ちを漏らし、頭を掻かく。

「……止とめられてんだよ。上から」

「上？」

「警察の上層部。魔導組合ＡＳＡ側からなんか圧力がかかったみたいでな。現場に居合わせたオペレーターには、一切の事情聴取を行うなとのお達しだ。おまけに犯人の深い追いも禁ずる……だとさ。俺らに許されたのは現場検証だけ。ったく、ふざけた話だぜ」

　吐き捨てて、水最を忌いま々いましげに睨にらみつけた。

　なるほど───と。彼が不機嫌な理由に合点がいく。

　魔導組合は、犯人である魔術師の身柄を、独占する状態で確保したがっている。今回、《ワイズマン》が受けている捜査規制も、おそらくはそれと関わりがあるのだろう。

「そういうことだ。テメェは自分の《人工魔女トライフルズ》を連れて、さっさと帰れ」

「はいはい。わかったよ。うちの奴はどこに行ったかわかるか？」

「《人工魔女》のガキか？　……そういや、お嬢と一緒にいるとこを見たな。たぶん、路地裏……テメェが魔術師に襲われた場所にいる」

「りょーかい。じゃあまあ、公僕サマの邪魔にならないよう退散するとしますかね」

　皮肉っぽく言って、水最は折り畳み式の椅子から腰をあげた。

　歩きだすと、青年刑事が背後から「おいイヌ！」と不ぶ躾しつけに呼び止めてくる。まだ何か文句があるのかと半眼で振り返ると、仏ぶつ頂ちよう面づらの彼がずんずんとこちらに歩み寄ってきた。

　至近距離まで顔を近づけて、睨みを利かせてくる。

「……百もも瀬せ啓けい太た」

「あ？」

「俺の名前だ。どうやら、テメェはお嬢との付き合いが長いみたいだがな？　お嬢が《ワイズマン》にいて、俺が傍そばで目を光らせてる限り、テメェなんかに指一本触れさせねえ。それだけは覚えておけ、このイヌ」

　言うだけ言うと、啓太と名乗った青年刑事は、救急箱を片手にスタスタと去って行った。

　水最はポカンとして彼の後ろ姿を見送る。

「……なんか。メンドくさい奴」




　路地裏に入ると、焦げ臭いにおいが鼻についた。

　現場検証を行う男たちの合間をすり抜け、さらにその奥へ。

　すると、袋小路になっている路地の最奥に、こちらに背を向ける形で立つ制服姿の少女を見つけた。彼女の足元には、焦げた衣服の残ざん骸がいみたいなものが散らばっている。

「また派手にやられちまったな」

「───ひゃうぅっ!?」

　近づきながら声をかけると、瑠る衣いは全身の毛を逆立てて跳びあがった。

「せ、先せん輩ぱいっ。おどろかさないでください！」

「いや、おどろかすつもりはなかったけど。ビビりすぎじゃね？」

　悔しそうに「ぐぐっ」とうなる瑠衣は、普段通りのどこか間の抜けた彼女に戻っていた。それを見て、水みな最もは少し安心する。

「これ、被害者の焼け残った衣類か？　あいつらも災難だったよな。たまたま声をかけた相手が魔術師で、ナンパするつもりが返り討ちに遭っちまったんだから。まあ、怪け我がはしたけど命に別状はなかったみたいだし、逆に運がよかったと考えるべきか」

　地面に落ちていた燃えかすを眺めながら、水最は月並みな感想を漏らした。

　あの魔術師の少女───確か、エルと名乗っていたか？　彼女がそう図ったのかそうでないのかは定かでなかったが、今回の事じ件けんでの死人は奇跡的にゼロだった。

　事情を知らずに、彼女へちょっかいを出した若者数人が軽い火傷やけどですぐに病院へ搬送。あとは水みな最も自身が少し手痛いダメージを負った程度だ。













　本来なら、喜ぶとはいかないまでも、ホッと胸を撫なで下おろしていい場面のはずだ。

　それなのに、

「……よくありません。怪け我が人にんが出て、元凶の魔術師も逃がしてしまいました。これはわたしたち警察の失態です」

　不意に聞こえてきた暗い声音に、水最は視線をあげる。

　すると、隣にいた瑠る衣いが思いつめたような表情でうつむいていた。

「お前らの対応は迅じん速そくだった。確かに犯人は逃がしたかもしれないが、これだけに被害を抑えられたんだから、失態どころかむしろ大手柄じゃねえか」

「いいえ。やはり詰めが甘かったんです。今回は先日の失敗も踏まえて、万全の態勢で臨めたはずでした。でも……ダメだった」

「そんなことない。気負い過ぎだって───」

「そんなこと、ないわけがないんですッ」

　瑠衣の激げき昂こうが、水最の言葉を遮った。

「先せん輩ぱいだって傷つきましたッ。守れたはずなのに、わたしが守らなければいけなかったのに！　結局は何もできなくて……！」

　自分を責める瑠衣を、水最は複雑な心境で眺めた。

　……少し軽薄だったかもしれない。自分と瑠衣、もしこれが逆の立場だったら。相手に『気負いすぎるな』と言われて、素直に納得できただろうか？　いや、きっと無理だろう。

　なにか言わなければと思った。瑠衣の心を軽くしてやれる、なにか気の利いた一言。

　水最は必死に考えつつも、なんとか口を開いて、

「なあ。みさき───」

「ミィくんっ！」

　言いかけた次の瞬間。

　突如、後ろから何かがゴスッとぶつかってきた。

　怪我をした部分へモロにクリーンヒット。この世のものとは思えない痛みが走る。

「ぐふぅ……!?」

　短い悲鳴をあげて、水最は転倒した。

　暗い顔をしていた瑠衣も、ビックリして目を見開く。

「ようやく見つけたんだよっ、ミィくん！　ルイが手当の邪魔をしちゃいけないって言うから、離れ離れにされてソラは寂しかったんだよ～っ」

「…………」

「あれッ!?　ミィくんが真っ青な顔してる!?　もしかして傷が痛むの!?　どどどどどどどうしようっ!?　これは緊急事態なんだよっ！　たしか、こういう場合は……ミィくん、ちょっと待っててね！」

　一人で勝手に騒ぎ立てるソラは、なぜだか急に両りよう頬ほおをぽっと赤らめた。

　恥らうように髪を手で押さえつつ、こちらに身をグッと乗り出してきて───。

「……待てぃ」

　息が交わるくらいに接近してきた童顔を、水みな最もはすんでのところで両手に挟んで止とめた。

「ミ、ミィくんっ!?　もう治っちゃったの!?」

「治ったもなにも、全部お前のせいだボケ。……というか今、なにをしようとしてた？」

「ジンコーコキュー！　苦しそうな人にはこれをするといいって、テレビの『れすきゅう隊』がそう言ってたんだよっ」

　頭痛を覚えた。水最は嘆たん息そくすると、握り拳を作ってソラの頭をグリグリとやってやった。

「いたッ、いたたたたっ！　いたいよぉミィくん！　どうしてグリグリするの？」

「なんかいろいろと腹が立った」

「うええええっ!?　ひ、ひどいよぉ！」

　ギャーギャーと騒ぎ合っていると、それまで呆あつ気けに取られていた瑠る衣いがふっと口元を緩めた。声を立てて、おかしそうに笑う。

「まったく……。怪け我がをしてるんだからあんまり暴れまわっちゃダメですよ、先せん輩ぱい？　ソラちゃんも労いたわってあげて」

「うぅ……ソラはちゃんとミィくんを労わってあげたつもりだもん。それなのに……」

「あんなアホな労わり方があって堪たまるか。……とにかく、もう帰るぞ。ドッと疲れた」

　立ちあがった水最は、ソラのパーカーのフードを掴つかんで連行する。瑠衣も苦笑しながらその後をついてきた。

　……ふと。水最は足を止めて、事じ件けんの起こった現場を振り返る。

「先輩？」

「……ごだいの、むくろ……」

「えっ？」

「……いや、なんでもない。行こうぜ」

　表通りに出る道すがら。水最は黙って一人、思索に耽ふける。

　───ごだいのむくろ。魔術師エルが残した、不可解な言葉。もしも彼女がメイスの言っていた犯罪者だとしたのなら、その目的となにか関わりがあるのだろうか？

　あんな小さな子供。まだ年端もいかない女の子が、都市を脅おびやかすテロリストになってまで、果たそうとしている目的とは……。気にならないと言えば、嘘うそになる。

（それに……あいつ）

　去り際。自分の名を告げたときに、彼女が見せた表情。おそらくは水最だけが気づいたであろうその表情は───ひどく追い詰められたようで、苦しげにも見えた。

　水最は小さな舌打ちを漏らす。一度気になってしまうと、エルの表情がどうしても頭から離れなくなった。相手は魔術師、憎むべきテロリストのはずなのに。

　だけど。やっぱりどうしても。

　自分の『敵』として見るのには、言いようのない抵抗感を覚えた。

「……ハァ」

　思わず深いため息。探る必要のない敵の事情が気になってしまっている自分。そんな自分が企業のオペレーター失格だと自覚しつつも、この性分ばっかりはどうにもならない。

　だからこそ。水みな最もの中で自おのずと決意は固まった。

「───しゃあねえ。動くとしますか」






　　　　第二章　原初の骸









「───穏やかじゃないな」

　魔製都市、繁華街の片隅にあるファミリーレストラン。

　その一席で新聞を広げる青年は、片手で温かいコーヒーを啜すすりつつ、渋い声をだした。

　ファー付きのジャケットに、硬質なベルトの巻かれたスラックス、服のあちらこちらからは趣味の悪い鉄製のアクセサリーをぶら下げている。身丈は高く、攻撃的な出いで立たちと合わせて、非常に近づき難い印象を与えた。ファミレスの店員や、訪れた客たちも、どこかビクビクとして距離を置いている。

　しかし、肝心の彼の表情はどこか気だるげであった。むしろ人畜無害と言ってしまっていいほどに、覇気や威圧が感じられない。

「……これはよろしくない。非常にマズいと言える。手綱を握るのが難しいと覚悟はしていたが、まさかここまでのじゃじゃ馬だったとは……」

　ブツブツとこぼしながら憂ゆう鬱うつそうに眺めるのは、一面に取り上げられた新聞記事だった。

　───『都市内にて魔術師による暴行事じ件けん発生』

　───『連日発生している魔術テロとも関係あり？』

　……おおよそ、そのような内容である。

　マスコミに知れていることからもわかるように、これらの事じ件けんの概要はすでに都市中じゆうへ広まっていた。ここに来るまでの間に、彼も様々な噂うわさを耳にしている。

　ある者はこう言う。これは魔術師たちの企くわだてる大規模なテロリズムの予兆だと。

　所詮は噂だ。根も葉もない、ただの噂。

　だが、その噂もあながち間違いと言えないのが、彼としては頭の痛いところだった。

　嘆たん息そくして、紙面から視線をあげる。

　すると、ちょうど同じタイミングで、店に新たな来客があった。

　ここからでは客の姿は見えない。しかし、出迎えるために小走りで駆けて行った店員がギョッと目を剥むいたところを見ると、誰が訪れたのかは容易に知れる。

　青年は新聞を折り畳んで、ソファに座り直した。

　入り口のほうから真まっ直すぐにこちらへやってくる人物に、片手をあげて合図する。

「よぉー、お姫さまぁ。随分と遅いお着きだなあ、おい」

　気さくに呼びかけると、その人物───三角帽を目ま深ぶかにかぶった少女が、ものすごくイヤそうな顔をした。

「……っさいわね、幸こう次じ郎ろう。到着が遅れたのは、あんたがこんな人の多い場所を選ぶからでしょ？　こっちの立場、少しは考えてくれる？」













　少女の髪は目が痛くなるほどに真っ赤だった。

　頭には大きな三角帽、加えて仰々しいマントを羽織っている。

　幸こう次じ郎ろう。そう呼ばれた青年は苦笑いで肩をすくめてみせた。

「よく言うね。注目を浴びるのは、お前がそんな酔すい狂きような服装を好んでしているからだ。それ、お前のひぃバアさまの形見だったっけか？　思い入れがあるのはわかるが、ここは人間社会だぜ。コスプレーヤーと間違われたくなかったら、もちっと地味な服を選んでくれ」

「あたしは自分が魔術師であることを誇りに思ってる。あんたみたいに人間社会に迎合して、うまく溶け込もうと躍起になってる奴やつに、とやかく言われたくないわ」

「その『人間社会に迎合してる奴』が手引きしたから、お前はこうして無事、都市への潜入を果たせた。違うか？」

「…………」

　少女は何かを言い返したそうに口を開きかけたが、結局は小さな舌打ちを漏らすだけに留とどまった。こちらへチラチラと視線を投げかけてくる店員や他の客たちを鬱陶しそうに一いち瞥べつしつつ、幸次郎の向かい側にあるソファに腰かける。

「なんか頼むか？」

「いらない。それよりも用件をさっさと済ませて」

「忙せわしないな。そんなにビビらずとも、この場所はまだ安全さ。警察や企業の手は回っていない。昨日、騒ぎを起こしたばかりの大スターさんには、ちっと気になる人の目の多さだとは思うけどな」

　幸次郎は気の抜けた笑いを浮かべると、テーブルに置いてある新聞をポンポンと叩たたいた。

　一面に取り上げられた記事を見て、少女は心底うんざりしたように嘆たん息そくする。

「……ああ。やっぱそのこと」

「弁明があるなら聞こう」

「ないわよ。そちらへ許可も取らず、勝手に暴れたのは悪かったわ」

「素直なのはいいことだ。ただ、もう少し静かに動いてくれるとありがたい。そうでなくては、今日のためにしてきた準備がすべて台無しになる」

　じわじわと責めるような物言いに、少女は三角帽の下で歯は噛がみした。

　そんな彼女の様子を眺めながら、幸次郎はテーブルに頬ほお杖づえをつく。

「ここまでくるのに、相当の時間を費やした。活動のための資金集め、敵側の情報収集、そして───『鍵』となる重要人物の発見」

「…………」

「エル＝エルマ＝エルガル。お前に、その『鍵』であるという自覚はあるか？　お前はおれたちの希望なんだ。人間たちの手からアレを取り返すために必要不可欠な存在。頼むから、もっと慎重になって───」

「……ふんッ。そういうあんたは、ちょっと慎重すぎるんじゃないの？」

　ふてくされた少女の言葉が、幸次郎の説教を遮った。

「だいたい、アレの居場所は掴つかめたわけ？　情報収集はあんたの担当なはずよね？」

「……現在、調査を進めている最中だ」

「そうね。慎重なあんたは、ノロノロと調査を進めて、ここ数日間でロクな成果もあげられていない。……遅いのよ。ノロマなあんたの動きを、いちいち待っていられないわ」

　厳しい物言いに、幸こう次じ郎ろうは眉尻を下げて情けない顔をした。

「焦る気持ちはわかる。だが、お前は今回の作戦の要だ。不用意に動いて、企業側に捕まったりなんかしてみろ。それこそすべてが台無しじゃないか」

「あたしは人間相手に下手を打ったりなんかしないわッ」

　憤りに任せてテーブルを叩たたくと、店員や他の客たちがギクリと身震いした。

　二人のいるテーブルに注目が集まる。幸次郎が「勘弁してくれ」とでも言いたげな顔をしたが、少女は引き下がらなかった。

「文句があるなら、あたしをこの作戦から降ろせばいい。あたしはあたしで、自分のやるべきことをやるわ。それだけよ」

「やれやれ……。傍ぼう若じやく無ぶ人じんなお姫さまだぜ。団体行動って言葉を知らんのかね」

　浅い息を吐くと、幸次郎はテーブルのコーヒーカップに口をつけた。

「お前を作戦から降ろすつもりはないよ。こちらの力が足りなくて、焦らしてしまったのも申し訳なかった。ただ、行動するならせめて連絡は入れてくれ。───おれたちは『組織』だ。独断で動かれると全体へ被害がでる」

「だから。そこは悪かったって言ってるでしょ」

「ああ。お前が謝って、おれも謝った。つまり、この話題はここで打ち切りだ。おれとしても、仕事仲間と余計な波風なんか立てたくないしな。これからは慎重に行動してもらえると有難い。以上、おれが伝えたかったのはそれだけ」

　話はこれで終わりのようだった。

　少女は早々にソファから立ちあがる。すでに大勢からの注目を浴びた。幸次郎の言葉を信じるならここはまだ安全らしいが、どちらにせよ長居するのは得策じゃないだろう。

「……そうだ。最後に一つ、あたしからあんたに訊たずねたいことがあったの」

「なんだ。答えられる質問なら答えよう」

「この都市で、なんの助力もなしに、単独で魔術を使うことのできる人間っている？」

　とたん、コーヒーを啜すすっていた幸次郎が「ゲホッ」とむせた。

「魔術を使える人間……？　それは、なにを意図しての質問だ？」

「いいから。心当たりがあるなら教えて」

　カップのコーヒーを見つめて、幸次郎は数秒間だけ考えに耽ふけった。

　だが、すぐに観念したように肩をすくめて、

「おれたち以外に単独で魔術が使えるって言ったら、《人工魔女トライフルズ》。それしか考えられんな」

「とらいふるず……？　なにそれ」

「知らんのか？　三十年前、企業団体が開発に成功した対魔術殲せん滅めつ兵器……だとかなんとか。正確には人間じゃない。魔術を使えるよう改造の施された実験動物モルモツトだ。あれらが戦場に大量投入されたせいで、魔術師は人間との戦争に敗北した。もう古い話ではあるが、間接的にお前のひぃバァさまの仇かたきってことになるんじゃないか？」

　話を聞く少女は、特になんの感慨も示さずに「そう」とだけ相あい槌づちを打った。口調に乱れはなかったが、そこに極寒の響きを帯びたのを、幸こう次じ郎ろうは敏感に感じ取る。

「どうした。まさかそいつらとトラブった感じなのか？」

「べつに。あんたには関係ないわ」

「関係ないってお前……。もういいよ。いちいち事情を聞きだす労力も惜しい。大局に支障がでないならなんでもいいさ」

　再びだらしない雰囲気が戻った幸次郎に背を向け、少女は無言で歩きだす。

　その背中に、すかさず幸次郎が腑ふ抜ぬけた声をぶつけた。

「進展があれば随時連絡をする。そのときにはいい結果を伝えられるだろう。───三十年前の魔術師たちの無念。奪われた尊厳を取り返すのに、そう長くはかからない。そして、最終的にはお前の働きにかかっている。いつでも動けるよう、心の準備はしておけ」

　少女は振り返らなかった。

　恐れたように通路を空ける店員の横をすり抜け、出口を潜くぐって建物の外へ。

　視界に広がる都市の景色。科学と魔術の混在するコンクリートジャングル。その忌いま々いましい光景を睥へい睨げいしながら、彼女───エル＝エルマ＝エルガルはそっとつぶやく。

「……待っててね、『シエル』。あたしがすぐに自由にしてあげるから」





　　　　//






　窓から差し込む朝日に目を細めた。

　住宅街にあるアパート二階の一室。キッチンのコンロでヤカンを火にかけながら、水みな最もは眠たげな欠伸あくびを噛かみ殺ころす。

　今日は日曜、休日だった。もちろん学校は休みで、早起きしてまで強要されるようなイベントはない。それでもこんなに早い時間帯に目覚めたのには、ちゃんと理由がある。

　壁に掛けられた時計に目をやり、水最は首を捻ひねった。

「遅いな……。まだ寝てんのか？　今日は早いって言っておいたのに」

　そう言って、居間のほうへと首を向ける。

　現在の錺かざり矢や家はキッチンを除いて二間の間取りになっていた。キッチンと直接つながっている部屋は居間、兼、水最の寝床の役割を果たしている。今は布団も片付けられて、折り畳み式の小さな卓ちや袱ぶ台だいが広げられていた。

　そして、居間から襖ふすま一つを隔てて存在するもう一つの部屋。

　そこにもちゃんと住人がいるのだが……一向に出てくる気配がなかった。一応、襖の向こうで物音がするので、起きてはいるのだと思う。

　もう一度、時間を確認。

　水みな最もはコンロの火をいったん落とすと、襖ふすまのほうに大股で近づいていった。

「おい、ソラ？　いつまでそこに引きこもって───」

「───わわっ。ミィくん、いきなり開けちゃダメなんだよぉ！」

　視界へ飛び込んできたのは、布団の上で立ち往生している全裸の女の子だった。

　どういうわけか、下着の一切を身につけていない。脱いだ服一枚を自分の薄い胸に押しつけて、あわあわと顔を真っ赤にしている。着替えの最中と言うよりは、素っ裸になっていたところを慌てて隠そうとした……みたいな感じだった。

　妙な場面に出くわしてしまった水最は、襖を掴つかんだまま半眼になる。

「……さっさと準備して来い。朝飯食ったらすぐに出かけるぞ」

「あれッ!?　まさかのスルー!?」

　ソラがショックを受けたみたいに叫んだ。

「ちょ、ちょっとミィくん！　反応がおかしいんだよ、なにか間違ってるんだよっ！」

「間違ってるって。何がだ？」

「ミィくんは今、ソラの裸を見たんだよっ。もっときゃーとかわーっとか、嬉うれし恥ずかしの展開になってもいいのに！　どうしてそんなに平静なの!?」

「まな板を見て欲情する趣味はない」

「う、うぐぅ……」

　容赦ないつっこみに、ソラは胸元を押さえて苦しげにうめいた。

「こ、この間はルイのおっぱいを見てニヤニヤしてたくせにぃ……！　ミィくんのばかぁ！　どうしてソラのおっぱいじゃダメなんだよぉ～っ」

「ニヤニヤなんかしとらんわ。人をむっつりスケベみたいに言うな」

「ルイよりもソラのおっぱいのほうが少し大きいもんっ。柔らかさだってきっとソラのほうが上なんだよっ。ほらほらっ！」

「裸のままにじり寄ってくるなッ。痴ち女じよかお前は！」

　手元の服を投げ捨てて完全に素っ裸の状態になったソラは、両腕を広げて自分の胸を近づけてくる。……どう見てもただの変態、逆セクハラである。

　よほど殴ってやろうかと思った。が、そのとき。

「……？　おい。それ。ちょっと見せてみろ」

　水最は急に目を眇すがめて、ソラの肩をグッと掴んだ。

　引き寄せられるソラは頬ほおを染めながら「そんなっ、ミィくんいきなりだなんて……」とかもじもじしていたが、余計な雑音は完全に耳からシャットアウトしておく。

　晒さらされたソラのきめ細やかな柔肌。

　その表面には、タトゥーのような浅黒い紋もん様ようがびっしりと刻み込まれていた。

「配列に微妙な乱れがある……？　この間の定期検査で、企業の研究者たちから何か言われなかったか？」

　訊たずねると、ソラがギクリと身を固くした。どうやら図星であるらしい。

　……これはただのタトゥーなどではなかった。

　術式起動の際に展開する魔法陣の下書き、いわばマーキングのようなものだ。

《人工魔女トライフルズ》とは、魔力を肉体に定着させ、術式を内蔵させた『生きた兵器』。その造りは魔製都市に溢あふれる人工魔術ブラツクアート式製品と似通っているが、より複雑な構造を持つ肉体というものを介するため、組み込まれた術式を正確になぞることができない場合も考えられた。

　そこで、肉体の表面上に完成形である魔法陣の下書きマーキングを予あらかじめ刻んでおくことで、術式発動までの工程をより正確に辿たどれるようにしたのだ。

　つまり、この紋もん様ようはソラの術式そのもの。紋様に乱れが見られるということは、彼女の体内に内蔵された術式自体になにかしらの欠陥が生じている可能性が高かった。

　親に叱られる子供みたいな目をするソラは、ビクビクと水みな最もの顔をうかがってくる。

「ほ、本当に大したことはないんだよ？　少し調子が悪いっていうか……企業の人たちもうまく直せないみたいで……」

「どうして今まで黙っていた。企業からは、オレのほうになにも言ってこなかったぞ？」

「ソ、ソラが自分で言うって言ったの！　で、でも、ミィくんが魔術師に襲われたりとか色々あって……うっかり教えるのを忘れちゃったというか……」

　そわそわと視線を泳がせるソラ。

　その嘘うそを見抜けないほど、水最は鈍にぶい人間ではなかった。

「朝っぱらから唐突に裸になっていたのもそれが理由か……。体のどこかが痛んだりとか、体調にもなにか異変があったりするのか？」

「み、右肩辺りがちょっと動かしにくい……かも。ほ、ほんとにちょっとだからっ！　ミィくんのお仕事の手伝いをするのにまったく問題ないもんっ！」

　元気を示すように両肩をグルグルと回してみせるソラ。しかし、その途中で「いつッ!?」と表情を歪ゆがめた。慌てて取り繕おうとするが、無理をしているのは明らかだ。

　水最は額に手を当ててため息を吐つく。

　検査を行った企業───アレクトリア社のほうから何も報告がなかったということは、ソラの言う通り現状では「大したことない」のだろう。

　だが、異変は確実に起きている。

　元々、《人工魔女》とは、魔術師との戦争に勝つためだけに作られた対魔術殲せん滅めつ用の兵器だ。現在でも完璧とは言えない人工生命の技術を用い、確実に肉体へ負荷を与えるであろう強大な術式を無理やり内蔵させた、使い捨て前提の生命いのち。戦うためだけに生みだされた彼女たちが、健康的に生きられる道理など何一つない。

　事実、この三十年間で、多くの《人工魔女》が限界を迎えて廃棄の運命を辿ったと聞く。

　ソラがこうして元気に動いていられるのも、実は奇跡的なことなのかもしれなかった。

「……だからって。黙っておくバカがいるか、このアホ兵器」

「むぎゃ!?」

　小さなおでこをデコピンで弾はじいてやる。

「ミ、ミィくん……？」

「オレはお前のオペレーターだ。魔導組合ＡＳＡからその管理を任され、全責任を持つ契約を結んでいる。余計な隠し事されると困るんだよ」

　言いながら、水みな最もはソラの背中側へ回った。

　背肉に走る浅黒い紋もん様ように目を凝らす。

「術式の再演算開始───。第一層、展開。第二層、続けて展開……」

　つぶやくと、ソラの剥むき出だしになった背中から二重に重なる光こう芒ぼうが浮かび上がった。

　ソラがくすぐったそうに喘あえぐが、すでに水最の耳には届かない。さらに集中。複雑に描かれた光芒───魔法陣の回路を正確に辿たどり、しらみつぶしに異常を探していく。

　それはさながら出口のない迷宮から砂粒を探し当てるような、気の遠くなる作業だった。

　しかし水最は、冷静に、かつ驚異的な速さで、無心に作業工程を進めていく。

　そしてついに、

「……見つけた」

　告げた瞬間、水最の手の平で回転する魔法陣が、パッと光を放った。

　再び沈むようにしてソラの背中に収まり、定着する。

　直後、ソラが驚きよう愕がくしたように目をまん丸にした。

「どうだ？　少しはマシになったか？」













「う、うん。すごい楽になったんだよっ。ミィくん、なにをしたの？」

「べつに。ただ内部の術式を辿たどって、おかしいと思った部分を調整しただけだ。それくらいなら魔力を持たない人間にだってできるし、難しいことは何一つしてない」

　簡単に言うが、むろん簡単なことでは決してなかった。

　物質に魔力を定着させ、術式を組み込んだ人工魔術ブラツクアート式の製品。およびその完全上位互換製品である《人工魔女トライフルズ》。それらは本来、莫ばく大だいな術式演算を必要とするものを、触媒を挟むことで簡易化させたものだ。

　だからこそ、魔力を持たず、術式の仕組みを理解できない人間にも、簡単に扱うことができる。しかし、組み込まれている術式自体は、魔導組合ＡＳＡの研究員たちが何十年とかけて積み上げてきた魔術の知識を使い、未いまだにその全容を掴つかめないながらに見よう見まねで作り上げたものだ。当たり前だが、素人がおいそれと弄いじれる代物ではない。

　魔術の研究は日々進んでいる。が、一度綻ほころびが生じた術式を修復する作業は、一流の技師にも難しいとされる。

　それをたった数秒でこなした水みな最もは、確実に『異常』の部類であると言えた。

「応急処置程度だからな。あまり無む茶ちやはするなよ。また調子が悪いようだったら、すぐに言え。いざってときにお前の調子が悪いと、オレの命にもかかわる」

　自分が扱う兵器への忠告。できるだけドライに、かつ事務的に言い放ったつもりだった。

　しかし、肝心のその兵器はというと……熱に浮かされたような顔でぽーっと水最のことを見上げていた。

「ミィくん……ソラのことをそんなに想おもっていてくれてただなんて……」

「……おい。なんだその目は？　ちょっと待て、こっちににじり寄ってくるな」

「ミィくんっ」

「───ぐほぁ!?」

　勢いよく跳びかかってきたソラが、水最の腹にタックルを仕掛けて畳に押し倒す。

　昨日負ったばかりの怪け我がが完治しておらず、まだ本調子でない水最に、抗あらがう術すべはなかった。それでなくとも、人間の何十倍ものスペックを誇るソラが本気になれば、水最の力などでは到底太刀打ちできない。なにせ、彼女は対魔術の兵器なのだ。

「ぐええっ。ま、待て！　なにする気だお前!?」

「ミィくんっ、もうソラは我慢の限界なのっ。一つ屋根の下、裸の女と若い男！　キセージジツを作るのに、これ以上のしちゅえーしょんはないんだよっ！」

「そんな言葉、どこで覚えた!?　またテレビかッ？　昼ドラかなんかの影響だな!?」

「ドラマの主役が言ってたんだよっ。『脈がなければ押し倒せばいいじゃない』って！」

「それは確実に見習っちゃいけないタイプの主役だッ。とにかくオレの上からどけ！　これはオペレーター命令だ！」

「いくらミィくんでもその命令は聞けないもーん！　恋する乙女はのんすとっぷ！」

「このポンコツ兵器ぃッ!!」

　叫びながら水みな最もは天井を仰いだ。……嗚あ呼あ、オレは自分の家に置いていた商売道具に貞操を奪われるのだろうか？　間抜けな話もあったものだ。

　もはやこれまでか。

　半ば諦めかけた、そのとき。




「先せん輩ぱい？　なにか叫び声みたいなものが聞こえたんですけど、大丈夫ですか……？」




　ガチャリと。キッチンに隣接する玄関の扉が、不意に開いた。

　玄関の向こうから現れたのは───巨大なボストンバッグを肩から下げた瑠る衣い。

　今日の装いは私服であり、ひらひらとしたマキシワンピにつば広の帽子を被かぶっていた。

　……フリーズ。時が止とまる。

　玄関から見通せる居間には、裸のソラに押し倒された水最。

　瑠衣の肩からドサリと音を立てて、ボストンバッグが落ちる。

「せ、せ、せ……せんぱ……ッ」

「み、三み崎さき!?　なんでお前がここに───!?」

「大変だよ、ミィくん！　おじゃま女が、ソラとミィくんの深い仲を裂きにきたんだよっ」

「お前は黙ってろ、アホ兵器！」

　二人で騒いでいる間にも、瑠衣はよろよろとして玄関の縁に寄り掛かっていた。

　錺かざり矢や家では基本、就寝や外出の時以外は、玄関の鍵を閉めない。いちいち鍵をかけることを家主の水最が面倒くさがった結果だが、このときばかりは己の物臭さを呪った。

　そして───

「…………ねえ、せんぱい？」

「ひぃ!?」

　冷たい水底から這はって出てくるような瑠衣の声に、水最はおよそ自分らしくないか細い悲鳴をあげてしまった。

　帽子の下から、瑠衣の凍いてつく瞳が睥へい睨げいしてくる。

「ついに……ついにやってしまったんですね。前々から漠然と危ないなぁ……とは感じていたんです。魔導組合ＡＳＡとの契約とはいえ、年頃の男子が、女の子を自分のモノとして自宅に置いておくだなんて。ハレンチです……すごくハレンチな響きです……」

「み、三崎さん？　なんだかすっごく不名誉な勘違いをされているみたいだから言うけど、オレはやましいことなんてべつになにも───」

「…………ねえ、せんぱい？」

「───はひっ？」

「わたし、こうみえても、ケイサツ、なんですヨ？」

　静かに告げた瑠衣の右手がすぅっと動いた。マキシワンピの裾すそをたくしあげると、真っ白な太ふと腿ももに巻きつけられた革製のベルトが目につく。

　そのベルトに付属するように───ホルスターに納められた拳銃が一丁。

　水みな最もの顔面から一瞬で血の気が引いた。

「待て待て待て！　それはさすがにマズ───！」

「ワイセツ罪デ、タイホ、シマス」

「だあああああああああああッ!?」

　───バンッ。





　　　　//






「……すみませんでした」

　落ち着きを取り戻した錺かざり矢や家。

　畳にぴったりとおでこをつけて頭を下げる瑠る衣いは、お手本とも言えるような綺き麗れいな土下座を披露していた。

　卓ちや袱ぶ台だいの前に座る水最は、ヒクヒクと頬ほお肉を痙けい攣れんさせて苦笑する。

「まったくだ。日本の警察というものを疑いたくなる瞬間だったよ」

「うッ……。で、でも、先せん輩ぱいだって悪いんですよ？　最初から事情をきちんと説明してくれれば、わたしだってあんなこと───」

「説明はしようとした。その前にお前が発砲した。本当に死ぬかと思った。以上」

「ううッ……」

　瑠衣は持病の発作を起こしたみたいに苦しげにうめいた。

　居間にある柱の一本を見上げると、ちょうど水最の頭くらいの高さに小さな穴が穿うがたれていた。……勘違いをした後輩女子が我を忘れて発砲した被害跡である。あのあと、銃声に驚いたアパートの大家や近隣住民へ事情を説明して回るのに、大変苦労した。

　ちなみに、事の元凶であるソラはというと、部屋の隅に正座させられて、しくしくと涙を流していた。今はちゃんと服を着ており、頭にはぽっこりと大きなタンコブ。あちらは水最のお仕置きあとである。

「ひどいよぉ、ミィくん……。か弱いソラにＤＶＤなんてあんまりだよぉ……」

「やかましい。人を押し倒しておいて、か弱いが聞いて呆あきれるわ。あと、ＤＶＤじゃなくてＤＶな。いや、お前の自業自得であってＤＶでもないけど」

　今日は朝から出かけるつもりだったのだが、なんやかんやあって、すっかり時間が経過してしまっていた。

　壁掛け時計の指す時刻は十一時半。ちょうどお昼前。

　朝飯も食い損ねていたため、ついでに腹の虫も空腹を訴えまくっている。

　そんな水最の腹をさらに刺激するように……どこからかいい香りが漂ってくる。

　不思議に思って目を向けてみると、畳の上に、瑠衣が肩から下げていたボストンバッグがどっしりと腰を据えていた。

「……んで。その大荷物はなんなんだよ？」

　出し抜けに訊たずねると、すっかりしょげ返っていた瑠る衣いがぴょこんと身を起こした。

　思い出したように「そ、そうでした」と手を打って、隣に置いてあったボストンバッグのファスナーを開け放つ。

「これ、よかったらどうぞ。二人とも、最近はロクなものを食べていないみたいですし。べ、べつに、先せん輩ぱいの怪け我がが心配で、様子を見に行く口実づくりのため持ってきたわけじゃないですからねっ」

　少し頬ほおを染めて言い訳をする瑠衣は、ボストンバッグの中から次々と物を取りだした。

　味み噌そ汁しるの入った大なべ、皿にラップのかけられたサラダ、プラスチック容器に並べられた漬物等など々など。おそらくは手作りかと思われる料理の品々を卓ちや袱ぶ台だいに並べていく。

　その光景を眺めながら水みな最もはただただ唖あ然ぜんとしていた。

　確か、瑠衣の自宅はここから二キロ以上も離れた場所にあったはずだ。それをわざわざ、あの大荷物を片手に訪ねてきたというのだろうか？

「……なんですか、その微妙そうな表情は。やっぱり先輩は手料理よりも、出来合いの物のほうがお好みでしょうか？」

「い、いや。ちょっとびっくりしたっていうか、お前の異常なお節介ぶりに驚きを通り越して若干の恐怖を覚えたというか…………いやいや、なんでもない。ありがたいよ、うん」

　ジト目で睨にらまれて、慌ててフォローを入れる。

　正座で反省していたソラも、いじきたなくヨダレを垂らして卓袱台の手料理に魅入っていた。自分の欲求に忠実なこのアホ兵器は、食欲に対しても呆あきれるくらい素直なのである。

「うー……く、くやしいけどおいしそうなんだよ……。ルイに料理のスキルがあったなんて初耳なんだよぉ……」

「ソラちゃんもそんなところにいないで、こっちにおいでよ。みんなで食べよ？」

「こ、恋こい敵がたきのほどこしなんて受けないんだよっ。ソラはルイの料理なんかに絶対に口をつけたりしないもんっ」

「そうなの？　いらないって言うならべつにいいんだけど」

「えうっ……あうううぅぅぅぅぅ……」

　強がってみたものの、ソラは未練がましい目で卓袱台の料理を物欲しそうに凝視していた。瑠衣はおかしそうにクスクスと笑う。

「本当にいらない？」

「……きょ、今日のところは甘んじて情けを受けてやるんだよ。でも、勘違いしちゃいけないんだよっ。普段のソラは食べ物の誘惑なんかに屈しない強い女で───」

「はいはい。じゃあよそるけど、量はどのくらいがいい？」

「大盛りっ！」

　ぴょんと跳ねたソラは、満面の笑みを浮かべて瑠衣の隣に腰かけた。どこからどう見ても餌付けされた子犬だ。水最は卓袱台に頬ほお杖づえをついて苦笑する。

　飛び交う会話、楽しげな笑い、ときどき説教。

　そんな賑にぎやかな空気を楽しんでいると、あっという間に時間が過ぎていく。

　お椀わんに入れられた味み噌そ汁しるを飲み干すと、水みな最もは卓ちや袱ぶ台だいの上に箸を置いた。改めて時間を確認。頃合いだと判断する。

「ごっそさん。……っと。食べ終わったところ、急にで悪いんだが。実はオレたち、これから出かけなきゃいけない用事があるんだ」

「へっ？　そ、そうだったんですか？」

　瑠る衣いは素すっ頓とん狂きような声をあげて、申し訳なさそうに目を伏せた。

「すみません。それなのに急に押しかけてしまって……」

「気にするなよ。こっちこそロクなもてなしもできないで悪い。メシ、うまかった。容器はあとでまとめて洗って返すから、そのままにしておいてくれ」

　水最は肩をすくめながら立ちあがった。

　大なべの底に残った味噌汁をお玉で直接食べようとしているソラを軽く叩たたいて、ハンガーにかけてあった上着をおもむろに羽織る。

　瑠衣もそそくさと手元の食器を簡単にまとめて、帰り支度を始めた。

「駅前までは一緒だろ？　送ってくよ」

「いえ。気持ちは嬉うれしいんですけど、わたしも本庁のほうで用事がありますから」

「そうか。お前もお前で忙しそうだな。最近は物騒だし気をつけろよ」

「昨日、事じ件けんに巻き込まれたばかりの先せん輩ぱいにだけは言われたくありませんよ」

　瑠衣はからかうように小さく笑った。

「まだお味噌汁が残ってるよ～っ」とか未練タラタラに叫ぶソラを引きずって、玄関の外へ。扉の鍵をかけて、アパートの錆さびついた外階段を下りる。

　最後の一段を下りたところで、水最はピタリと足を止とめた。

　背後から妙な視線を感じる。振り返ると、階段の五段目くらいのところに、瑠衣がこちらを見下ろす感じでたたずんでいた。

「三み崎さき？」

「……先輩。なにかわたしに隠し事をしてないですか？」

　不意の質問に、心臓がドクンッと脈打った。

　動揺が表に出ないように注意しつつ、水最は手の汗を握り込む。

「なんだよ、また唐突に。隠し事？　オレがお前にか？」

「はい。昨日の事件……それと、先日起こったエーテルギア暴走の事件に関しても」

　早口に告げる瑠衣は、不安そうな目で水最を見た。

「最近、警察上層部の動きがおかしいんです。妙な捜査規制をかけたり、それらの事件に現場の捜査員が首を突っ込むことを嫌ったり。同僚の間でも、魔導組合ＡＳＡのほうからなにか圧力がかかったらしい……みたいな噂うわさも流れ始めています」

　水最は思わず口をへの字に曲げた。

　魔導組合ＡＳＡが警察側にかけている圧力。その意味を、水みな最もはよく理解していた。

　しかし───話せない。

　自分の雇い主である魔導組合やメイスへの義理立ても、あるにはある。

　だがそれ以上に、瑠る衣いを危険なことに巻き込みたくないという思いが強かった。昨日の切羽詰った様子の彼女を見たあとでは、余計にそう感じる。

「……わからんね。オレはただのアルバイト。上の連中の事情なんざ興味もない」

「先せん輩ぱい……」

「オレからお前に話せる有益な情報は何一つないよ。悪いけど、もう行くぜ？」

　あえて冷たく告げた水最は、前に向き直って繁華街のほうへと足を向ける。

　瑠衣はまだ何か言いたそうだったが、水最の素っ気ない態度を見て諦めたようだった。彼女も背を向け、水最たちとは反対方向、警視庁の置かれた商業区へと歩きだした。

「……なにかあったら、ちゃんと話してくださいね？　わたし、力になりますから」

　最後にボソリとつぶやかれた小さな声。

　水最の胸が僅わずかに痛んだ。





　　　　//






　気が滅め入いるほどの量の人をかき分けて進む。

　休日の繁華街は大変混みあっていた。どこを見ても人、人、人……。それに加えて、街中で展開される魔法陣のチカチカとした光が、水最の心をさらに萎なえさせる。

「ねぇー、ミィくん。これからどこに行くのー？　ソラ、行先とか聞いてないんだよー」

　はぐれないよう水最のジャンパーの肘部分をつまんでいるソラが、ぶすったれた顔で訊たずねてきた。思考回路がまんま子供のこの兵器は、せっかくの休日なのにどこも楽しい場所へ立ち寄らせてもらえないのが不服らしい。

「今日は遊びにきてるわけじゃないんだよ。余計な寄り道してる時間なんてないからな？」

「ぶぅ……。ミィくんのケチんぼ」

「働かなきゃ遊ぶどころかメシも食えない。わかったら大人しくついて来い」

「用事ってお仕事関連のことなのー？」

「そうだ。今日は簡単な情報収集ってとこだな」

　水最はバツが悪そうな顔で頭をボリボリと掻かく。

　賑にぎやかな繁華街の表通りを進み、角を三度ほど折れると、周囲が急に暗い雰囲気を帯びた。

　イヤな空気を肌で感じ取ったのか、ソラがギュッと身を寄せてくる。

　どこからか漂ってくる腐敗臭、ゴミなどが散らばって荒れ果てた路面、道端には薄汚い毛布をかぶって蹲うずくまっているホームレスのような人間も多々見受けられた。

「ミィくん……ここって……」

「ああ。『闇市』だよ」

　饐すえた臭いに眉をひそめて、水みな最もは苦々しい口ぶりで答えた。

　───闇市。読んで字のごとく、都市の裏側に存在する闇の市場マーケツトである。

　都市に流通する人工魔術ブラツクアート式の製品。それらを悪用し、犯罪行為に転用しようとする輩やからは、べつに魔術師テロリストだけとは限らない。

　むしろ、日常的に繰り返される細かい犯罪の諸もろ々もろを引き起こすのは、暴力団体に所属する人間や、魔の差した一般人などが圧倒的多数であった。

　そんな人間が頼りにするのが、この場所なのだ。

「通常では入手困難な物が出回る裏市場。安全面での不備が見つかって廃棄されたはずのパッケージ商品、企業から不正に横流しされた魔術由来の武装、果ては正真正銘の魔術兵器まで……なんでもござれ。まあパチモンも多いらしいけどな。それでも、表の世界では絶対に手に入れられない物が、手に入る」

　奥に進むにつれて、狭い路地の片隅に広げられる露店のようなものがちらほらと見られるようになった。ブルーシートなどの上に並べられているのは、どれも胡う散さん臭くさい品物ばかり。この中に使用価値のある本物がどのくらいの割合で存在するのだろうか。

　通りすがる売人や通行人にジロジロと陰気な目を向けられるたび、水最にピッタリと張りつくソラはビクビクとすくみあがった。

「しっかりしてくれ。今日、お前をここへ連れてきたのは護身の意味もあるんだぞ？　オレ以上にビビッてどうする」

「こ、恐こわいものは恐いんだもんっ。警察とか魔導組合ＡＳＡはどうしてこんな場所を放置してるの？　悪そうな人、いっぱいなのに」

「闇市に決まった拠点や母体みたいなものはない。人目につかない路地に堅かた気ぎじゃない人間が集まれば、すぐに完成って寸法だ。大本がないぶん叩たたこうにも叩けない」

　こともなげに答える水最に、ソラは表情を曇くもらせる。

「じゃあ。ミィくんはこんなところに何しに来たの？」

「言ったろ。情報収集をするために来た。魔導組合から受けた任務に関することで、いくつか調べておきたいことがある」

「調べるって。あの魔術師の女の子のこと？」

「……それもあるけど、他にもいくつか気になる点がな。この場所に、そこらへんの事情に詳しい知り合いが───っと。噂うわさをすればさっそく見えてきたな」

　言って水最が示したのは、数十メートルほど先にたたずむ一棟のビルディングだった。

　三階建て構造の殺伐とした建造物。壁の塗装は剥はがれて、全体がカビで黒ずんでおり、はめられた窓ガラスもほとんど罅ひび割われている。正面口は倒壊の危険性を訴える看板やテープによって封鎖され、どう考えてもただの廃はい墟きよにしか見えなかった。

　ソラの物言いたげな視線をひしひしと感じながら、水最は黙ってビルの裏手に回った。

　殊こと更さらに光の当たらない、息苦しくなるほどの狭い通り。

　ほどなくして、ビルの背面に裏口らしき小さな扉を発見する。

　表札や看板等は一切なし。最初からこの場所を目的としている者でなければ、誰も目にとめることはないだろう。

「こ、ここにミィくんの捜している人がいるの？」

「寝床を移動してなきゃ多分な。微妙な確率ではあるが」

　勇んでやってきたまではいいが、水みな最も自身も若干不安を抱きつつあった。

　目的の人物と最後に顔を合わせたのは半年ほど前。今でも同じ人間が、同じ場所に住み続けているとは限らない。そもそも、健在であるのかどうかさえ怪しいところだった。

「もし住人がべつの奴やつに替わっていて、トラブルに発展しそうになったら。そのときは全力で逃げるからな？　走る準備しとけ」

「ふええっ。ミィくん無責任だよぉ！」

　ソラは青ざめつつも必死に屈伸運動を始めた。やっぱり情けなくはあったが、それでいいと思う。護身目的で連れてきたとはいえ、ただの人間とのいざこざにソラを使うのは気が引けた。逃げることで危険を回避できるなら、それに越したことはない。

「それじゃあ。行くぞ」

　俄にわかに緊張を高めて、ビルの裏口のほうへと歩きだす。

　だが、その瞬間に。

「───ッざけんなよッ！　この詐欺師がァ!!」

　刹せつ那な、けたたましい音を立てて裏口が内側から開かれた。

　扉をブチ破るようにして、一人の人間が勢いよく吹き飛んでくる。

　ソラが瞬間的に全身を硬直させた。水最も唖あ然ぜんとして立ちすくむ。

　やがてキィキィと軋きしみをあげる扉の向こうから、三人組の男たちが姿を現した。三人とも見事に悪人面づら。サングラスに顔の傷など、ヤクザ者を絵に描いたような風ふう貌ぼうをしている。

「おら、立てや。この落とし前はつけてもらうぜ、『カナル』さんよ？」

　中心のサングラスをかけた男が、靴のつま先で最初に吹っ飛んできた人物の腹を小突く。

　……少女だった。しばらく洗濯がされていなさそうなすすだらけの衣服を着て、ネジが外れかかっているボロ眼鏡をかけた、亜あ麻ま色いろの髪の女の子。

　見た目の年齢はせいぜい水最と同じか少し上くらい。ひょうきんそうな顔つきには、いかにも苦しまぎれといった感じの笑みが弱々しく張りついていた。

「あたた……。ちょっと勘弁してよ、おにいさん。当てつけも甚はなはだしいって」

　薄い唇から洩もれたのは、やけに馴なれ馴なれしい言葉遣い。

　三人組の男たちはピクピクと青筋を立てて少女を睥へい睨げいする。

「けッ。なにが当てつけだ。テメェに握らされた不良品のせいで、うちの組はほぼ壊滅状態だよ、嬢ちゃん」

「だーかーらー。再三にわたって忠告してやったっしょ？　支払額をケチるなら、必然的に引き渡すブツのランクも落ちる。そんなのガキでも理解できる当たり前の理屈だよ。アンタらの組が失敗したのは、アンタらのボスがケツの穴の小さいドケチオヤジだったから。どう考えても身から出た錆さび、アタシに非はないし」

「ンだとコラァ！　口を慎めや小娘ぇ！」

　右側にいた傷ありの男が激げき昂こうして、少女の腹を靴裏で叩たたく。薄汚い衣服に包まれる痩せ細った体が鈍にぶい音を立てて縮こまり、小さな悲鳴と喘あえぎがあがった。

　ついに見かねたらしく、隣のソラが訴えかけるように腕を引っ張ってくる。

　ようやくショックから立ち直った水みな最もも、陰いん鬱うつそうに舌打ちした。

　……見たところ、三人組はただのチンピラではない。どこかの暴力団の下っ端といった感じだろうか。また面倒な場面に立ち会ってしまったものだ。

　水最は深呼吸をすると、仕方なく覚悟を決める。少女を囲んでいる男たちへと歩み寄っていき、なるべく差し障りのない感じで、スッと間に割り込んだ。

「……あー、ちょい失礼？　お取込み中のところ悪いね」

　いきなり横から現れた水最に、怒りで顔を真っ赤にしていた三人組が大きく目を見開いた。どうやら少女を責め立てるのに夢中で、こちらの存在には気づいていなかったようだ。

「ああッ？　ンだよテメェは？」

「いやいや申し訳ない。実は、オレもこの女に用事があってさ。まあ、あんたらの事情と似通ったもんかな」

　できるだけ平静を装いながら告げて、地面にへたり込んでいる少女を見下ろした。

　こちらを見つめ返す少女は愕がく然ぜんとしていた。三人組とはまた別種の驚きが表情から見て取れる。まるで、絶対に会いたくなかった相手と鉢合わせしてしまったかのような……。

「かッ、かざッ、錺かざり矢やみな───ッ!?」

「よお、『カナル』。会いたかったぜッ」

　流れるような動きで、水最は自分の腰元へと手を回した。

　ジャンパーの裾すそに隠れるようにして取り付けられていたヒップホルスター。そこから一丁の半自動式拳銃を抜く。

　その銃身を───開け放たれた少女の口の中へと突っ込んだ。

「もがァ……ッ!?」

「ミ、ミィくんっ!?」

　水最の唐突な行動に、少女のみならず傍そばで見ていたソラまでが目を白黒させた。

　三人組も驚きに身をすくませて、それぞれ自分の懐に手を入れる。水最はあえて構わない。ギラついた瞳で少女を睥へい睨げいし、口元に残酷な笑みを浮かべる。

「……本当に。会いたかったよ、カナル？　お前のせいでオレの家族は滅め茶ちや苦く茶ちやだ。両親はお前に紹介された危険な商売に手をだして、挙あげ句くに多額の借金だけを残して蒸発。そこにいるまだ年端もいかない妹とオレは、頼れる親戚もいなくて、ただ借金取りに追われる毎日。そんな中で、オレは唯一、お前を殺すことだけを考えてきた」

　背後で呆ぼう然ぜんとしているソラに横目を送りつつ、鬼気迫る口調で語る。

　少女を眺める水みな最もの目は明らかに正気でなかった。それこそ、裏の世界で生きているはずの三人組が、思わず気け圧おされるほどに。

「なあ？　あんたたちもこの女に怨うらみがあるみたいだが、ここはオレに譲ってくれないか？　本当に、今のオレに残されたのはこれだけしかないんだ。こいつを殺して、復ふく讐しゆうを遂げることしか。いいだろ、なあ？」

　ヘラヘラと笑い、三人組のほうを見やった。

　彼らは恐怖と憐あわれみが半々に混ざったような目をする。……目の前にいる少年の気が触れていることを悟ったのだ。この場所、この裏社会に生きる者にとって、そういう人間と出くわす確率は決して低いものとは言えない。

　少し悩む素振りを見せたすえ、やがて中心にいるサングラスの男が渋々といった感じに背を向けた。他の二人を引き連れて、狭い路地から立ち去って行く。

　水最はこっそりと安あん堵どの息を吐きつつ、少女の口から拳銃を抜いた。

「げほッ、ハァハァ……。ちょ、アンタねぇ……！」

「黙っとけ。仕上げがまだだ」

　文句を言おうとした少女を手で制して、手ごろな場所にあったゴミ袋に拳銃の銃口を突きつけた。間髪を入れずに発砲。

　少しくぐもった銃声が、あたりに長々と尾を引いて反響した。

　残響を耳にしながら、未いまだに訳が分からず途方に暮れているソラと少女。

　水最は聞き耳を立てて近くから足音が聞こえなくなったのを確認すると、拳銃を素早く自前のホルスターへと収めた。

「……こうして。外道畜生なアバズレ女は、復讐に狂った少年に殺されてしまったのでした。めでたしめでたし、ってな」

「なんもめでたくないわ、この阿あ呆ほうっ！」

　すかさず、亜あ麻ま色いろ髪の少女から激しいつっこみが入った。

「なんなのさ、今のッ？　アタシのせいで家族が滅め茶ちや苦く茶ちや？　借金取りに追われる毎日ですって？　えらくデタラメな設定もあったもんね、企業に雇われたオペレーターさんッ？」

「文句を言うな。お前があの連中にミンチにされないよう、一芝居うってやったんだろが。むしろ感謝しろ、感謝を」

「するかっつーのっ。なんの合図もなしに鉄の塊を人の口内へ突っ込んでからに……。相変わらず滅茶苦茶やるわよね、アンタ」

「その滅茶苦茶なやり方でお前は救われた。こんなアブナイ橋を渡るのはもう勘弁だぜ？」

「それはお互い様よっ！　アンタに関わると酷ひどい目にしか遭わないんだから」

　ネジの外れかけたボロ眼鏡をしきりにカチャカチャと人差し指で動かして、少女は苛いら々いらと歯は噛がみした。水最も水最で、それを慣れたように受け流す。

　一人だけ状況を呑のみ込こめていないソラが、パチクリと目をしばたかせた。

「ど、どういうことなの……？　ミィくん、その人はだれ？」

　そこで水みな最ももソラの存在を思い出して、振り返った。

「ああ。お前とは初対面だったな。こいつは───」

「うきゃああああああああっ。なにこの子、カワイー！」

　突如としてあがった耳に痛い歓声。

　水最の隣にいたはずの少女が、まるでロケットのようなスピードでソラに駆け寄って行った。小さな体をがっちりとホールドすると、興味津々に観察を始める。

「もしかして、もしかしてッ。この子がアンタの《人工魔女トライフルズ》なのっ？　企業が開発した対魔術殲せん滅めつ用の最終兵器……すっげえわぁ、本物の人間みたいじゃないっ！」

「ふわああっ!?」

　ソラのほっぺたをツンツンしながら恍こう惚こつとした表情を浮かべる少女。傍はたから見れば小さい子に悪戯いたずらをしている変態にしか見えなかった。

「ミ、ミィく～んっ！　助けてぇ～！」

「……おい、テメェ。そいつはオレが魔導組合ＡＳＡから借り受けてるモノだ。勝手にベタベタと触んな、この魔導具オタク」

「だーれがオタクか。アタシは魔術由来の商品を専門に取り扱うバイヤーとして、ちょこっとこの子に興味があっただけだっつの。触るくらいいいでしょ？」

「触るくらいならまだいいけどな。どさくさに紛れて盗まれたら堪たまったもんじゃない」

　半眼になって皮肉っぽく少女をなじる。

　ソラは、少女が水最との会話に集中している隙を見計らい、巻きついた腕を一気に振りほどいた。「あっ」と呆ほうけた声をあげる少女を置き去りにし、すばやく水最の背中に隠れる。

「あ～ん……。もっと調べてみたかったのに」

「じょ、冗談じゃないんだよっ。ソラはミィくんだけのものだもんっ！」

「うへ？　……なに錺かざり矢や水最。アンタ、企業の兵器相手にそんな感じ？　マジひくわー」

「そんな感じってどんな感じだ。お前と一緒にするな」

　水最は憎まれ口を叩たたきつつ、背中に隠れたソラを振り返った。

「大丈夫だ。敵じゃない」

「ミ、ミィくんが探してたのって、もしかしてあの人なの……？」

「ん。そういうことになるな」

　ソラに逃げられて不機嫌そうな少女を顎でしゃくって、

「───『カナル』。この裏社会で、こいつはそう呼ばれてる。企業や卸業者に交渉を持ちかけて、こっち側の世界に魔術由来の製品を横流ししている筋金入りの違法バイヤーだ。もちろん、こいつが扱うのはロクでもないモノばっかだけどな」

　カナルと紹介された少女は、腕を組んで「ふん」と鼻を鳴らしてみせた。

「失礼ね。アタシが扱う商品の効力は確かよ？　あとは使う奴やつらがどう捌さばくのかだけ。爆弾を売りつけて回ってるみたいな言い方しないでちょーだい」

　カナルは心外だとでも言いたげに頬ほおを膨らませた。

　……効力の高い魔導具と、爆弾の間に、果たしてどのくらいの違いがあるのか？　たぶん、こいつにそんな理屈を説いても無駄だろう。水みな最もはバツが悪い思いで頭を掻かく。

「細かいお前の素性なんかどうでもいいよ。それより、今日は訊ききたいことがあってきた。───時間はあるよな？」

　口早に訊たずねると、カナルは一瞬きょとんと首を傾かしげる。

　だがすぐに、そのひょうきんそうな顔に意地の悪い笑みが広がって───。

「高いよ？　アタシが扱う情モ報ノはさ？」





　　　　//






「───件くだんの魔術師の目撃情報が入った……!?」

　警視庁の正面玄関をくぐるなり、瑠る衣いは愕がく然ぜんとした声をあげた。

　たまたま鉢合わせになった同僚二人───ホスト風の青年と、厳いかつい風ふう貌ぼうをした中年男性は、眉尻を下げて気まずそうにうなずく。

「落ち着いてくれ、お嬢。まだ信しん憑ぴよう性せいの低い情報だ。ネット上の情報サービスでそれらしい人物の報告があっただけで、本人かの確認もまだ……」

　スーツを着込んだ青年刑事、百もも瀬せ啓けい太たは、感情を抑えた声で応じる。

「啓太の言う通りじゃ。今話題のテロリストが、騒ぎを起こした昨日の今日街中を闊かつ歩ぽしているとは考えにくい。念のため、ワシらはこれから確認に出向くがの」

　中年男性も重みのある低い声で、啓太に加勢をする。

　二人の親身な説得に、しかし、瑠衣の顔色は悪くなるばかりだった。

　啓太はバツの悪い思いで顔をしかめる。……せっかくの休日。まだ学生である瑠衣には、普通の女の子として平和に過ごしてほしいと思っていた。なのに、こんな最悪なタイミングで出くわすとは、つくづく運がない。

「そ、そうだよ、お嬢。どうせどっかのコスプレ野郎が紛らわしいカッコしてるだけだろうぜ。こっちは俺たちに任せて、お嬢は上にいる課長に挨拶でも───」

「……場所」

「えっ？」

「魔術師が姿を現した場所。どこなんですか？」

　静かだったが、有無を言わせぬ気迫のこもった声だった。

　啓太は思わず身を引いて、瑠衣をまじまじと見つめ返す。

「……繁華街の北ブロックのほうだ。人が集まりやすい場所だけど、魔術師だってそんな中で派手に暴れることはさすがに──────って、お嬢！」

　啓太が大声をあげたときには、すでに瑠衣は回れ右して走りだしていた。

　───頭によぎるのは、見慣れた少年の顔。

　繁華街に向かったはずの彼が、繁華街で目撃された魔術師と鉢合わせる確率は、一体どのくらいになるのだろう？

　わからないけれど、なぜだかひどい胸騒ぎがした。

「先せん輩ぱい───！」





　　　　//






「じゃあ。カナルはアレクトリア社の人たちに命を狙われたところを、ミィくんに助けてもらったの？」

「そそっ。当時、交渉相手だった企業の重役がミスりやがってさー。人工魔術ブラツクアート式の武器を横流ししていた事実がバレてやんの。当然、アタシも目ぇつけられてね。そこへ送りつけられてきた企業側のエージェントが、そこの錺かざり矢や水みな最もだったってわけ」

　手元にあるキーボードを軽快に叩たたきながら、カナルは愉快そうに弾んだ声でそう答えた。

　裏口から通じる廃ビルの一室。

　そこに招かれた水最とソラは、部屋の隅に置かれたホコリだらけのソファに腰かけて、自分のデスクでパソコンをいじくり回すカナルの様子を適当に眺めていた。

「ちょっと待ってなさい。これ片付いたら今日はフリーだから」

「取り引き先との交渉か？　パソコンなんかでできるのかよ」

「アンタ、いつの時代の人間よ？　今じゃ裏社会のバイヤーも、ネットで商談相手とコンタクトを図るのがフツーなの。さすがに最終的な交渉は自ら出向いて行うけどねー」

「……またロクでもない商売に手を出してんじゃないだろうな？」

「冗談。半年前の事じ件けんで、身の丈に合わない商談にはもう懲りたわよ」

「さっきの連中を見る限りじゃ、懲りたって感じには見えねえけどな」

「ん？　……ああ、あのヤクザもんたちのこと？　ありゃ仕方なくよ。安い金で都市の一区画を丸ごと吹っ飛ばせるようなブツよこせってしつこいから、テキトーに見繕った玩具おもちやを流してやったの。おかげでお腹なかとかチョー痛い」

「……オレはこれまでお前が生き残ってこれた意味が本気でわからん」

　呆あきれ半分につぶやくと、前側からヒリヒリと焼けつくような視線を感じた。

　水最は頭痛を覚えながら、正面のソファに座るソラを見やる。

「なんだよ、その目は？　言いたいことがあるならハッキリ言え」

「ミィくん……そんなことがあったなんて、ソラは初耳なんだよ」

　湿っぽい目つきで睨にらんでくるソラ。

　水最がカナルと関わったのはアレクトリア社のオペレーターとしてである。その頃にはソラも《人工魔女トライフルズ》として組合側から支給されており、一緒に仕事をしているはずだった。

　いちいち説明するのを億おつ劫くうに感じながら、水最は頭をボリボリと掻かきむしる。

「……あのな。お前は《人工魔女》。対魔術用に開発された兵器なんだぞ？　お前を『使う』ってことは、言うほど簡単なことじゃない」

　思い起こされるのは、先日のエーテルギア暴走事じ件けん。勢い余ったソラは、己の身一つで、強力な魔術兵器であるエーテルギアを再起不能なまでに砕いてみせた。

　普段のソラがソラなのでついつい失念しがちではあるが、《人工魔女トライフルズ》とは本来そういうものなのだ。当然、管理を任された水みな最もには彼女の使い道を見極める責任も課されていた。

「そーそー。小遣い稼ぎ程度の悪行で《人工魔女》なんか持ち出されたら、アタシらとしても堪たまったもんじゃないしね。人間が起こす程度の魔術犯罪には、あなたたち《人工魔女》の力は強大すぎるのよ。元々、人間相手に想定された兵器じゃないから」

　キーボードのエンターキーを人差し指で弾はじいたカナルが、大きく伸びをしながら告げた。とりあえず目の前の仕事が片付いたらしく、立ちあがってこちらに歩み寄ってくる。

「でー？　そういった賢明な判断の下せるオペレーターさまが、秘蔵の兵器を携えてアタシのところに訪ねてきた。……ものすっごい不吉な香りがするんだけど？」

　水最は横目で彼女を睨にらみながら、膝の上で頬ほお杖づえをついた。

「細かい事情は教えられない。お前からの質問は一切なし、訊きかれた項目だけに答えろ」

「オーケー。それで、アンタはアタシにいくら払えるの？」

「半年前に見逃してやった。ついさっき命も救ってやったな」

「感謝はしてるわ。でも、それじゃあ報酬代わりにはならない。アタシだって遊びで生きてるわけじゃないのよ。稼げるときはしっかり稼がなきゃ」

　図ずう々ずうしいことを平然と述べるカナルを睨む。

　カナルは人差し指を唇に当て、わざとらしく考える仕草をした。

「とはいえ、命の恩人から金をとるほどアタシも現金じゃないわ。……お代がわりってことで、アンタの《人工魔女》を少しいじらせてくれない？　実物を見るのは初めてだし、バイヤーとしての後学のためにもなると思うのね」

　にやけながら要求してくるカナルに、正面のソラがゾワゾワッと鳥肌を立てた。慌ててソファの後ろに隠れて、カナルの視線から逃げるように身を縮こまらせる。

　水最は浅く嘆たん息そくをして、

「……却下だ。《人工魔女》に関する情報を漏ろう洩えいなんかさせたら、それこそクビどころの騒ぎじゃ済まない。オレと一緒に魔導組合ＡＳＡに命を狙われたきゃ、好きにすればいいけどな」

「そりゃ勘弁ね。まあハナから期待なんかしてなかったわよ」

　唇を尖とがらせるカナル。……期待してなかった人間のする顔じゃない。

「じゃあ、アンタの腰に差してるその銃。それ、アレクトリア社製《イグニス》シリーズの最新モデルっしょ？　代わりにそいつで我慢してやるわ」

　上から目線にイラッときたが、水最の知り合いで今回の事件の情報源になりそうなのはこの女しかいなかった。仕方なく腰へと手を回し、抜いた拳銃を差しだしてやる。

　受け取ったカナルは拳銃片手にソファを回り込むと、水最の隣へ腰かけた。

　小さく文言をつぶやき、中から魔法陣を展開させる。

「うっひょう。以前のモデルも中々だったけど、今回はさらに過激な感じね。あの女社長、相変わらずいい趣味してるわ～」

「頼むから。壊したり、余計な手を加えたりするなよ」

「そんなことするわけないじゃない。アタシを誰だと思ってんの」

「お前だからこそ心配なんだよ」

　銃身から浮かび上がる魔法陣を指でスライドさせて端にどけると、さらにべつの魔法陣を引っ張り出して興味深そうに観察を続けるカナル。まるで手頃な電子端末を操作するような軽い手つきだったが、本来は精密機械を操作する以上に神経を使う作業のはずだった。

「……また器用にいじるもんだな。違法バイヤーの分際で」

「アンタにだけは言われたかないわよ」

「それくらいの技量があるなら、まともな就職口でも探せばいいじゃねえか」

「老後になったらそれも考えってやってもいいけどねー。今の仕事にしかない楽しみがあんのよ。……つか、そんな世間話はどうでもいいとして。アンタの訊ききたいことってなに？」

　手元の作業を続けながらカナルは上の空で訊たずねる。操作を誤って術式を砕いてしまわないかと多少ハラハラしながら、水みな最もは渋い面持ちでうなずいた。

「質問事項は主に一つ。知ってること、心当たりがありそうなことは、全部話せ」

「オーケー。アタシの命に関わらない範囲でなら、何でも答えてやるわ」

　実に頼りない返事だったが、今はここに縋すがるしかなかった。

　カナルは企業団体と裏社会を繋つなぎ、魔術由来の製品を横流しするバイヤーだ。当然のことながら、市場に出回るモノはもちろん、いわくつきの魔導具なんかにも詳しい。

　水最は深呼吸をすると、視線を鋭くしてカナルに訊ねた。

「───『ごだいのむくろ』。この言葉を耳にしたことあるか？」

　とたん、話しながら作業を続けていたカナルの手が、ピタリと止とまった。

「……それ、どこで聞いたの？」

「そっちからの質問はなし。そういう条件だったはずだぜ」

　ごだいのむくろ。魔術師エルが残した、謎の言葉。

　エルはそれを探し求めているようでもあった。しかし、犯人の魔術師を確保しろと命じたメイス＝アレクトリアは、それらしいものへの言及を一切していない。

　魔導組合ＡＳＡは、敵の狙いであるらしいソレに気づいていないのか？

　それとも本当は知っているのに、「必要ない情報」として水最に伝えなかったのか……。

　どうにもきな臭い。だからこそ、水最はあえて魔導組合側に直接問いただすことはせず、こうして裏社会に生きるバイヤーから情報を引き出そうとしていた。魔導具───エーテルギアなんかに関することにも、この女バイヤーは詳しいはずだ。

　カナルはバツが悪そうに目を伏せると、拳銃から浮きでていた魔法陣を収納し直す。

　それを脇に置いて、今度は薄汚れた衣服の胸ポケットを探った。

　ポケットの中から取りだしたのは紙とペン。

　手の平を下敷き代わりにしてサラサラとペンを走らせてから、無言で水みな最もに差し出してきた。受け取り、紙面を見下ろす。そこには汚い字で一文だけが走り書きしてあった。

　───『五ご帝だいの骸むくろ』と。

「……アンタさ。三十年前に起こった《大搾取カタストロフ》の発端って知ってる？」

「《大搾取》？　……いや、詳しいことは知らねえけど。確か、強大な魔術師が人間社会で事じ件けんを起こして、そこをキッカケに大きな争いに発展した───とかじゃなかったか？」

　学校の授業で習った知識を脳の奥から引っ張りだして、曖昧に答える。

　大搾取。人間にとって魔術師が『敵』として認識される所以ゆえんとなった、最大の事件だ。

　魔術師は人間を脅おびやかし、争いを誘発させる危険な存在。その前提があるからこそ、人々は魔導組合ＡＳＡが魔術師を『管理する』と表明することに、なんの抵抗も持たない。

　だが。水最のそんな答えに、カナルはかぶりを振ってみせた。

「そうよね。実際、公式に発表されてるのはそんな感じだわ」

「……なんだ？　実際はそうじゃないみたいな言い方だな」

「それはどうかしら？　だけど、実際に自分の目で見てもいないのに、なにか一つの見解に囚とらわれるのは危険なことだと思うわ」

　カナルは生意気そうに鼻を鳴らして、

「……これはアタシらバイヤーの間で噂うわさされてるハナシなんだけど。あの《大搾取》は元々、企業団体が魔術師たちからある特別なエーテルギアを回収するため、裏で仕組んだものだって言われてるわ」

「……特別なエーテルギア？」

　カナルはペンをクルクルと回すと、その先せん端たんを水最の持つ紙に向けた。

「『五帝』───。それは歴史上でも特に強大な魔力を有し、実質的に魔術師たちをまとめあげていた一族の呼称よ。強力な固有術式を持つエーテルギアを最初に創作したのは、彼らだとも言われてる」

「エーテルギアを？　魔術師が作ったってのか？」

「エーテルギアだって所詮は物よ？　誰かの手によって作られ、初めてそこに存在しうる。当たり前のことじゃない」

「それなら。その『五帝の骸』っつーのは───」

「その名の通り『五帝』の一族が創り上げた原初のエーテルギア。今、この都市で保管されているすべてのエーテルギア、そして溢あふれかえる人工魔術ブラツクアート式製品の、源泉とも言えるべき魔術的遺産ってわけ」

　荒こう唐とう無む稽けいな話に頭がクラクラした。そんなもの、もちろん初耳である。

「戦時中に大きな功績を上げた五つの企業。のちに魔導組合を形成する五つの大企業は、魔術師から奪ったその原初のエーテルギアを平等に分けて、持ち帰った。むろん、国家には黙ってでしょうけどね。原初のエーテルギアなんて実在したらそりゃ、価値なんて計り知れないもの。それらの事実を隠いん蔽ぺいするために───」

「戦後、魔導組合ＡＳＡは《大搾取カタストロフ》の詳細を捻ねじ曲まげた？」

「そっ。そのほうが、いろいろと都合がよかったってのもあるんでしょうよ。───と、まあ？　いかにも真実っぽく語ってはみたんだけど。所詮はただの噂うわさなのよね。原初のエーテルギアなんてものが本当に存在しているのかどうかも、実際は定かじゃないわ。でも、ロマンのある話じゃない？　売りさばいたらどのくらいのお金になるのかしら？」

　うっとりとした表情を浮かべるカナルを余よ所そに、水みな最もは真剣に考え込んだ。

　……今のカナルの話。信しん憑ぴよう性せいは低く、ただの噂話でしかない。

　それでも、エルが残した言葉と、完全に一致しているところが不気味だった。

　これはただの偶然だろうか？　仮に『五ご帝だいの骸むくろ』なんてものが実在すると仮定するならば、エルがエーテルギアを狙っていることにも関連付けられるような気もする。

　───ダメだ、まだ情報が足りない。

　水最は頭をグシャグシャと掻かいて、大きなため息を吐ついた。

「とにかく、アタシの知る『五帝の骸』はそんな感じよ。それ以上のことは知らない。別物をお探しなら他を当たって」

「ん。……まあ。参考にはなったよ。あんがとな」

　軽く礼を述べて、おもむろにソファから立ち上がる。

　同時に、カナルがごく自然な動きで《イグニス》を自分のお尻の下に隠した。……が、すぐに頭を小突いてどかしてやる。

「くそぅ！　誤ご魔ま化かせなかったかッ」

「当たり前だボケ。これだから意地汚い違法バイヤーには油断ならなくて困る」

「まだよッ、まだ終わってないわ！　アタシにはソラちゃんという興味深い観察対象があるもの！　いっそ、錺かざり矢や水最を今ここで亡きものにしてでも手に入れて───」

「あいつなら先に出てったぞ」

　水最の冷めた指摘に、カナルは「うそっ!?」と勢いよく振り返った。その拍子にボロ眼鏡のネジが外れ、カシャンと音を立てて床に落下する。

「ぎゃああああっ。ア、アタシの眼鏡がァ!?」

「ご愁傷様。まあ頑張って『小遣い稼ぎ』でもして、新しいやつを買えよ」

「こ、この疫病神っ！　アンタと関わるとこれだからッ。もう二度と来るな────っ!!」

　適当に投げつけられたティッシュ箱を片手で払いのけつつ、水最は開け放たれた扉───すでにソラがいち早く脱出したあとの出入り口をくぐった。

　戸を閉める前に、ニヤリと笑って振り返る。

「じゃあな、カナル。また利用してやるから、簡単に死ぬなよ」

「……アンタに言われるまでもないわ。こっちこそ、いつか絶対に仕返ししてやるんだから。覚えてなさいよバカ」

　交わされる憎まれ口を最後に、バタンッと戸が閉められた。





　　　　//






　暗い路地を抜け、表通りにまで戻ってくると、周囲はすでに暮れなずんでいた。

　傾きかけた夕ゆう陽ひ。手をひさしにして目を細める水みな最もは、憂ゆう鬱うつそうに嘆たん息そくをする。

「原初のエーテルギアに、いまいち読めない魔導組合ＡＳＡの意向……。調べるつもりが、ますますややこしくなってきたな」

「ミィくん？　暗い顔してどーしたの？」

　こちらの暗い心境とは対照的に、明るく呑のん気きな声が響いた。

　少し前を歩くソラは、軽やかなスキップを踏んで綺き麗れいに舗ほ装そうされた道路を進んでいた。陰湿な雰囲気の路地裏から抜けだせたことで、すっかり元気を取り戻したようである。

「……色々と考えなきゃならんことがあるんだよ。ただ着いてきて、ソファの後ろに隠れていただけのお前と違ってな」

「ぶぅ。ソラを連れだしたのはミィくんだもんっ。ソラ、ムズカシー話とかわかんない」

　口を真一文字に結んで不服を訴えるソラだが、すぐに笑顔になって目を輝かせた。

「それよりもねっ。ソラ、すごいもの見つけちゃったんだよっ！　───ほら、アレ！」

　意気揚々と指さしたのは、通りの隅に置かれた一台のトラックだった。

　トラックは華やかな看板などで彩られ、その周囲に家族連れや若い女の子たちなどが群がっている。どうやらなにかの屋台をやっているようだ。

　屋台から離れる客たちの手元に握られているのは───。

「……ドーナッツ？」

「あのお店、この間のテレビで特集とか組まれてたんだよっ。すっごく甘くて、フワフワしてて、おいしいんだって！　ソラたちも買おうよ～」

　ソラの言葉通り、屋台は大盛況みたいだった。

　幸せそうな顔で長蛇の列を作る人々。不景気な顔をする水最が飛びこんで行くには、あまりにも似合わない空間だった。さすがにあの空気に馴な染じみたいとは思えない。

「アホか。あのクソ長い列に並ぶ時間なんかねえよ。行くぞ」

「ええ～っ。きっといい気分転換になるよぉ。今のミィくん、すごく恐こわい顔してるもん。甘いドーナッツを食べてニコニコになれば、どんな悩みも解決すると思うの」

「ニコニコにもならんし、解決する悩みなんて一つもない。単にお前が食べたいだけだろ」

「なんでもいいから買って買ってぇ～！　ソラ、暗くて恐い所も我慢したし、今日はいっぱい頑張ったんだよ～っ。ご褒ほう美びちょうだいっ」

　腕にぶら下がって駄だ々だをこねるソラを半眼で睨にらみながら、水最は頭を抱かかえる。

　無視してやろうかとも思ったが、腕を掴つかんだままソラはテコでも動こうとしなかった。よほどあの店のドーナッツに執着があるらしい。

「ミィ[image: ][image: ][image: ]くぅ[image: ][image: ][image: ]んっっ」

「ああもう騒ぐなッ。お前のワガママを聞いてると耳が痛くなる。……ったく。買ってやるのは一個だけだからな？」

「ほんと!?　やった！」

　ピョコンと跳ねたソラは、元気いっぱいにガッツポーズを取った。

　水みな最もは苦笑する。

　……考えるべきことはたくさんある。しかし、あまり考えすぎても、思考が行き詰まるだけだ。たまには頭をからっぽにして、ソラのワガママに付き合ってやるのもいいかと思う。

「ソラはね、ソラはねっ。ストロベリー味がいいんだよっ」

「へいへい。わかったから落ち着け。まずは列に並ばないと───」

　前のめりで主張するソラを制しながら、ドーナッツ屋の屋台に足を向ける。

　そのとき。




「───あ」




　ちょうどドーナッツを買い終えて、屋台の看板の下から現れた一人の客と鉢合わせる。

　まず視界に飛び込んできたのは大きな三角帽。ボリュームのある赤毛の上にそれを無造作に被かぶり、仰々しいマントを羽織る少女。

　……時間が凍りついてしまったような気がした。

　水最と少女はお互いに目を丸くして見つめ合う。いきなりの出来事で思考がうまく回らない。なんでこいつがこんなところに？　そう考える暇もなく、

「……あんたッ」

　最初に我に返ったのは少女のほうだった。

　彼女の両手に抱かかえられていたドーナッツの袋が地面に落ちる。その音に引かれるように、続いてソラが動いた。キッと目を見開き、水最を守るように前へ。

　少女の右手が、自身の口元へとすばやく運ばれる。

　戦せん慄りつが走った。以前にも同じような光景を見たことがある。……魔術を使う気だ。

　たくさんの親子連れや若者、幸せそうな笑顔にあふれる、この場所で。

「───両方、止まれ！」

　瞬発的に、水最の大喝が飛んだ。

　拳を引いて大きく踏み出そうとしていたソラが、ピタリと動きを止とめる。

　親指の皮に犬歯を食いこませていた少女も、思わず身を硬直させた。

　水最は両手をあげた状態で、少女を見つめる。

「……戦闘の意思はない。ここでやりあえば周囲に大きな被害がでる。そっちとしても、無駄に暴れて、警察なんかに目をつけられるのは御免だろ？」

　額に汗をにじませつつ、やんわりと告げる。

　すでに観衆の注目が集まっていた。人々は皆、きょとんとして対たい峙じしている水最たちを眺めている。これ以上のいざこざを続ければ、不穏に感じた誰かが公安機関に通報を入れることも充分に考えられるだろう。

　少女───魔術師エルは、警戒態勢を緩めないままに、口から親指を離した。

「企業の手先のくせに。そう簡単に信じられると思うわけ？　……対魔術の殲せん滅めつ兵器だっけ？　そんな危険な玩具おもちやを持ちだしておきながらさ」

　重々しい口ぶりで告げたエルは、水みな最もの隣で構えるソラを顎でしゃくってみせた。

　水最は眉をひそめる。……ソラの正体がバレている。どこから情報を得たのかはわからないが、平和的に場を収めたいこちらとしては、あまり芳かんばしくない状況だった。

「騙だますつもりはない。それでも信じられないってなら、あとはそっちの判断次第だ」

「ふん。相変わらず、ムカつくほど甘い意見ね。……前にも言ったでしょ。あたしはそーゆーのが大キライ。人間はみんな、卑ひ怯きようで汚い生き物。あたしたちの敵だッ」

　まるで自分で自分に言い聞かせるように、エルはグッと奥歯を噛かんだ。

　水最は真しん摯しな眼まな差ざしで彼女を見つめ続ける。

　危機的な状況には変わりない。しかし、完全に無策というわけじゃなかった。

　目の前の少女。敵を名乗るこの子は───無関係の一般人を巻き込むほど、極悪人ではないのではないか？

　昨日、彼女にちょっかいをだしたチンピラたちは、全員が軽い火傷やけどを負っただけで済んでいた。そして、対たい峙じした水最自身も、今こうして生きている。

　殺そうと思えば簡単に殺せたのに。ただの偶然かもしれないが、もし彼女が意図してそうしたのだとしたら、話し合いの余地は充分にあると思う。

　水最の無言の視線に、エルは俄にわかにたじろぎの様子を見せ始めた。

　しかし、雑念を追い払うように首をブルブルと振って、右手の親指を再び口元へと持っていく。……くそっ、ダメか。

　水最は苦い顔で一歩後退する。が、

『───やめて、エル！』

　不意に、どこからともなく少女の声が響いた。

　エルがハッとして動きを止とめる。彼女は大きく目を見開くと、頭上の虚こ空くうを仰いだ。

「『シエル』!?　なんで───！」

『……エル。ひとまず落ち着いて。彼の言う通り、ここで暴れるのは得策じゃないわ』

「でも、あいつは敵よ!?　ここで見逃したら、絶対にあとで厄介なことに……」

『彼を見逃そうが、見逃すまいが、ここで騒ぎを起こせば、確実に敵側へ私たちの動きが知れる。派手な行動は控えろって、さっき言われたばかりでしょう？』

「…………」

　水最たちを油断ならないといった目で睨にらみながら、エルは悔しそうに唇を噛む。

　エルの話し相手、声の主の姿は、やはり見当たらなかった。

　だが、どうやらその出所は───エルの頭上。

　大きな三角帽の中から、くぐもって聞こえてきているようだった。

『ねえ、エル？　私を彼に会わせてくれないかしら？　直接お話がしてみたいの』

「はぁっ!?　ちょ、あんた、いきなり何を言って……!?」

『ここで睨にらみ合あっていても、なにも変わらないわ。戦っても戦わなくても、どちらにも危険は付き纏まとう。だったら、私は戦わないで済む可能性のほうに賭けてみたい。……お願いよ？　もし危険だと感じたら、そのときはあなたの独断で動いていいから』

　少女の声は穏やかに諭さとすようだった。

　エルは散々に悩んだ挙あげ句く、小さく舌打ち。水みな最もを一睨みして、「妙な動きをしたら燃やすわよ？」と脅しつけると、頭の三角帽を脱いだ。

　頭頂部まで赤々と染まったボリュームのあるエルの赤毛。

　そこに埋もれるようにして───黄金に輝く懐中時計が、ちょこんと置かれていた。

　懐中時計を手に取ったエルは、水最たちに見えるように前へかざす。

　横に取り付けられたボタンを押すと、カパッと小気味よい音を立てて懐中時計の蓋ふたが開いた。その瞬間、時計の文字盤上に魔法陣が展開される。

　水最は驚きに目を瞠みはった。

「人工魔術ブラツクアート式……!?」

　魔法陣はクルクルと回転して、即座に術式を起動。

　砂漠に揺らぐ蜃しん気き楼ろうのように、なにかの映像が文字盤の上で結ばれて、

『───はじめまして。あなたの名前は確か、錺かざり矢や水最さん……でよかったかしら？　私はシエル＝エマ＝エルガルって言います。よろしくね、水最』

　行儀よくお辞じ儀ぎをして、自己紹介をする小さな影。

　時計の文字盤上で、真っ赤な赤毛を持つ女の子がこちらを見上げていた。





　　　　//






　……妙なことになったものだ。

　ドーナッツ屋の屋台から、百メートルほど歩いた場所にある都立公園。中央広場の噴水を囲むベンチの一つに腰かけた水最は、穏やかじゃない心境でそう思った。

　ベンチの両側には今、二人の少女が対たい峙じする形でたたずんでいる。

　片方は本物の魔術師。

　もう片方は、対魔術を専門に設計された《人工魔女トライフルズ》。

　二人とも、すでに臨戦態勢に入っており、お互いを油断のない表情で睨み合っている。少しでも妙な動きを見せれば攻撃する───。そう意思表示するように。

　そんな戦々恐々とした舞台の中心に置かれながら、水最は自分の右隣を見た。

　手が届くか届かないかの距離を置いて。

　ベンチの上に、蓋の開かれた懐中時計がポツンと載せられていた。

『───さて。あまり落ち着けない雰囲気だけれど。改めてよろしくね、錺かざり矢や水みな最もさん』

　時計の文字盤からは、一枚の魔法陣が浮かび上がっている。そこに腰かけるようにして、人形ほどのサイズしかない赤毛の少女がこちらを見上げていた。

「……お前。何者だ？　どう見ても人間───つか、魔術師ですらないよな」

　予期せず訪れた、得体の知れぬ相手との会合。

　少し離れて構えるソラとエルを見やりながら、文字盤上の少女は苦笑いを漏らした。

『シエルよ。そう呼んでほしいわ、水最』

「……じゃあ、シエル。お前は何者だ？　あっちの魔術師、エルの仲間なのか？」

『仲間。そうね、エルの仲間という認識で問題はないわ。前者の質問について答えるのは、ちょっと難しいんだけど……今の私は、術式に込められた残留思念みたいなものなの。だから、人間でも魔術師でもない。ただの道具よ』

「その魔術師のお仲間で、ただの道具が、オレに何の用だ？」

『戦闘の意思はない───。あなたはエルにそう言ったわ。前のときも、あなたはこちらの説得を試みていた。エルはそんなあなたを甘いと嫌い、信じられないと疑うけれど。私自身は、少し興味を持った。お話をしたいと思った理由が、それじゃいけない？』

　朗らかに微笑ほほえむシエルを、水最は渋じゆう面めんで見下ろした。

　およそ『敵』であるとは思えない友好的な態度である。この少女が何者で、果たしてその言葉を信用してもよいものなのか。まったく判断がつかない。

「……わーったよ。話し合いを持ちかけてきた理由はそれでもいい。だが、オレと話してどうする気だ？　こっち側の情報でも引きだそうと考えてんのかよ」

『そうね。さっきも言った通り、あなた個人に興味がある。それと同じくらい、私たちのことを、あなたに知ってもらいたいとも思うの。あなたは悪い人じゃないみたいだけど、まだ完全に信用できたわけじゃない。それでも、教えられる範囲で伝えられることなら。話してみる価値は充分にあると思った。あなたには、そう思わせる何かがある』

　初対面の相手、しかも確実に人間じゃないモノから、そのような評価を受けるとは夢にも思っていなかった。

　微笑むシエルを見下ろしながら、水最はバツの悪い思いで頭を掻かく。

「道具に組み込まれた術式のくせに、やけに馴なれ馴なれしい奴やつだな」

『誰にだってそう接するわけじゃない。私はとても臆病な女ですもの』

　シエルは小さく首を傾けて、

『ねえ。まずはお互いの情報開示ってことで。あなたの素性のほうから詳しく教えてもらえないかしら？』

「あぁ？　ちゃっかりそっちから仕掛ける気かよ」

『ダメかしら？』

「……オレもお前を信じたわけじゃない。最低限、教えられる範囲でになるぞ」

『ありがとう。ちょっと寂しいけど、心を許しきれないのはお互い様だものね』

　水みな最もは何とも言えない居心地の悪さを覚えながらも、自分たちの素性を語って聞かせた。

　話を聞く間、シエルは一言も口を利かなかった。黙って耳を傾け、そして訊きき終えると、憂えたため息を漏らす。

『そう……やっぱりあなたは私たちの敵。そういう立場にいるのね』

「それが仕事だからな。だからこそ、あんたらの思惑を調べようと動いている」

『なら。それを知ったとき、あなたはどうする気なの？』

「……さあな。辿たどり着ついた答えにもよる。納得いかなかった場合はもちろん止とめるし、もしそっちにも正しい言い分があるなら───」

『あるなら？』

「───そのときはそのときでまた考える」

　曖昧な水最の答えに、シエルはクスクスと可愛かわいらしい忍び笑いを漏らした。

「なにがおかしい？」

『いえね。お金で雇われた企業の傭よう兵へいにしては、随分と優しい考え方をするもんだなぁ……と思って。オペレーターという人たちはみんなそうなの？』

「うっせえな。自分が異質なことくらいはイヤってほど理解してるよ」

『あっ、やっぱりあなたが変わっているのね。そうだと思った』

　ますます愉快そうに声を立てて笑うシエルを、水最は非常に苦手に思った。

　話していると調子が狂う。今までに付き合ったことのないタイプだ。道具に組み込まれていた術式にそんな感想を抱くのは、おかしなことかもしれないが。

　笑いを止めたシエルは、一つ深呼吸をする。

『さて。今度はこちらの番かしらね。そっちと同じように、多くは話せないけど』

　とたん、臨戦態勢で構えていたエルが「シエル！」と血相を変えて叫んだ。

　シエルは彼女を振り返って首を振る。大丈夫だという意味らしい。

　友好的なシエルと比べ、あの魔術師の少女は水最を完全に敵と認識しているようだった。今にも魔術を行使して襲いかかってきそうな素振りを見せるが、それを反対側にいるソラが威圧を放って牽けん制せいする。

　再び緊張感が増し始めるなか、シエルは困ったような視線を水最へ向けた。

『ねえ、水最。ここで聞いたこと、企業の人間には───』

「言ったはずだ。答えによる」

『……そうだったわね。その言葉、信じます』

　シエルは遠い目をして、地平線に沈みゆく夕ゆう陽ひを見つめる。

　人形サイズの小さな双そう眸ぼうにオレンジ色の光がキラキラと反射し、美しくあると同時に、どこか哀愁のようなものを漂わせていた。

『水最。あなた───『五ご帝だい』という言葉を聞いたことある？』

　水最はピクッと眉を動かした。

　その反応を見逃さなかったシエルは、悲しげな顔でうなずく。

『そう。そのくらいの情報はもう調べがついているのね。……だったら、前置きの説明も必要ない。あの子。エルは、『五帝』の一族の末裔なの』

「ッ……」

　反射的に、水みな最ももエルを振り返った。

　こちらの視線に気づき、睨にらみ返かえしてくる赤毛の少女。

　……廃ビルで聞いたカナルの話が思い起こされる。

　五ご帝だい。かつてはすべての魔術師を取りまとめる立場にあり、エーテルギアを最初に創り上げた一族。あいつがその末まつ裔えい？　つまり、カナルの話は真実だったと言うことか？

『今、『五帝』が残したと言われる遺産は、魔導組合ＡＳＡを形成する五つの企業が所持しているわ。私たちの最終的な目的は、その遺産、『五帝の骸むくろ』すべてを人間の手から奪還すること』

「……なら。最近になって、魔術師によるエーテルギア強奪未遂が繰り返されている理由はなんだ？　あれもお前らが『五帝の骸』を狙ったうえで起こした犯行なのか？」

『ごめんなさい。そこまでは話せない』

　シエルは申し訳なさそうに首を振って、

『だけど、これだけは信じて。私とエルは、ただ一族の形見である遺産を取り戻したいだけなの。この都市を破壊したいとか、人間に復ふく讐しゆうしたいとか、そんなことは思ってない』

　彼女の言葉には切実な響きがあった。

　一族の形見。戦争時に奪われた遺産。……それを取り戻すため、人々の生活を脅おびやかし、都市を攻撃する。そこまでしてしまうのは絶対に間違っている───と、断じるのは、自分が人間の立場にいるからこそ言えるきれい事だろうか？

「……だとしても。お前らのやり方は間違っている」

　静かに告げると、シエルがビクリと肩を震わせた。

　恐る恐るこちらを見上げる彼女の瞳は、少し潤んでいた。まるで、自分でも悪いと思っていることを改めて親に諭さとされた、小さな子供のように。

『水最……』

「お前らに事情があるのはわかった。それ自体、間違ってるとは思わない。だけど、自分たちが正しいからと言って、なにかを傷つけていい理由にはならない」

　勝手な理屈だ。自分でもよくわかっている。

　それでも言わなければと思った。

「シエル。エルと一緒に、企業を敵に回すような活動からはもう手を引け。お前らはまだ誰も殺してないはずだし、今なら引き返せるはずだ。元はお前たちの物でも、それを力ずくで奪おうとするのはやっぱり犯罪なんだよ。その対象が特別な遺産だってなら、企業のほうだって全力で阻止しようとするだろう。そんなことになれば、小さな争いじゃ済まない。大勢の民間人が傷つく、お前らが傷つけることになる。それでもいいのかッ？」

　水最は───自分は。その恐怖をイヤというほど知っていた。

　細かい理屈などはどうでもいい。ただ、この少女たちが、自分の知る地獄の渦中へ身を投げだそうとしているのを、みすみす見逃すことなんてできなかった。

　水みな最もの親身な説得に、シエルは悲しそうにかぶりを振る。

『……だったら。私たちはどうすればいいの？　傷つけるのはよくないって諦めて、泣き寝入り？　魔術師は今の人間社会じゃ危険物扱いで、人間の管理下に置かれることを強要されているのに。私たちには抵抗することすら許されないの？』

「…………」

『お願い。答えて、水最。私たちは───ガガガッ』

「？　おい、どうした？」

　しゃべっていたシエルの声色に、突如として耳障りなノイズが混じった。

　ほぼ同時に、懐中時計の文字盤上に映しだされた彼女の姿が不安定に揺らぐ。

「───シエルッ」

　こちらの異変にいち早く気づいたエルが、金切り声をあげてすっ飛んできた。

「な、なんだ？」

「近づかないでッ」

　こちらを威嚇するように叫んだエルは、素早く懐中時計に両手をかざすと、地面に膝をついた。瞬間、シエルを映しだしているものよりもさらに小型の魔法陣が、文字盤から次々と浮かびあがる。

「……術式の再演算開始。第一層から第十五層までを一斉展開……！」

『エ───ルッ、無理───しなッ───で』

「あんたも黙って！　だから反対したのにっ。無理して表にでてくるから……！」

　エルは苛いら々いらと歯は噛がみしながらも、展開した魔法陣の一つ一つに指を走らせる。

　傍はたから見ていた水最は、ハッと気づいた。懐中時計から展開したいくつもの魔法陣。それが相当に古いものであり、かなりのガタがきていることに。

　エルの指が走った場所から魔法陣が鈍にぶく発光し、崩れかけた部分が修復されてゆく。

　異常な演算速度、そして修復作業。人間にはとても真ま似ねできない芸当だったが、それでも追いついていない。修復したそばから、魔法陣はまた綻ほころびを見せ始めていた。

『エル───聞いッ───て。もともと、わた───しは、とっくの昔に───ッ───。もう、げん───かい、なの。これ、いじょッ、以上は───』

「うるさい！」

　一喝するエル。その目尻から、うっすらと涙が浮かび上がった。

「うるさい、うるさいのよッ！　あんたがいなくなったら、あたしは独りじゃない。そんなの許さないんだから。絶対に許さないんだからッ」

『エ、る───』

　水最の目からも、すぐに理解できた。懐中時計に組まれた術式。あの『シエル』という少女を形成している魔術は───もうダメなのだと。

　単純な道理だ。時の流れによる劣化。人間から奇跡と称される魔術も、決して永遠ではない。術式は使えば使うほど削れ、魔力が尽きればそこで動かなくなる。

　隣に来ていたソラが、複雑そうな顔で水みな最ものジャンパーの裾すそを掴つかんだ。

　……相手は魔術師。人間の敵で、都市の平和を脅おびやかすテロリスト。

　それなのに───。目の前で半ベソを掻かきながら縋すがるように修復作業を続ける少女の後ろ姿は、どうしようもなく頼りなくて。

　ひたすらに弱い、ただ普通の女の子にしか見えなかった。

「……チッ。しゃあねえな、クソッ」

　敵に対する同情なんて、バカのすることだ。自分がそのバカであることを改めて自覚しつつ、水最はエルの隣に膝をついた。

　エルは虚を突かれたように、涙で潤んだ目を丸くする。

「あんた……!?」

「三分の一。手伝ってやれるのはそれだけだ。あとはお前がどうにかしろ」

「なんでッ？　あんたは人間で、あたしは魔術師で───！」

「今そんなこと、どうだっていい。お前の小さなお友達を助けるんだろ？」

　ふっと笑いかけて、水最は展開された魔法陣の半分───それでも人間が扱うにはかなり無理のある数だったが───に、意識を向けた。

　最初は戸惑いを見せていたエルも、すぐに真剣な面持ちになって修復作業へ専念する。

　不安げにソラが見守るなか、作業は十五分ほどに渡って続いた。直しては崩れ、それをまた直す。そんな気の遠くなる過程を経て、術式はようやく安定の兆しを見せ始めた。

　最後の一つが再度崩れる様子がないのを見届けてから、水最は地面に仰あお向むけに倒れ込む。

「だああああああッ。ようやく終わった……」

　尋常じゃない集中力と労力を使い果たし、頭が割れるように痛い。

　エルも額に汗を浮かべていた。懐中時計を手に取ると、三角帽を脱いで自分の頭に置く。

『エル……。こんなことはもう……』

「いいから。あんたはもう休んで」

　シエルの言葉を強制的に打ち切ると、エルは三角帽を頭に被かぶせた。

　それから額の汗を拭って、地面に倒れた水最を見下ろす。

「……あんた、バカなの？　人間のくせに無理しちゃってさ」

「うるせえな。それが手伝ってやった相手にかける言葉かよ」

　水最は仏ぶつ頂ちよう面づらになって身を起こした。ソラが駆け寄ってきて、横から支えてくれる。

　エルはバツが悪そうにそっぽを向くと、三角帽のつばを押さえた。

「まあ……そうね。手伝ってくれたことには感謝してる。ありっ、ありが……ッ」

「そこを言いい淀よどむな。どんだけ素直じゃないんだよ、お前」

　水最は苦笑しつつ立ちあがった。

　───普通だ。改めて見てみれば、やっぱり普通の女の子。

　ふと。シエルとの会話が思い出されて、水みな最もは胸の奥が鈍にぶくうずくのを感じた。

「……エル。やっぱりお前らは、今回の件から手を引く気はないのか？」

　出し抜けに訊たずねると、そっぽを向いていたエルがピクリと肩を動かした。

「……ないわ。あたしは間違ったことをしていない。最初に奪ったのは人間よ」

「それはわかってる。だが、他にやり方はないのか？　奪って、奪い返して。そんなことを繰り返した先に、なにが残る」

「知ったような口を利かないでッ。そんなの、奪った側だからこそ言える説教じゃない。あんたにあたしらの気持ちの一端でも理解できるの？　敗けて、奪われて。それで諦めて、搾取され続けろって言うわけッ？」

　シエルに投げかけられたのと同じ疑問。

　やはり水最は明確な答えを提示することができなかった。エルやシエルのやり方は間違っている。それはわかっているのに、こうすればいいという他の手段が思いつかない。

　エルは見限りをつけたみたいに小さく鼻を鳴らすと、マントを翻して背を向けた。

「……シエルを助けてくれたことは本当に感謝してる。だからもう、あたしたちの邪魔をしないで。今度邪魔したら───容赦はしない。あたしはあんたの敵として、あんたのすべてを叩たたき潰つぶすわ」

　暮れなずむ都立公園。

　背を向けて立ち去ろうとする少女の背中が、ひどく寂しげに映った。

　水最はグッと奥歯を噛かみしめる。

「おい！　待て───」




「───あ？　なんだこいつ。エル、お前の知り合いか？」




　エルの背に手を伸ばそうとした瞬間。

　目の前に、ヌッと立ちはだかる影があった。

　……いつの間にか、足元の地面に一つの魔法陣が浮かび上がっていた。その魔法陣を介して───大柄な男が地面からズルズルと這はいでてくる。

　転移式。それも人一人をまるごと移動させるような高度な術式だ。

　都市に現存する人工魔術ブラツクアートでは、到底実現不可能なレベルの魔術である。

「魔術師……ッ!?」

　水最はたたらを踏んで停止した。

　ちょうど同じタイミングで、男が魔法陣から完全に抜け出てくる。彼は覇気の感じられない目で水最を一いち瞥べつすると、おもむろに右脚を持ち上げた。

　そのまま、水最の腹に向けて、強烈な前蹴りを繰りだしてくる。

「がはッ!?」「───ミィくんっ！」

　不意打ち。ガードも間に合わず、水最は後ろへ吹き飛んだ。

　ソラが鋭い眼まな差ざしを男へ向ける。彼女の全身に刻まれた浅黒い紋もん様ようがバチバチと爆はぜて、小規模な紫電を形成した。

「お前ッ……いきなりなにすんだぁ！」

　紫電を纏まとった拳を振り上げ、殴り掛かっていくソラ。

　男は特に慌てた様子もなく、今度は右手をゆっくりとあげた。

「こっちのチビっ子は人間じゃないのか？　いやはや、難儀だね」

　スゥッと。ソラの拳が届く寸前、男の手が彼女の眼前にかざされた。

　手の平から小型の魔法陣が展開。───瞬間、振り上げていたソラの拳がピタリと止とまった。男に殴りかかろうとする体勢のまま、金縛りにあったように動けなくなる。

「……ッ!?　ど、どうして!?」

「簡単な手品だ。君の中にある攻撃用の術式に、『停止』の効力を持つ術式を横から挟み込んだ。無理に動こうとするなよ？　歯車に小石を突っ込んだような状態だ。下手に動けば元の術式自体がダメになって、バラバラに砕ける」

　一挙動。小さな術式一つでソラの動きを封じた男は、小馬鹿にしたような薄ら笑いを浮かべた。ソラの顔から手を離し、改めて周囲の状況を観察する。

「こいつ、《人工魔女トライフルズ》だな？　となると、管理を任されたオペレーターはそっちの少年か」

　覇気が感じられない男の双そう眸ぼうが、地面に伏す水みな最もへ向けられた。













　腹部にひりつく痛みを感じながら、水みな最もはよろよろと立ちあがる。

　ファー付きのジャケットに、趣味の悪いアクセサリーの取りつけられたスラックス。大柄な体たい躯くも相まって、対たい峙じするだけで威圧感を与えてくるその男。

「お前……何者だッ？」

「ん？　まあ見ての通り、ただの魔術師だよ。こっちのお姫さまのお仲間さ」

　男は半笑いで受け答えると、背後で硬直しているエルを顎でしゃくってみせた。

　……油断していた。まさか他に仲間の魔術師がいたなんて。

　呼吸を乱す水最を見て、エルは気負ったように表情を強こわ張ばらせた。

「幸こう次じ郎ろう……あんた」

「うっす、エル。どうして魔導組合ＡＳＡの連中なんかと、お前が一緒にいるんだ？　こちらに黙って密会とは、あまり穏やかな話じゃないな」

「……べつに。ちょっとからかってやってただけよ。大したことは話してない」

「はぁ？　企業の人間をからかってたって……お前なぁ。軽率な行動は慎めと、つい今朝方言ってやったばかりじゃ───」

「それよりも。あんたこそ、何の用なわけ？　街中で転移魔術を使ってまで訪ねてきたんだから、それなりの報告があったんでしょ？」

　幸次郎と呼ばれた男は、言葉を呑のんで眉をひそめる。

　それから深くため息を吐ついて、

「……アレの場所が判明した。いきなりで申し訳ないが、さっそく作戦を実行に移したい。こちらの準備もすでに整っている」

　その言葉で、エルの全身がビクンッと跳ねた。

　傍はたで話を聞いていた水最も、即座に不穏な空気を感じ取る。二人の魔術師の会話……そして、何かを見つけたという報告。

　まさか───？

「あとはお前次第だ、エル。やるのかやらないのか。企業はすでにこちらの思惑に気づいている。迷っている時間はあまりない」

　冷たく言い放たれる幸次郎の言葉に、エルは三角帽のつばをギュッと握りしめた。

　つり上がり気味の双そう眸ぼうが水最を見る。目が合った。彼女の瞳には躊躇ためらいが見て取れて、迷っている。水最は静かに首を振った。……ダメだ。そっちに行くのはダメだ。

　だが、そんな願いも虚むなしく───。

「……わかった。行きましょう」

「───エル！」

　痛恨の叫びを漏らすと同時に、水最は腰のホルスターから《イグニス》を抜いていた。

「動くなッ。二人ともだ！」

「……残念だが。それは無理な相談だよ、少年。おれたちには使命がある。君がおれたちを止とめようとするように、おれたちには進まなければならない理由が」

　幸こう次じ郎ろうは嘆たん息そく混じりにそう言うと、おもむろにジャケットのポケットへ手を突っ込んだ。

　次の瞬間、拳銃のグリップを握り込む水みな最もに、小さな玉のような物を放り投げてくる。

「金で雇われ、魔術犯罪を取り締まる傭よう兵へい。君に、おれから仕事を与えよう。大きな仕事だ、きっと飽きずに済む。───起動アクテイヴエイト！」

　滞空していた玉が、水最の鼻先で派手に弾はじけた。

　水最は顔を庇かばいながら背後へと後退。すると、玉が弾けたその場所から、強大な魔力が迸ほとばしってくる。ヌルリと肌にまとわりついてくるそれは、あっという間に都市中じゆうへ拡散した。

「なんだこれは……!?　お前、なにをしたッ？」

　喉元から込み上げてくるような焦燥感。

　刹せつ那な、激しい地響きが都立公園の広場を揺さぶった。

「……ちょっとした仕掛けさ。君も企業に雇われるオペレーターなら、エルこいつが保管庫に忍び込んで、エーテルギアの強奪を繰り返していたのは聞き及んでいるだろう？　なぜにそんな回りくどいことをさせたと思う？」

　困惑する水最に、幸次郎はやれやれと肩をすくめて応じる。

「盗みだしたエーテルギア。それにエルの魔力を浸透させたうえで、あえて企業側に回収させた。あとはこちらで一気に術式を再起動させれば、パレードの始まりって寸法さ。沈静化したはずのエーテルギアは残らず息を吹き返し、企業の内部で暴走を開始するだろう」

　恐ろしいことを平然と言ってのけ、幸次郎はヘラヘラと笑う。

　企業側が回収したエーテルギア───おそらくは、メイスが『未遂』と称していたもの。彼らの目的は、初めからエーテルギアを盗むことではなかったのだ。

　あえて回収させてから、内部で一斉に暴走させる。

　そんなことになれば、都市機能などいともたやすく崩壊するだろう。

「さあ、踊れ。三十年前の《大搾取カタストロフ》の再現、エーテルギアの行進だ。おれたちから奪い、蹂じゆう躙りんしたその報い。改めて受けるがいい」

　言いながら、幸次郎は背を向ける。エルもそれに従うように続いた。

　水最は舌打ちをし、遠ざかっていくその背に拳銃の照準を合わせようとする。

　だが、それよりも先に、目の前の地面に大きな亀裂が走った。バリバリと地盤を砕いて、激しい水流が真下から噴きだしてくる。

「ぐっ……!?」

　堪たまらずに後ずさって、巻き込まれないように回避した。

　水流は一筋の束になるように収束し、上昇。

　空中で身を捻ひねると、地上にいる水最にその先せん端たんを向けた。

　───水すい龍りゆう。

　その表現がふさわしい胴長のバケモノが、顎あぎ門とをグバッと開いて高々と吼ほえた。

　広場にビリビリと音が反響する。水最は咄嗟に耳を塞いで鼓こ膜まくの破裂を防いだ。

　揺れる視界。その中に、こちらを振り返るエルの姿が映った。彼女は少し悲しげに目を伏せて、決別するように背を向ける。

　幸こう次じ郎ろうが文言を唱えると、足元に転移式の魔法陣が顕けん現げん。

　すぐさま起動して、二人の姿が一瞬にしてその場から掻かき消きえる。

　水みな最もは血が滲にじむほどに強く拳を握りしめた。

「バカヤロウ……ッ！」

　ようやく咆ほう哮こうの衝撃が治まる。しかし、憤っている暇などなかった。

　上空の水すい龍りゆうが鎌首をもたげ、振り落とす勢いと共に急降下。

　頭上から一筋の激流となって襲いかかってくる。

「───ソラ！」

　急いで振り返ると、ソラが先ほどとまったく同じ体勢で固まっていた。

　幸次郎にかけられた魔術がまだ完全に解けていないらしい。困惑した目でこちらを見ていた。水最は飛び込むようにして、ソラの身体からだを抱く。そのまま地面を転がった。

　直後、今まで水最の立っていた地面にぶち当たった水龍が、バチャバチャと音を立てて弾はじける。押し寄せる水圧に、硬いアスファルトが粉々に砕けた。

　そして数秒と経たたずに、分解した水滴から虹色の光が放たれる。

　魔法陣。空中に描かれたそれは、再び周囲の水分を集め、巨大な龍の形状を作り直した。

「ミ、ミィくん。あれって───」

「……エーテルギアだ。おそらく、暴れてるのはこいつだけじゃない。都市中じゆうが大規模な襲撃を受けている」

　耳を澄ますと、遠くからいくつもの悲鳴が飛び交うのが聞こえた。

　未遂に見せかけてエルが盗みだし、トラップとして仕掛けたエーテルギア。いったいどのくらいの数にのぼるのだろうか？　想像もしたくない。

「じきに他のオペレーターや《ワイズマン》なんかも動き出すはずだ。とにかく、オレたちはここを切り抜けるぞ。動けるか？」

「え、えっと……ま、まだダメだよぉ。思うように体が動いてくれないのッ」

「チッ。あの魔術師、相当に厄介な術式を噛かませやがったな」

　解呪することも考えたが、敵の目の前でそんな悠長なことをしている暇は当然ない。

　ソラを抱かかえたまま、水最はじりじりと後ずさる。上空を浮遊し、悠然とこちらを見下ろす水龍。ソラを使えない状態で太刀打ちできるとは思えない。

「……この場は逃げるぞ。態勢を立て直す」

「ミ、ミィくん」

「口、閉じてろ。───舌噛むぞッ」

　水最はすばやく回れ右をし、都市公園の出口へと駆けた。

　すかさず背後で咆哮が響く。ガリガリと迫ってくる耳障りな音。アスファルトをも削る強力な激流が、こちらを目掛けて追跡してきているらしい。

「うおおおおおおおおおお……！」

　己の全脚力をつぎこんで疾しつ走そうした。

　徐々に出口が近づいてきて───。

「───ぅらあッ！」

　出口の角にあった交通標識のポール部分を掴つかみ、そこを主軸にクルリと方向転換。

　走りの勢いを殺さないままに、水みな最もは横向きに逸それる。

　間髪を入れず、尋常ではない量の水流が背後を通過していった。水最はソラを守るようにしながら前のめりに倒れ、地面を転がる。再び身を起こすと、すでに水すい龍りゆうが空中で旋回して、再びこちらに狙いを定めているところだった。

「こうも状況が絶望的だと泣きたくなってくるな……。っていうか、むしろ笑えてくる」

　引きつった笑いを浮かべ、握った《イグニス》を真まっ直すぐに構えた。

　その瞬間、




「…………先せん輩ぱい？」




　呆ぼう然ぜんとした声。まったく予想していなかった方角からだ。

　見ると、水龍を挟んだ反対側の路地に、一人の少女が途方に暮れたようにたたずんでいた。丈の長いマキシワンピに、ハーフアップにまとめられた艶つややかな黒髪。ここまで走ってきたのか、息が切れている。

「え……。エーテルギア？　どうして、こんな……」

　魂が抜けたようにつぶやく瑠る衣いは、顔を真っ白にして空中の水龍を見上げていた。唐突な出来事に、完全に思考がストップしてしまっているらしい。

　そして最悪なことに、空中の水龍は瑠衣の存在にピクリと反応を示した。

　激流を渦巻かせ、急激な方向転換。ほんのりと朱に染まる両眼には獰どう猛もうな破壊の色が宿る。猛もう禽きんが小さなネズミを狙うがごとく、無防備な瑠衣へ向けて直下して行った。

「三み崎さきぃぃぃぃぃぃぃッ！」

　水最は抱いていたソラをその場に横たえ、絶叫しながら駆け出していた。

　瑠衣へ激突しようとする水龍の矛先に割り込むように、細い体を抱き留める。

　───刹せつ那な、背中に尋常ならざる痛みが走った。

　直撃は避さけたものの、直下する激流が背肉をこそぎ取るように抉えぐる。巻かれていた包帯がジャンパーごと弾はじけ飛とび、昨日の傷口が開いた。鮮血が舞う。

　崩れ落ちるように倒れ掛かる水最を抱きながら、瑠衣は「え……」と小さな声をあげた。

「せんぱい……？」

　返事はなかった。血にまみれ、手足をダランと垂らした水最。自分の手にベットリとこびりついた朱色を目にし、瑠衣はそこで我に返る。

「先輩ッ。そんな、いや……いやあああああああああああああああああああああッ!!」

　長々と響き渡る少女の慟どう哭こく。

　悲痛な嘆きを歯牙にもかけず、空中に虹色の魔法陣が浮かび上がった。

　バラバラになった水滴が収束。龍の姿を再生させて───

「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア───────ッ!!」

　直後、裂れつ帛ぱくの叫びと共に、形成されつつあった水すい龍りゆうの横腹を小さな拳が打った。

　体内に潜り込んだ術式を除去し、自由を取り戻したソラが、鬼の形相で殴り掛かる。紫色の雷光が迸ほとばしった。水龍は苦く悶もんに満ちた咆ほう哮こうをあげて、中心から砕ける。爆散した水滴は完全に魔力を失い、そのまま重力に引かれて落ちた。

　気まぐれな通り雨のように、路地に砕けた水滴が降り注ぐ。

　残ったのは静せい寂じやく。そして、その中にただ一つ響く、少女のすすり泣く声。

　血を失い、意識が朦もう朧ろうとなった水みな最もは、ぼんやりと自分を抱く相手を見つめた。

　涙に顔を濡ぬらし、必死に呼びかけてくる黒髪の少女。……どこかで見た顔。忘れたくても忘れられない、脳裏に焼きついた光景。

　水最はふっと口元を緩め、少女の顔に手を伸ばした。

「……バカ。泣くなよ。オレは……オレだけは……どこにも行ったりしないから……」

　それだけ告げて、水最の意識は完全に途切れた。






　　　　第三章　帝の膝元









『───どうして泣いてるの？』

　燃える空の下。その少女は弱々しく微笑ほほえんだ。

　真っ赤な景色の中、地面に横たわる少女もやはり真っ赤だった。

　水最は涙を流しながら、ただ目の前の光景を眺めている。まだ拙つたない頭───幼い頃の自分にだってわかった。少女を染める朱色が、胸元に穿うがたれた傷口から流れでていること。

　それは命の源であり、もう少女は助かりっこないのだと。

『あは……おかしいの……。わたしはキミたちを裏切ったんだよ？　わたしはキミたちの憎むべき敵なはずなのに。キミはわたしのために泣いてくれるんだね……』

　瀕ひん死しの状態でつぶやく少女は、短く咳せき込こんで血の塊を吐いた。

　もう喋しやべらないでほしい。本当に死んでしまう。

　そう思うのに、水最の全身は恐怖で強こわ張ばり、まともな声さえ発することができない。

　黙ったまま涙を流し続ける水最を、少女は生気の籠らない目で見つめ返してくる。

『ごめんね……本当はこんなことしたくなかった。いつまでも、キミと、ルイと、三人で。なにも考えず、ただ時間に流されるままに。平和に過ごしていたかった……』

『…………』

『でも、それはできないから。わたしがわたしで、自分の存在に縛られている限り。逃れられない、目を逸そらすことはできない。だから……ごめんね』

　繰り返して謝る少女は、水みな最もの頭越しに赤々と燃える空を見上げる。

　フツフツと灯ともるのは光こう芒ぼう。式を組み上げ、破壊を齎もたらす、人が持たざる魔の力。

『ねえ。どうして魔術なんてものがあるんだろうね？　あんなものがなければ、わたしたちきっと、いつまでも仲良くしていられたのに』

　少女はゆっくりと手を上空に伸ばした。

　手の平に浮かびあがる自分の血管を透かすように、降り注ぐ魔法陣の光へとかざす。

『アレはきっと……〝呪い〟なの。わたしたちを隔てて、縛りつける、忌まわしい鎖。あんなものがあるから、わたしたちはわかり合えない』

『…………』

『キミに、一つだけお願いがあるんだ？　あの鎖に縛られている限り、わたしはどこにも行けない。キミにお別れを告げて、心残りなく逝いくことさえ、きっとできない』

　魔法陣にかざされた少女の手がそのまま動き、水最の頬ほおに触れた。

『───壊して。キミが、キミの手で。アレを壊して。そうすれば、もう誰も苦しむこともないから。みんなまた笑えるようになるから。だから、約束してほしいんだよ───』




「───ミィくんっ！」




　沈んでいた意識が、一気に覚醒した。

　初めに感じたのはモサッとした感触。続いてぼやけていた視界が鮮明になり、シミだらけの汚い天井と、こちらを上から覗のぞき込こんでいる二人の少女の顔が映り込んでくる。

「……ソラ……三み崎さき……？」

　水最の目が開いたことを確認するなり、ソラがわっと声をあげて泣きついてきた。

　瑠る衣いも目じりに涙を浮かべて、水最の手をギュッと握り込んでくる。

「……おはようございます、先せん輩ぱい。昼寝にしては随分と遅いお目覚めですね」

　口では冗談を飛ばすものの、瑠衣の声は震えていた。もちろん、握ってくる手も。

　ソラのほうは胸元に張りついたまま、強く顔を押しつけて、まったく離れようとしない。

「ミィくん、ミィくん～っ。よかったんだよ、助かって本当によかったんだよぉ！」

「お前ら……。そうか、オレ。暴走したエーテルギアに一撃をくらって───」

　その後はどうしたのだろう？　というか、ここはどこだ？

　上半身を起こしてみる。体には真新しい包帯が巻かれていた。少し動くと背中が鈍にぶく痛んだが、傷の処置が適切だったらしく、再び出血するようなことはなかった。

　辺りを見回すと、場所は薄暗い個室。水最は、その部屋の隅にあるモサモサでホコリだらけのソファに寝かされていた。すぐに、ここがどこであるのか把握する。

「───うーっす、死にぞこない。人に『死ぬな』とか言って出て行ったそばから、自分が死にかけてんじゃないわよ。バカじゃないの」

　不意に、聞き覚えのある声が飛んでくる。

　見ると、パソコンの置かれたデスクの前で、亜あ麻ま色いろ髪の少女が椅子に腰かけていた。

「カナル……。どういうことだ。お前が助けてくれたのか？」

「冗談。アタシはただ、場所を間貸ししてやっただけよ。アンタをここまで運んできたのはソラちゃんで、治療を行ったのはそっちの女の子。……アンタも悪運が強いわよね。もう少し傷が深かったら、血が足りなくてあの世行きだったのに。もったいない」

　怪け我が人にんに対して思いっきり憎まれ口を叩たたくカナルは、目と目の間を人差し指で擦こすった。いつもはそこにあるはずのボロ眼鏡は、壊れた状態でパソコンの隣に置かれている。

　水みな最もはカナルから視線を戻し、隣にいる瑠る衣いを見やった。

　瑠衣が着ていたマキシワンピは、黒く固まった血で汚れている。よく見ると、彼女の足元には同じく血色に染められたガーゼがいくつも転がっていた。

「あの人……カナルさんが包帯や消毒液などを貸してくれたんです。背中の傷も以前のものが開いただけという感じだったので、本当によかったです」

「……そっか。あんがとな、三み崎さき。服、汚しちまって悪かった」

　素直に礼を言ったつもりだったのだが、瑠衣の顔はとたんにくしゃくしゃになった。

　水最は驚いて目を丸くする。

「な、なんで泣きそうになってんだッ？」

「先せん輩ぱいのバカっ！　服のことなんてどうでもいいんですっ」

　涙声で叱しつ咤たした瑠衣は、ジャンパーを脱がされて剥むきだしになった水最の肩に、軽く額を乗せてきた。ほんのりと温かな体温が伝わってきて、不覚にもドキリとしてしまう。

「……わたしを。わたしなんかを助けるために、こんなに無む茶ちやをして。どうして先輩は、自分のことを大事にしてくれないんですかッ」

「え、いや……。だって、あのときはお前が危なかったし……」

「わたしを助けられれば、自分が傷ついていいなんて道理はありませんっ！　もっともっと、自分のことも大切にしてくださいッ。でないと……！」

　肩に当たっていた顔が持ち上げられる。

　間近から睨にらんでくる彼女の両目からは、透明な雫しずくがポタポタと零こぼれ落おちていた。

「心配で、すごく心配で……ッ。助けてもらったのに、わたし、心配しすぎて危うく死んじゃいそうだったじゃないですか……！」

　水最は面食らったように言葉を失った。

　───あのとき。身を投げ出してまで瑠衣を守ったこと。後悔はしていない。

　けど、そのあと自分がどうなって、彼女がそれをどう思うのかなんて考えもしなかった。

「……悪かった。もうあんな無茶はしないよ」

「当たり前ですッ。絶対ですからね!?」

　瑠る衣いは涙を拭うと、安心したように少し笑った。

　水みな最もも気が抜けたように笑い返す。すると、胸に張りついたソラがむっとして「ソラも心配したんだよッ」とよくわからない対抗意識を燃やしてきた。相変わらずやかましかったが、まあこいつらしくていいかと思う。

「……はいはーい。お三方とも、仲良しこよしは大変結構なんだけどさ？　今がどんな状況か、忘れてない？」

　そのとき、水を差すように、横からカナルの冷めた声が飛んできた。

　水最たち三人は、ハッと息を呑のんで振り返る。

「カナル。今、都市はどうなっている？」

「それをアタシに訊きくのかね。そっちの二人がアンタを病院じゃなくここに連れてきた時点で、まともな状態じゃないのはたやすく想像つくっしょ」

　言いながら、カナルは自分のデスクに置いてあるパソコンをコンコンと叩たたく。

「外に出て、自分の目で確かめてみれば？　あちらこちらでエーテルギアが暴走して、もう滅め茶ちや苦く茶ちやよ。術式の共鳴干渉の影響で、人工魔術ブラツクアートを動力とした電子機器とかもすべてストップしちゃってるし。アタシの商売道具もこのとーり、ただの箱状態っていうね」

　パソコンの電源は完全に落ちていた。

　水最は反射的に自分のズボンのポケットを漁あさる。中から携帯電話を取りだし、電源ボタンを押してみるが───うんともすんとも言わない。

　内部に組み込まれた術式が、完全にショートしているのだ。

　おそらく、都市内に溢あふれる異常な魔力量の影響を受けたのだろう。

「おいおい。じゃあ、都市機能は今───」

「だから滅茶苦茶だって。共鳴干渉を受けないようにプロテクトされた企業の最新コンピューターなんかは知らないけどさ。日用品はほぼ全滅じゃない？　連絡手段なんかも絶たれて、警察は一般市民の避難誘導に四苦八苦みたいよ？」

　カナルの説明に、瑠衣が表情を曇くもらせた。

　彼女もまた、カナルの言う『警察』の一員だ。都市の非常事態にこんな寂れた場所にいるのは、おそらく水最の怪け我がの治療をするためだったのだろう。

　握っていた手を離し、瑠衣は静かに立ちあがる。

「すみません、先せん輩ぱい。わたし、もう行かなければ」

「……行くって。その滅茶苦茶だっていう現場にか？」

「わたしは《ワイズマン》のメンバーです。魔術的脅威から市民を守り、戦わなければいけない義務があります」

　瑠衣の言葉には、確固たる信念が感じられた。

　マキシワンピのスカートをたくしあげ、太もものホルスターに収められた拳銃を確認。残弾のチェックなどを手早く済ませ、背を向ける。

「……カナルさん。あなたが何者なのかよくわからないけど、先せん輩ぱいを助けるのに協力してくれたこと、感謝してます。ありがとう」

　律りち儀ぎにお礼を言う瑠る衣いに、カナルは渋い顔をした。

　カナルは裏社会のバイヤーだ。本来なら瑠衣とは相いれない立場の人間のはず。それをバカ正直に暴露するわけにもいかないので、「うん、まあ、ね」と曖昧な返事だけをする。

　瑠衣は最後にもう一度、こちらを振り返った。

　水みな最もは眉をひそめ、彼女を真まっ直すぐに見据える。

「三み崎さき。本当に、行くのか？」

「はい。危険があるのは重々承知してます。だけど、私自身が戦うって決めたんです。人を傷つける魔術、犯罪を起こす魔術師。わたしはそれを絶対に許せない。だから」

　───行ってきます、と。

　ハッキリと告げて、深く頭を下げた。

　挨拶を終えた彼女はもうこちらを振り返ることもせず、部屋を出て行く。

　戸が閉まって、完全に瑠衣の姿が見えなくなった。

　苦い思いで目を伏せる水最に、カナルが茶ちや化かすように口笛を吹く。

「くぅ～。カッコいいわねぇ、市民を守ると心に誓ったお巡りさん。べつに見習いたいとは思わないけどさ」

「…………」

　カナルの言葉にはなにも返さなかった。代わりに、黙ってソファから足を下ろす。

　水最の動きに、ソラが即座に反応を示した。胸元から離れて、コクンコクンと頷うなずき返してくる。こちらの意図を無言で察してくれるのは素直にありがたい。

　立ちあがる水最たちに、カナルが白けたような目を向けてきた。

「うえぇ。もしかして、アンタらも行くつもり？」

「オレは《人工魔女トライフルズ》のオペレーターだ。魔術犯罪を食い止とめるのが仕事内容。それに、魔導組合ＡＳＡ側からの任務も受けている」

「ふーん。言葉面づらだけ聞けば立派だけどさ。……アンタ、本当はなにがしたいわけ？」

　突き刺すような鋭い声色に、水最は目を細めてカナルを見た。

　カナルは椅子の背もたれに寄り掛かったまま、こちらを胡う散さん臭くさそうに睥へい睨げいしている。

「アンタが何をしたいのか、アタシにはイマイチ見えてこないのよね。さっきの警察の子には、魔術と戦うって強い意志が感じられたわ。だけど、アンタにはまるでそれがない。金のためだけに動いてる……ってのもなんか違うし」

　カナルは片目をつむり、水最を鋭く射すくめる。

「ねえ。アンタの戦う理由ってなにさ？」

　薄暗い部屋に虚むなしく響く問い。

　それは、水最がエルやシエルを引き留めることのできなかった最大の理由だった。

　本来なら、魔導組合のオペレーターとして、力ずくでもエルを止めるべきだった。それなのに、自分は甘ったれた意見を述べて、挙あげ句くに説得に失敗した。

　自分はなにもかもが中途半端。他のオペレーターのように任務と割り切って動くでも、瑠る衣いのように強い使命感を持っているでもない。

　───でも。

「思い出したんだ」

　ふいと告げる。

「オレが魔導組合ＡＳＡに身を置くことを決めた最初の理由。始まりのキッカケ。金とか正義とか、どうだっていい。その約束を果たしたいから、オレは戦う」

　きつねに抓つままれたような顔をするカナルに、水みな最もは不敵に笑いかけて、

「───オレは、魔術を、魔術そのものを殺す。それがオレの戦う理由だ」

　カナルは途方に暮れたようにポカンと口を開け放った。

　だが、すぐに「ぶふっ」と大きく噴きだして、大笑をする。

「あははははっ。なにそれ？　……魔術そのものを殺す？　憎むべきは人でなく罪、魔術師ではなく魔術ってわけ？　アンタそれ、まともな考えじゃないわよ？　人間も魔術師も、魔術というモノを奪い合って、長年争ってるっつーに。両方から怨うらまれでもしたいわけ？」

「結果として怨まれるなら。そうなるのかもな」

「ふひひっ。いいじゃん。そういう破滅的でぶっ壊れた考え、嫌いじゃないわ」

　言って、カナルはひゅっと片手を振り上げた。

　何か黒く重い物体が投げつけられてきて、水最は反射的にキャッチする。

　それは───人工魔術ブラツクアート式の半自動式拳銃、《イグニス》だった。

「持っていきなさい。必要でしょ」

「……って。おい。これ、オレのもんじゃねーか。いつの間に引ひっ手た繰くりやがって」

「アンタが気絶してる間に、ちょっといじらせてもらっただけよ。ひととおりのメンテナンスもついでにやっといた。感謝しなさい」

「チッ。本当に油断ならない女だよ、お前」

　水最は手の平で鮮やかに《イグニス》を回し、腰のホルスターに収める。

　戸を開き、外に出ると、肌にまとわりつくような熱気を感じた。

　すでに陽は地平線の彼方かなたへと落ち、夜を迎えている。しかし、頭上の空は鮮烈な赤に染まっていた。いたるところからあがる火の手。そこにフツフツと浮かびあがるのは、無数の魔法陣だ。都市崩壊の危機───。それがまさに現実のものとなりつつある。

「ソラ、いけるか？」

「……ソラはミィくんの道具だもん。ミィくんが決めたなら、いつでもいいの」

「そうかよ、じゃあ、任務ミツシヨン開始といきますか」

　言葉に応じて、ソラの全身から魔法陣が展開された。

　肉体に刻まれた浅黒い紋もん様ようが発光し、激しい紫電を巻き起こす。

『オペレーター、命令認識。本社アレクトリアの規定と照合、オペレーターの命令を許諾。術式兵装を選択してください』

「……術式兵装選択。超近距離格闘戦用術式《メギンギョルド》。使用許可を要請する」

『本社アレクトリアの規定と照合。許諾。《人工魔女トライフルズ》、ソラ。オペレーターの判断に従い、術式兵装の起動を開始します』

「術式兵装展開。起動アクテイヴエイト《メギンギョルド》───」

　魔法陣がソラの体内に収納され、雷撃の衣を纏まとった。水みな最もはその小さな肩に手をかける。

　魔法陣に埋め尽くされる上空を仰ぎ、静かに、しかし力強く告げた。

「殲せん滅めつせよ───《人工魔女トライフルズ》」





　　　　//






　あたりは気味が悪いくらいに静かだった。

　アレクトリア本社、正面玄関のエントランスホール。そこに一人たたずむ三角帽の少女は、吹き抜け部分の天井を見上げる。

　あちらこちらの窓ガラスが割れ、鉄骨や梁はりが折れ曲がり。ビル内部は酷ひどい有様だった。

　おそらくはエーテルギアが暴れ、外部へと進攻していった名残なのだろう。今はがらんどうと化していて、エーテルギアどころか、人っ子一人として見当たらない。

「……こちらの陽動作戦が成功したってことなのかしら？　全員避難したってならありがたいんだけど、罠わなの可能性も充分に考えられるわね……」

　そんなことをつぶやきつつも、後には引き下がれなかった。

　好機であれ、罠であれ、やらなければならないことがある。ついに探し当てたのだ。取り戻さなければならないもの───今の自分にとっての全てが。

　エルは膝を折ると、磨かれた床に手の平を叩たたきつけた。

「───理を食い破り、来よ、深しん淵えんの魔人。閉ざされた鳥籠、軛くびきに穿うがたれた棺ひつぎ、式に繋つながれし者よ。我がうちに宿る帝の血を以もって、昏くらき彼方かなたから此方こなたへの帰還を赦ゆるさん───」

　紡がれる詠唱。それに呼応して、エントランスホールの中心部から巨大な魔法陣が顕けん現げんした。徐おもむろに回転し始めるソレは淡い光を放ち、吹き抜け構造になったビルから天へと昇る。

「……召喚式。いくら探しても、どおりで見つからないはずよ。人間の分際でこんな高度な魔術まで用いて、あたしたちの目からアレを隠し続けていたんだから」

　吐きだすように告げると、エントランスホール全体が激しく揺れた。

　床で回転する魔法陣。そのうちより───巨大な黒塗りの箱が顕現した。

　横幅は少なく見積もっても十メートル以上。高さはさらにその二倍以上あり、分厚く、奥行きは広い。その異様な物体は、何かを納める棺のようにも思えた。

　三角帽の中で、小さな友人が身震いするのを感じる。

『エ、エル───』

　懐中時計に組み込まれた人格を持つ術式、シエルの声は慄おののいていた。

　エル自身も、不気味なオブジェを思わせるソレにただただ圧倒され、言葉を失う。

　単純な大きさだけではない。この箱からは禍まが々まがしい瘴しよう気きのようなものを感じる。

『や、やっぱりやめようっ！　これを解放しちゃったら、どうなるのか想像もつかない。すごく……すごくイヤな予感がするのッ』

　シエルの弱腰な提案に、エルはかぶりを振った。

「バカ。ここまできたのよ。ようやく、ここまで。これを解放すれば、『五ご帝だい』は自由を取り戻せる。それがあたしの最大の願いでもあるから」

　震える体を叱しつ咤たし、エルはゆっくりと箱に近づいた。無機質な表面に手を触れる。ひんやりとして冷たい。まるで己の体温を吸いだされているかのように錯覚しそうだった。

　っと。指先になにか違和感を覚えた。

　いったん手をどけてみると、すぐにその正体が知れる。

　箱の表面、エルが触った部分に、小さな彫り込みが施されていた。おそらくは、中身を識別するための刻印。ソレの名である。

　彫り込みはこう刻まれていた。

　───《ＣＩＥＬ》と。

「……あたしが、あたしの手で、あんたを助けるの───シエル」

　決意に満ちた少女の言葉は、ただ静かに、誰もいないエントランスホールへと響いた。





　　　　//






「───前列、撃ち方はじめッ」

　鋭い号令を合図に響き渡る、無数の銃撃音。

　繁華街の北ブロックを抜け、南へと移動していた瑠る衣いは反射的に足を止とめた。

　道幅の広い交差点。路上には共鳴干渉の影響で動力がショートし、乗り捨てられた乗用車などがポツポツと見受けられる。

　そのさらに奥に、隊列を組んで銃声を轟とどろかせる真っ黒な集団がいた。

　防護服に身を包んで、頑丈な盾を構える男たち。《ワイズマン》の一分隊である。

　彼らが囲み、対たい峙じしているのは、路上を塞ぐようにたたずむ巨大なシルエット。赤あか錆さびた装甲板で全身を固めるソレは、どうやら人に似た形を象かたどっているようだった。

『───シュオオオオオオオオ……！』

　前方からばら撒まかれる弾丸の礫つぶてを全身に浴びながら、装甲に覆おおわれた巨人が頭部と思おぼしき部位から低い不協和音を奏でた。

　……憤っている。《ワイズマン》分隊の作りだす弾幕は巨人の動きをなんとか封じることに成功していたが、表面を覆う装甲には傷一つつけられていない状態だった。あの巨人にしてみれば、目の前の精鋭たちも煩わずらわしいハエ程度にしか過ぎないのだろう。

　瑠衣はその戦場へ真まっ直すぐに駆け寄って行った。

「啓けい太たさんっ」

「ッ!?　お、お嬢。無事だったのかっ」

　弾幕を形成している前列の背後に待機する、後列の一群。その中の一人、よく見知った顔の青年が、安あん堵どと焦燥が半々に入り混じったような表情で出迎えてくれた。

　瑠る衣いは万が一にも流れ弾に当たらないよう身を低くしつつ、鳴り響く銃声を押しのけるように声を張り上げる。

「状況はッ!?　住民の避難はどうなっていますかッ？」

「とりあえず、あらかたの避難誘導は完了した！　だけど、全体までは把握できていないッ。人工魔術ブラツクアートを動力とする通信関連の機器がほとんどダメになっちまってるんだ！」

　彼、百もも瀬せ啓太も叫びに近い大声で応じる。

「街中で三十近いエーテルギアが好き放題に暴れ回っているッ。しかも、どれも魔獣を象かたどった自立式、識別タイプ：悪塊グランドだ！　術者を叩たたこうにも姿が見えねえ！」

　切羽詰まった啓太の報告は、現状の最悪さを計るのにこれ以上ないくらい適切だった。

　識別：悪塊。発現する魔術が生物の形状を取り、自立して駆動するそのエーテルギアは、起動さえさせてしまえば術者の直接操作を必要としない。そのぶん知能や行動パターンは単調になるのだが、近くで操作する術者を叩いて止とめるという容易な対処法を取ることができないのだ。

　ただそこにあって、ひたすらに破壊を振ふり撒まく。

　無差別な都市攻撃を行うのに、これほど優れた魔術兵器はない。

「今は分隊が各方面に展開して足あし止どめを行っている！　魔導組合ＡＳＡの連中も動いているみたいだ。最悪な状況には変わりないが、なんとか食い止めて───」

　そのとき、突風が路上へ吹き付けた。頭上を巨大な影が通過。大量の砂さ塵じんが舞い上がり、もろに煽あおられた瑠衣たちは堪たまらず地面へなぎ倒される。

　吹き荒れる風と砂すな埃ぼこりに目を細めながら、瑠衣は上空を仰いでその原因を目視した。

「もう一体……!?」

　地上に風と砂を振り撒き、真っ赤に染まった空を横断する機影。

　黄土色の両翼を持つ怪鳥が悠然と滑空していた。その大きさはやはり尋常ではなく、翼を広げた状態で優に七メートル近くはある。翼の内側には横一列に魔法陣が配置されており、そこからジェットエンジンのように渦巻く風が吐き出されていた。

　もはや生物とカテゴリしていいのかもわからないその異い形ぎよう。

　だが、瑠衣たちの驚きはそれだけにとどまらなかった。

「アレって……人か？」

　たまたま近くで伏せていた隊員の一人が、ポツリと漏らす。

　すでに瑠衣も同じものを視界に捉えていた。空を横断する怪鳥。そのすぐ真後ろから、キラキラと瞬またたく光の尾を引いて追尾する、小さな影。

　……人間。十代後半くらいの若い女だった。体には丈の長い寒色系のレインコートを羽織り、頭にスクエア型のサングラスを乗せた、ひどくちぐはぐな恰かつ好こうをしている。しかし、そんな特徴的な外見など、さして気に留めるほどのことではない。

　彼女は文字通り、高速で空を飛行していた。

　風にはためくレインコートの裾すそから光の粒子を振ふり撒まいて、先行する怪鳥の後ろにピッタリと張り付いているのだ。

「───おってがら、おってがら、さらにもひとつっ♪　も～らいっと♪」

　歌うように紡がれた涼しげな声色。それは不思議と明快な響きを帯びて、遥はるか眼下にいるはずの瑠る衣いの耳にもハッキリと届いてきた。

　女はクンッと体を前のめりに倒すと、急加速。螺ら旋せんを描くようにして、怪鳥の周囲をグルグルと回り始めた。レインコートから散布される光の粒子が彼女の通った軌跡をなぞり、怪鳥の巨体を包み込む。

　次の瞬間、バキバキと乾いた音を立てて、光の粒子が端から凍りつき始めた。

　氷は一本の縄のようになって、怪鳥を空中で緊きん縛ばく。自由を奪われた翼を持つ化物は両翼を必死にバサつかせて高く啼なくが、振りほどけない。

　女は悠々と怪鳥の腹の真下から回り込むようにして、巨大なくちばしの前でピタリと静止した。唇に人差し指を当て、可愛かわいらしくウインクをしてみせる。

「術式兵装展開、《ニヴルヘイム》。───じゃあねぇ、小鳥ちゃんっ♪」

　刹せつ那な、怪鳥を空中で捕らえていた氷の縄が罅ひび割われ、自壊した。

　粉々になった氷の破片は怪鳥の全身を切刻み、ズタズタにする。立派な翼さえも紙切れのように引き裂かれて、真っ逆さまに墜おちた。

　激震。怪鳥の墜落と同時に、その衝撃の余波が近くにいた瑠衣たちのところにまで及ぶ。啓けい太たは咄とつ嗟さに瑠衣の頭を押さえ、全身で庇かばうようにした。目も開けてられないほどの風と砂さ塵じんに加え、先ほど振り撒かれた氷の破片までが吹きつけてくる。

「クソ……《人工魔女トライフルズ》かッ!?　あいつら、街中で見境なしかよ！」

　まだ民間人が残っているかもしれない都市上空での大規模な攻撃用術式の発動。

　市民を守ることが第一の《ワイズマン》分隊にとっては、正気を疑うような行動だった。しかし、あの女性───《人工魔女》と、そのオペレーターは、魔導組合ＡＳＡに金で雇われただけの傭よう兵へいだ。目標さえ殲せん滅めつできるのなら、周囲への被害などどうでもいいのだろう。

　こんな戦いが都市中じゆうで繰り返されているのだ。もはや、ただの魔術犯罪で済むレベルの話じゃない。『魔導災害』。おそらくはそれに分類される被害状況である。

　巻き起こった衝撃の余波はなんとか治まったものの、瑠衣たちに息を吐つく暇などなかった。

　前方───。怪鳥の出現によって弾幕が途切れたことで、対たい峙じしていた装甲巨人が軋きしみを立てて行動を開始する。

「くッ……。隊列を組み直せ！　もう一度、足あし止どめを試みるんだ！」

　啓太が号令を飛ばし、地面に伏せていた隊員たちが慌てて身を起こす。

　……それとほぼ同時。

　多少の眩暈めまいを感じながら立ちあがった瑠る衣いは、信じられない光景を目にした。

　地響きを上げてこちらに接近してくる装甲巨人。

　その進行方向───路地から突然、フラリと小さな人影が現れた。

　子供。幼い女の子だ。

　泣くじゃくりながら両親の名を叫ぶその子は、明らかに一般人だった。

「───啓けい太たさんっ！　射線上に逃げ遅れた子供がいます！」

　瑠衣の警告で、啓太もすぐにそれに気付いた。大声をあげて、隊列を組もうとしていた隊員たちに射撃行動の制止をかける。

　それよりも早く、瑠衣は駆け出していた。

　盾を構える隊員たちの間をすり抜け、異様な威圧感を放つ装甲巨人の前へ。

　女の子はその足元にいた。泣いていたせいで接近する巨人の存在に気づけなかったのか、涙に濡ぬれた瞳を見開き、途方に暮れたみたいに立ちすくんでいる。

　間に合わない、このままでは踏みつぶされてしまう……！

「あああああああああああああッ！」

　裂れつ帛ぱくの咆ほう哮こう。細い指が走り、太もものホルスターに差し込まれた拳銃を抜いた。

　走りながら前方の装甲巨人の頭部へと照準。連続で引き金をしぼった。

　反動の衝撃で腕が千切れ飛びそうなほどの痛みが走る。それでも構わずに連射。バラまかれた弾丸はすべて、巨人の顔面へ見事に直撃した。

『───フシュアアァァァァァァ……』

　大したダメージにはならないが、牽けん制せい目的は果たした。巨人の動きが少しだけ鈍にぶる。

　その隙に、瑠衣は巨人の足元へと潜り込んだ。女の子の身体からだを抱き上げる。

　逃げようと振り返った直後───頭上に影。

　見上げると、すでに怯ひるみから立ち直っていた巨人の足が、覆おおいかぶさるようにして迫ってくるところだった。瞬間的に脳内を巡る死の予感。

　せめて女の子の身だけは守ろうと、瑠衣は背中を向けて縮こまった。

「おじょおおおおおおおおおおおおおおおおお──────────ッ!!」

　啓太の絶叫が耳じ朶だを打つ。

　多大な重量を有する巨人の足が、瑠衣の背中を目掛けて振り下ろされて───




「───叩たたき潰つぶせ、ソラ！」




　紫色の雷光が奔はしった。

　赤あか錆さびた装甲に包まれた巨人の横腹を、一直線に穿うがつ。《ワイズマン》からの一斉射撃を物ともしていなかった装甲板はぐにゃりとひしゃげて、巨体が横向きに沈んだ。

　転倒の衝撃から女の子を守りながら、瑠衣はハッと顔を上げる。













「どうして───先せん輩ぱいっ！」

　巨人に一撃を与えたソラは、反動で跳ね返って、少し離れた場所に立つ少年の隣へ着地した。少年は体の調子を確かめるように首の骨を鳴らすと、こちらに歩を進め始める。

　少年の背に刻まれた傷は完全に癒いえておらず、身体からだには包帯と、ボロボロになったジャンパー。瑠る衣いや他の《ワイズマン》のメンバーよりも、遥はるかに弱って見えた。

「油断するな、三み崎さき。まだ終わってない」

「え───」

　間を置かずに、再び地響きがした。女の子を抱いたまま呆ぼう然ぜんとする瑠衣の背後で、瓦が礫れきを弾はじき飛とばしながら装甲に覆おおわれた巨体が身を起こす。

　迸ほとばしる魔力、そして押し潰されそうな威圧感。振り返ることさえ恐ろしかった。

　鋼鉄で出来た五指でアスファルトを穿うがち、装甲巨人が無機質な頭部を持ち上げる。

『───シュラララララァァァァァ……！』

　威嚇をするように、耳障りな不協和音を奏でる。

　巨人は足元の瑠衣たちを見てはいない。路上の向こう───攻撃を仕掛けてきた少年と少女に、警戒を示している。

　少年……錺かざり矢や水みな最もは、物臭そうな仕草で頭を掻かいた。

「人型のエーテルギア……聞いたことがあるな。確か、銘は《グレンデル》とか言ったか？　何年か前にも魔術犯罪に利用されて、アレクトリア社に回収されたんじゃなかったっけ」

　それから、ニッと不敵な笑みを零こぼして、

「……まあいいや。非常事態だ。再度回収するのも難しそうだし、遠慮なくぶっ壊させてもらうぜ。───そこを動くなよ、三み崎さき」

　言って、強く踏み込み駆けた。

　水みな最もの急速な接近に、巨人が迎撃態勢を取るため身を捻ひねる。

　先ほどの一撃が効いているらしく、微妙に動きが覚おぼ束つかない。しかし、戦闘の意思はまったく削そがれていないようだった。強きよう靭じんな腕を持ち上げて、横よこ薙なぎにする。水最を狙った大ぶりのその一撃は、巨人の足元にいる瑠る衣いと女の子にも襲いかかった。

「きゃああああっ！」

「───ソラ！　二人を！」

　水最が叫ぶと、彼の背後から鋭い閃ひらめきが奔はしった。

　地面を這はうようにして迸ほとばしる雷光。一瞬で水最を追い抜き、巨人の足元へと潜り込んだ。まばたき一つする間に目の前へ現れた少女に、瑠衣は瞠どう目もくする。

「ソ、ソラちゃ───」

　言いかけた直後、浮遊感。一般人の女の子ごと瑠衣を抱かかえ上げたソラは、巨人の股下を潜くぐり抜けるようにその場を離脱した。

　一拍遅れて、巨人の腕が路上を薙ぎ払う。

　アスファルトをめくり上げながら繰りだされるその尋常ならざる一撃を、水最は咄とつ嗟さに跳躍して回避した。靴先を掠かすめるように、すぐ真下を鋼鉄の腕が通過していく。

　地面に転がる形で着地した水最は、即座に立ちあがった。

　見ると、巨人は腕を振り下ろした体勢で硬直していた。

　脇腹部分のひしゃげた装甲がバチバチとスパークしており、そこから小型の魔法陣が弱々しく明滅している。ソラが一撃を与えた箇所だ。

　……またとないチャンス。迷わずに駆けた。

「ミィくん！　あいつ、すっごい硬いよ！」

　瑠衣たちを安全な場所に降ろしたソラが、振り向きつつ警告を飛ばしてきた。

「わかってる！　───だったら直接、中核を叩たたくさ！」

　巨人がおもむろに頭部と思おぼしきものをもたげ、『フシュウウウ……！』と威嚇してきた。

　水最は怯ひるまない。相手が完全に動きだす前に懐へと潜り込み、装甲の出っ張りを足場として、巨人の身体からだをすばやく駆け上った。

「……頼むから大人しくしてろよな、デカブツ」

　狙いを定めたのは、装甲の綻ほころび。ソラによって穿うがたれ、隙間が出来た部分に指をかける。

　同時に、反対の手で腰の《イグニス》を抜いた。

　そのまま銃口を、穿たれた隙間にねじ込む。

　ちょうどのタイミングで、巨人がフリーズ状態から立ち直った。巨人は脇腹に張り付く水最を一いち瞥べつすると、服に付着したホコリを払おうとするように強靭な腕を動かす。

「先せん輩ぱい！」「ミィくんっ」

　恐怖を帯びた二人の叫びが、咄とつ嗟さに耳に届く。

　迫りくる危機を肌に感じながらも、水みな最もはすでに集中していた。

「術式の再演算開始───」

　巨人の体内へねじ込まれた《イグニス》の銃口前に、魔法陣が展開。

　即座に、巨人の内部にある術式と接続。

　そこから辿たどるように全身の構造を高速で把握していく。……エーテルギアも所詮はモノにすぎない。術式の構造を把握し、それがどんな仕組みで起動しているのかを知れば、生かすも殺すも容易たやすいのだ。

「───起動アクテイヴエイト！」

　刹せつ那な、引き金が引き絞られた。

　銃口前の魔法陣を砕いて、弾丸が射出。弾丸そのものは巨人の内部に跳ね返って虚むなしい反響を轟とどろかせるだけだったが───本命は違う。

　弾丸に込められた魔力。そして呪じゆ詛そ破りの術式。

　水最の高速演算によって導かれ、内部の術式を精密に辿るソレは、ピンポイントで巨人の中核を担う部分を破壊する。

『───ギッ……！』

　水最に腕を伸ばしかけていた巨人が、苦しげに掠かすれた音を漏らした。

　間を置かずに赤あか錆さびた装甲が罅ひび割われ始める。全身からはいくつもの魔法陣が浮きでて、激しくスパークした。巨人は足元から崩れ落ちるように瓦が解かい。水最も咄とつ嗟さに装甲板を蹴って離れ、その崩壊の余波に巻き込まれないよう地面を転がった。

　今度こそ完全に沈んだ巨体はただの鉄塊同然となり、動かなくなった。

　敵の撃沈を確認すると、水最はよろよろと身を起こす。包帯に巻かれた背中の傷がわずかに熱を帯び、鈍にぶい痛みを感じた。……少し暴れすぎたか。

　深呼吸をしてから、《イグニス》をホルスターに収めて振り返る。

「……過重労働も甚はなはだしいな。最初に設定された報奨額じゃ、とてもじゃないが足りない。あとでメイスにせびってやらなきゃな───」

　そのとき。冗談半分に言う水最の胸元に、何かが飛びついてきた。

　はじめはソラかと思ったが、違う。顔を押しつけ、背中に手を回してくるのは瑠る衣いだった。華きや奢しやな身体からだは壊れそうなくらいに震えている。

「……三み崎さき？」

「───どうして」

　涙声と一緒に、背中に回された彼女の手が、水最の傷口を優しく撫なでる。

「どうしてっ！　来てしまったんですか!?　先輩は大おお怪け我がをしてるんですよ？　戦う前からもうボロボロじゃないですかッ。そんな状態で無理しないでください！」

　いつもの説教……ではなく、瑠衣の声には縋すがるような響きがあった。

　普段ならなにかしらのリアクションをとるソラも、今は無言で立ちつくしている。彼女は兵器。オペレーターが望むなら、決してその意思に反論は唱えない。だからこそ、水みな最もを心配に思う心を、黙って瑠る衣いに託しているようだった。

　必死に訴えかけてくる瑠衣の肩に手を乗せ、水最は困ったように眉尻を下げる。

「自分でもバカだと思ってるよ。傷口は痛むし、戦うのもしんどい。───けど、お前が自分で選んで《ワイズマン》にいるように、オレも自らの意思で《人工魔女トライフルズ》のオペレーターになった。これが今のオレの仕事だ。中途半端なんかできない」

「それで死んじゃったら元も子もないじゃないですかッ。さっきもちゃんと言ったはずです。先せん輩ぱいの身になにかあったら、わたしは───」

「あれぇ？　もう終わっちゃったのぉ？」

　瑠衣の言葉にかぶさるようにして、唐突に明るい声が響いた。

　思わず驚いて、二人は身を離す。

　そこに、キラキラと輝く光の粒子を振ふり撒まきながら、レインコートを羽織った一人の女が空中から舞い降りてきた。

「あちゃー。潰したエーテルギアの触媒を回収してる間に、次の獲物をとられちゃったかぁ。いつかのニュースでみたことのあるヤツだったし、大物だと踏んでたんだけどな。まあ、しゃあないっ♪　ソレは君らに譲るとするよー♪」

　歌うような独特の語り口。

　少し離れた場所にいるソラがブルリと身を震わせた。

「『リリバス』……！」

「ん？　あらら、誰かと思えばソラじゃないっ♪　何年か前に新しいオペレーターに引き取られたって噂うわさは聞いたけど、ホントだったんだねぇ。また同じ現場で働けて、おねえさんは嬉うれしいよ♪」

　リリバス。その名を聞いて、水最と瑠衣も目を丸くした。

　……現時点で、最も有名な《人工魔女》の名だった。魔術犯罪の解決件数、そして魔術的遺産の回収数などの活躍に際して、他のオペレーターたちから群を抜いていると聞く。

　魔導組合ＡＳＡが有する切り札。魔術殲せん滅めつのエース。直接顔を見たのは水最もこれがはじめてだったが、外見からはそのような噂を持つ兵器だとはとても想像できなかった。

「ふーん。じゃあ、あの《グレンデル》を沈めたのは君だったんだぁ♪　それなら、なっとくなっとく♪　そちらのイケメンくんが今のオペレーターかな？　うまくやれているみたいでなによりだよ」

「…………」

　暢のん気きにしゃべりかけてくるリリバスに、水最は警戒するように眉根を寄せた。

　彼女の人格がどんなものかは知らない。しかし、周囲の被害も考慮することなく平然と術式兵装をぶっぱなしていたところから見るに、まともな良心の持ち主とは思えなかった。

　こちらの考えを察したのか、リリバスは苦笑いで肩をすくめる。

　っと、そんなとき。彼女の耳元に、突如として小型の魔法陣が展開した。

『───リリバス。次の獲物を捕捉した。そちらから北西に一キロほど、すぐに合流しろ』

「……おおっ♪　りょーかいだよ、我が愛いとしのマスター。せっかく訪れた絶好の狩時、稼げるときにいっぱい稼いどかないとねぇ♪」

　耳元の魔法陣は通信機のような役割を果たしているようだった。

　聞こえてきた低く落ち着いた男の声に返事をしたリリバスは、レインコートを翻す。

　裾すそ部分から再び光の粒子が舞い、彼女の身体からだがフワリと浮き上がった。

「それじゃ。まったねぇ、ソラっ♪　それと、ソラの新しいオペレーターくん？　こっちは現時点で五つくらいのエーテルギアを狩ってあるからさ。よかったら、最終的にどっちが大きな戦果をあげられたか競争しようよっ♪　───きゃははははははははっ♪」

　甲高い高笑いを残し、リリバスは勢いよく空へ飛び立っていった。

　遠くに消えゆく光の残ざん滓しをあおぎながら、水みな最もは顔をしかめた。……あの女、楽しんでやがる。この状況、奪い奪われる、この戦場を。

「……三み崎さき。今、この都市が置かれている状態を教えてくれ。できるだけ詳しく」

　水最が静かに訊たずねると、同じように空をあおいでいた瑠る衣いが目を見開いてこちらを見た。

　気を失っていた水最は、他のオペレーターのように魔導組合ＡＳＡからの任務内容を聞かされていない。都市がどんな状態で、敵はどこにいるのか。その詳細が知りたかった。

　瑠衣は少しためらう素振りを見せたが、水最が「頼む」と強く念を押すと、渋々ながらに説明してくれた。

「……現状で、三十ほどの自立式エーテルギアが都市内で暴れているそうです。《人工魔女トライフルズ》や《ワイズマン》が対応してますが、術者の行方は不明。なので、この騒ぎを止とめるには各個撃破していくしか───」

「術者を探し出して止めればいいんだな？　……わかった、ありがとう」

　早口に礼を述べた水最は、ソラに振り返って「行くぞ」と告げた。

　瑠衣が信じられないとでも言うように息を呑のむ。

「先せん輩ぱいっ！　待って───！」

　声を張りあげる瑠衣は、傷ついた水最がこれ以上の無む茶ちやをするのを止めようと縋すがる。

　しかし、

「「───ッ!?」」

　突然、都市の奥から鮮烈な光の柱が立ち昇った。

　二人は同時にそちらを見上げる。

　あの方角は……商業区。アレクトリア本社が置かれている場所だ。

「……あいつの目的は《五ご帝だいの骸むくろ》。クソッ、狙いはアレクトリア本社か！」

　ギリッと奥歯を鳴らし、水最は向き直る。

　瑠衣がまだ何かを言いたそうに口を開きかけたが、手をかざしてそれを制した。

「三崎。お前にはさっき撃墜したエーテルギアの触媒を回収してほしい。オレたちには他にやることがあるんだ」

「でもっ……！」

「それに。そっちのお嬢さんはお前が救ったんだぜ？　最後までその責任を持てよ、市民を守る《ワイズマン》」

　水みな最もに視線で示され、瑠る衣いは困惑気味に振り返った。

　そこには、ソラに連れられて歩み寄ってくる幼い少女がいた。足元の覚おぼ束つかない彼女は、何が起こったのかもわからず、涙も枯らしてしまって呆ぼう然ぜんとしている。魔導災害の被害者……。その姿はあまりにも痛ましく、瑠衣の心を激しく苛さいなむ。

「今のあの子の心境、わかってやれるはずだ。なにをしてほしいのか、どうしてほしいのか。あの子の心を支え、癒いやしてやれるのはお前だけだ、三み崎さき。その責務を果たせ」

　ソラに手を引かれて先導された女の子は、瑠衣のもとに引き渡された。

　小さな頭をなでつけた瑠衣は、喉の奥から込み上げてくる熱い物を無理に押し込める。

「……元凶の魔術師を止とめるつもりですか？　たった一人で？　そんなボロボロの状態で、殺されるかもしれないのにッ」

　ソラを連れて赤々とした景色に踏みだす水最は、チラリと横目を送る。

　その横顔はどこか清すが々すがしい。いっぺんの迷いさえも感じなかった。

　彼はふっと口元を綻ほころばせると、首を横に振る。

「違うよ、三崎。そうじゃない」

　力強く。次の一歩を踏みしめて、

「魔術師とか人間とか関係ない。聞き分けのないガキを叱りつけにいく。それだけだ」





　　　　//






　アレクトリア本社ビルの正面玄関は開け放たれていた。

　門をくぐった先にある敷地は、人っ子ひとり見当たらないがらんどう。

　普通に考えれば職員は退避したと考えるのが妥当だろうが……警備の一人さえいないのは、どう考えてもおかしい。

　一抹の不安を抱きながらも、水最はソラを連れて本社ビルの内部に踏み込み、エントランスホールにでた。

　内装は数日前に訪れたときとは見違えるほどに荒れ果てていた。吹き抜けになった広間。あちらこちらの窓ガラスがはじけ飛んでおり、そこから外界の赤々とした光が幾筋にもなって差し込んできている。まるで趣味の悪い舞台のスポットライトのようだった。

　そして、その舞台の中心。

　展開された魔法陣の上に座し、禍まが々まがしい瘴しよう気きを放つ黒塗りの箱。

　巨大な棺ひつぎを思わせるその上に───彼女はいた。

「警告はしたわ。容赦しないって」

　こちらを見下ろすエルの声は氷のように冷ややかだった。

　水みな最もが《イグニス》を抜き、ソラが腰を落とす。

　二人は同時に対たい峙じする魔術師へと構えた。

「……ソレが。《五ご帝だいの骸むくろ》なのか？」

「そうよ。今は厳重にかけられた封印の解読中。すでに術式の構造は把握した。あと数分もかからずにこいつは動き出すわ」

「オレのほうからも最後にもう一度、言わせてもらう。───今すぐにこんなことはやめろ。過去の大魔術師たちが創り上げた原初のエーテルギア。そんなものが起動したら、共鳴干渉の影響は計り知れない。確実に魔製都市は崩壊するぞ」

「だからなにッ？　そんなのそっちの都合でしょ。あたしには関係ない」

「戦争の火種にでもなるつもりか！」

「上等よ！　願ってもないことだわ！」

「このッ……！」

　互いに語気を荒らげ、身を乗りだす。

　そのとき、ソラが怯おびえたような表情になって「ミ、ミィくんっ」と注意を促してきた。彼女の視線の先にあったのは黒塗りの箱。軋きしみをあげて、その中で何かが蠢うごめく気配がした。

　原初のエーテルギア───《五帝の骸》が胎動を始めている。

　……時間がない。相手の説得も不可能。

　結局はどうしたってわかり合えないのか？　水最は憤りに任せて《イグニス》のグリップをギリリと握りしめる。もはや選択の余地はなかった。

「……任務ミツシヨン開始。殲せん滅めつせよ、《人工魔女トライフルズ》！」

　苦渋の末の命令と同時に、《イグニス》の銃口が火を噴き、ソラが跳んだ。

　魔力を帯びた弾丸がエルの右肩辺りを狙う。

　エルは腕を振り上げる動作と同時に親指の皮を噛かみきり、空気中に魔術行使の触媒となる血液を散布した。短く文言を唱えて炎の障壁を作りだし、弾丸を防ぐ。

「バっカじゃないのッ？　この期に及んで急所を外そうとするとか！　殺すつもりでこないと、あんたのほうが死ぬわよッ？」

　肩口狙いの水最の甘い射撃を鼻で笑うエル。

　そんな彼女の眼前に、刹せつ那なの速さで紫色の雷光が瞬またたく。ソラの拳が炎の障壁を叩たたき、砕けて、派手に火の粉が舞い散った。

　そのまま空中で身を捻ひねり、蹴りのモーションに入るソラ。

　エルは血に塗まみれた自分の右手をソラの腹に叩き込み、カッと目を見開いた。

「人間に作られた偽物ごときが、魔術師本物に敵かなうと思うなァ！」

　激げき昂こう。右手に魔法陣が躍り、小規模な爆発を巻き起こした。

　爆発の衝撃がソラの腹を抉えぐる。「くはっ」と苦しげな喘あえぎを漏らしながらも、構えていた蹴りを辛うじて放った。雷光を帯びた靴先がエルの赤毛を擦かするようにして薙なぐ。

　両者共々にバランスを崩し、黒塗りの箱の上から落下した。

　だがそのとき、すでに水みな最もは駆け出していた。

　エルの落下地点を見定め、疾しつ走そう。《イグニス》の引き金に指を掛ける。

「起動アクテイヴエイト───！」

　落下中のエルに目掛けて発砲。狙いは───足元。

「だから！　舐なめんなァ！」

　彼女の指が奔はしった。落下しているのにも拘かかわらず血の魔法陣を描く。速い。以前に見たときよりもずっと。速すぎて手の動きさえ目で追うことができない。

「───迅とくあれ、迅く迅くあれ、我等の敵を迅く燃やせ───！『血塗の焔矢ヴエルミリオン・アルク』！」

　炸さく裂れつ音おんとともに血の魔法陣が四散。激しく燃え上がり、鏃やじりの形状を象かたどる。エルの身体からだを包み込むように高速で旋回した炎の矢は、紅ぐ蓮れんの台風のようになって弾丸を弾はじき返かえした。

　そして、即座に防御から攻撃へと転換。

　術者の意思に従い、矢先をクンッと水最へ向けて、一斉に殺到してくる。

　水最は急ブレーキをかけて、たたらを踏んだ。

　追撃のつもりが一気に窮地に立たされる。バックステップを踏みつつ、反撃の発砲。後退しながら炎の矢を正確な狙いで撃ち落としていく。

「ぐッ……くぅッ……！」

　しかし、間に合わない。追い打ちと言わんばかりに、《イグニス》のほうが先に弾切れを起こした。遊底がスライド状態のまま停止、銃口前の魔法陣も消失する。

　弾倉を取り替えている余裕などない。

　眼前に、撃ち漏らした炎の矢が迫る───。

「ミィくんっ！」

　床へ落下したソラが、咄とつ嗟さに立ちあがった。渾こん身しんの力で踏み込み、ホールの床を真っ二つに砕くと、一筋の雷光となって水最に飛びついた。

　横から水最の体を掻かっ攫さらうように、そのままスピードを緩めずに駆け抜ける。標的を失った炎の矢は、水最の背後にあった壁に突き刺さり、ボワッと勢いよく燃えあがった。

「ソラ……っ。お前、一発キツいのをもらったんだから、無理するな！」

「術式兵装で軽減したから大丈夫っ！　それよりも、次の攻撃がすぐに───うぐっ!?」

　そのとき、水最を抱かかえながら走るソラが表情を歪ゆがめた。

　彼女の纏まとう雷光の衣が乱れる。やはり腹部に受けたエルの攻撃が効いているのかと焦ったが───すぐに違うと気づいた。

　ソラの右肩。うっすらと浮きでてきた二重の魔法陣が、バチバチとスパークしている。

「お前、それ……!?」

　体内にある術式の綻ほころび。

　以前、水最から修復を受けたはずの箇所が、度重なる魔術の行使で再び崩れかけていた。こんな状態で術式兵装を展開し続けるなど、身体に相当の負担が掛かっているはずである。

「クッ。いったん兵装を解くぞ、ソラ！　このままじゃ───！」

「っ。ダメだよ、ミィくん！　もう来るのっ！」

　エントランスホールの奥で、紅ぐ蓮れんの瞬またたきが湧いた。

　よろよろと立ちあがっていたエルが、次の魔法陣を完成させていた。

　落下と同時に攻撃用の魔法陣を描き始めていた彼女は、高さ二十メートル近くある箱から落ちた衝撃を緩和させることもできず、すでに満まん身しん創そう痍いの状態だった。額から血を流し、左腕がおかしな方向に曲がっている。

　それでも、残された右腕のみで魔法陣を描き、痛みに悶もだえる脳に鞭むち打うって演算を行う。

　執念。こちらを睨にらむ彼女の双そう眸ぼうからは、そのような念がひしひしと伝わってきた。

「もうッ……やめろよ！　きっとすぐに他のオペレーターや《ワイズマン》も駆けつける！　お前に勝ち目なんかない！　そんな状態になってまで戦い続ける意味がどこにある？」

「……うるさい」

「《五ご帝だいの骸むくろ》を解放して、都市は滅んで！　それでお前は人間側に捕まって！　そんなわかりきった不幸な結末に執着する意味はなんだッ？　お前にとってその魔術的遺産は───奪われたモノを取り返すという行為は、そんなに重要なことなのかよ!?」

「うるさいっ！　なにも知らないくせに、なにも語るなぁ！」

　完成した魔法陣の内側で、エルの指が走る。

「大勢の人間がどうなろうが知ったことじゃないわ！　魔術を奪還するとか、魔術師の尊厳を取り戻すとか、本当はどうだっていい！　あたしはただ、大切な友達を救いだしたいだけ！　ずっと傍そばにいてくれたたった一人の家族！　その子を───人間の作った狭い鳥籠から解き放ってあげたいだけなの！」

「…………!?」

「だからッ。立ちはだかるなら容赦はしない！　人間だろうが魔術師だろうが関係ないわ！　あたしの邪魔をするやつは……みんなみんな、滅びろぉ！」

　魔法陣が炸さく裂れつ。先ほどよりも多くの炎の矢が真まっ直すぐに放たれる。

　水みな最もを抱かかえたままソラが大きく跳んだ。急上昇の影響で身体からだにかかる圧力が半端ではなかったが、それでもソラ自身の状態よりはずっとマシと言えた。

　右肩をスパークさせるソラの表情は苦痛に引きつっている。内蔵された術式の綻ほころびを抱えたまま魔術を行使し続けるその小さな身体は、とうに限界を迎えているはずなのに。

　ソラはそのまま次の足場につま先をかけて、さらに上昇。

　吹き抜けの壁を高速で駆けあがる。

　そのさらに後ろから、操作式の炎の矢が追尾してきた。水最はソラに引き上げられながらも、空になった《イグニス》の弾倉を抜き、迅じん速そくな手つきで予備のものと交換した。

　風圧に目を細めつつ、真下から迫りくる炎の矢に狙いを定める。

「起動アクテイヴエイト……！」

　魔法陣が展開。弾丸を撃ち、呪じゆ詛そ破りの『魔弾』で炎の矢を空中相そう殺さいする。

　そして、壁を駆け上っていたソラが、ついにビルの天井近くまで到達した。

　苦痛に震える唇が、水みな最もの耳元でそっとつぶやく。

「……ミィくん。行くよ？」

　それは通告だった。このまま持久戦を続ければ、先に音ねをあげるのはこちらだ。

　だからこそ。……次の一撃で片をつけると。

「ああ。───行けッ！」

　ソラが壁を蹴って、ビルの天井部へと跳躍。

　吹き抜けの天井部はガラス張り───天窓になっていた。

　ソラは宙返りをして靴裏を真上に向けると、天窓を支える鉄骨の一つを思いっきり蹴りだす。衝撃で鉄骨が歪ゆがみ、天窓のガラスが残らず割れた。

　同時に、反動でソラの身体からだは直下。

　水最を抱かかえたまま、何十階層分の高度を急降下していく。

「ハアアアアアアアアアアアアアアアアア──────────────ッ!!」

　叫び、身体にまとった雷光の衣がいっそう強化された。

　雷光そのものと化したソラは、追尾していた炎の矢を残らず弾はじき飛とばし、エントランスホールへと直撃。

　床のタイルが派手に捲めくれあがり、落雷に見舞われたかのような衝撃が地上を駆け巡る。

　落下の加速度と接地の衝撃で水最の意識は飛びかけたが、すんでのところで保った。ソラの術式兵装に守られていたというのもある。しかし、ほとんど気力で持もち堪こたえたようなものだ。

　ソラの渾こん身しんの一撃で、ホールの中心にあった黒塗りの箱が傾き、辛うじて立っていたエルも軽々と吹き飛んだ。彼女は背中から壁に叩たたきつけられて、苦く悶もんのうめきをあげる。

　だが、倒れなかった。

　ボロクズのようになった体を起こし、立ちあがる。

「ダメ……あたしは……シエルを……！」

　右腕が動き、よろよろと新たな魔法陣を描き始める。まだやる気だ。

　すでに力を使い果たしたソラは術式兵装を消失させて、気を失った。水最は彼女の身体を荒れ果てたホールの床に横たえると、即座にエルの元へ駆ける。

　……激しく動いた影響で、背中の傷が鈍にぶく痛みはじめていた。きっと傷口が開いているのだろう。しかし、今はそんなことを気にしていられない。

　軽い眩暈めまいを覚えながら、自らの血で空中に魔法陣を描く少女へと突貫していく。

「エル！　もういい！　もうやめろッ！」

「あたしは……あたしはァ……！」

　魔法陣が完成した。エルの指が力を振り絞るように持ち上げられる。

　水最も咄とつ嗟さに《イグニス》の銃口を向けた。ここで引き金をしぼり、彼女の額を撃ち抜けば、きっと魔術を使われる前に仕留められる。しかし───。

「聞き分けろッ……このバカがァ──────────────ッ!!」

　腕を振り、《イグニス》を彼方かなたに放り投げた。

　エルを殺すつもりはない。走るのには邪魔だ。そう判断した水みな最もは、自分から持ちうる武装を完全に放棄した。

　金で雇われる傭よう兵へいとは思えない突飛な行為。

　エルが驚きに目を剥むいて、一瞬だけ動きを止とめる。

「なんで撃たないのよ……ッ。殺さなきゃ殺される、あたしたちはそういう関係なのッ！　どうやったって、そういう関係にしかなれないの!!」

　躊躇ためらいを振り払うように、エルが叫ぶ。

　血に塗まみれた指が走る。魔術の行使。止めるには間に合わない。

　目の前にまたたく紅ぐ蓮れんの光に視界を焼かれながら、水最は自分の死を予感した。

　だが───。




「───っっ!?」




　今まさに、魔術が放たれようとしたそのとき。

　エルの頭の上にある三角帽が、鮮烈な光を放った。

　光は増幅し、エルの身体からだを包み込む。それだけにとどまらず、エントランスホール全体へと拡ひろがった。

　水最は訳が分からず、顔を腕で庇かばいながら立ちつくす。

「なんだ……!?」

　驚きよう愕がくの声をあげた瞬間。

　───なにかの映像が、脳に直接送り込まれるように再生された。





　　　　//






　古く寂れた家。そこに一人の少女が暮らしていた。

　少女に家族と呼べるものはいなかった。

　父親も母親も、少女がまだ幼い頃に家を出て行ったきり、戻ってこない。少女は幼い頭ながらに、両親がすでに死んでしまったのだと理解していた。

　少女の周りにいた人間が全員、そうだったから。

　誰もかれもが『魔術を取り戻す』と告げ、貧しくも平和な生活を捨てて、どこかへ行ってしまった。自分たちよりずっと大きな敵。彼らに立ち向かい、そして消息を絶って。

　それでも少女は寂しいとは思わなかった。

　家族を奪った敵を、憎いとは思わなかった。

　なぜなら───少女には大切な友達がいたから。

　数年前、家の蔵から見つけ出した曾そう祖そ母ぼの形見。

　そこに住んでいた小さな小さな女の子。

　その頃の少女は〝彼女〟が何者かなんて知らなかった。だけど〝彼女〟は独りぼっちである少女の身を案じ、たった一人の『家族』になってくれた。

　それからは、つつましく貧しい、二人ぼっちの日々が始まる。

　決して裕福ではない。それでも幸せだった。独りのときよりはずっとマシ。この生活がずっと続いてくれればいいと、少女は心から願った。

　だが、あるとき〝彼女〟の身に異変が起こる。

　おしゃべりをしていると、時おり声に混ざる、可お笑かしな雑音ノイズ。

　酷ひどいときには姿が霞かすんで、見えなくなってしまうことさえあった。〝彼女〟はそれを自分の『寿命』だと言った。術式として組み込まれた仮想人格である自分は、すでに限界を迎えつつあるのだと。

　少女は納得がいかず〝彼女〟を直す方法を必死に探った。家中の書物を漁あさり〝彼女〟を動かす命の源───『魔術』と呼ばれるものを独学で学んだ。

　しかし、学べば学ぶほど〝彼女〟の言った『寿命』の意味が分かってしまう。

　崩れゆくものは直せない。この世界に永遠や奇跡などはなく、魔術も所詮はただの道具や手段にしか過ぎない。そして〝彼女〟もまた、その道具の一部でしかないのだ……と。

　認めたくなかった。

　たった一人の家族を失いたくなかった。

　……そんなときだ。

　少女の家に、見知らぬ男たちが訪ねてきたのは。

　男たちは少女に言った。

『君が持つソレは〝彼女〟が残した一端でしかない。魔力によって形作られた魂の残ざん滓し。本物の〝彼女〟はまったく別の場所にいる』

　そして、男たちは続けてこう囁ささやく。




『本物の〝彼女〟を救いだしたくはないか？』───と。





　　　　//






　……ホールに溢あふれていた光が治まった。

　たった今見た、脳裏に残る映像。水みな最もは呆ぼう然ぜんと立ちつくす。

　未いまだに頭がハッキリとしないままホールの中心へと目を向ける。

　そこに……抱き合うような形で二人の少女がたたずんでいた。

「……シエ……ル？」

　弱々しくつぶやく一人───エルは、自分を抱く相手を驚きよう愕がくの眼まな差ざしで見つめていた。

　その相手、エルとよく似た赤毛の女の子は、少し体を離して穏やかに微笑ほほえむ。

『───エル。もういいの。充分だよ。私のためにこんなにボロボロになって。あなたのことを本気で気遣ってくれる優しい人を傷つけて……。そんなの、見ていられないから』

　女の子の全身は霞かすんでいた。まるでホログラムで作られた立体映像のようだ。事実、動力が異なるだけで、ほとんど同じと言えた。

　彼女の存在は、魔術によって作られた仮想。

　遥はるか昔に誰かが自らの人格を写し取り、物体に込めただけの、命など持たない道具だ。

『エル。あなたは術式に組み込まれた存在でしかない私を、家族だと言ってくれた。大切な友達だと言ってくれた。それだけで、本当に充分なの。誰かを、何かを傷つけてまで、あなた自身が不幸になってまで、私の《本体》を解き放つこと……私は望まない』

　水みな最もはハッとした。

　脳内に送り込まれた映像、そして彼女の言葉。

　咄とつ嗟さにホールの中心に置かれた黒塗りの巨大な箱へ、目を向ける。

　───《ＣＩＥＬシエル》。

　その彫り込みを目にした瞬間、背筋に寒いものが走った。

「シエル……お前はいったい……!?」

　喉を絞められるような感覚を覚えながら絶え絶えに訊たずねると、シエルがこちらを見た。

　等身大にまで拡大した彼女。穏やかに微笑むその顔は、やはりエルと酷似している。

『……ねえ。水最？　私が消えたあと、エルのことをお願いしてもいいかしら？』

「っ!?　シ、シエル？」

『お願いよ。それだけが心残りだったの。この子、本当は誰よりも優しいのに、偏屈で意地っ張りだから。他の人とうまくやっていけるのかとても心配。……でも、あなたになら任せられると思う。私からの一生に一度のお願い』

　そう言うシエルの全身は、すでに目視するのも厳しいほどにかすんでいた。

　彼女の足元に転がっている懐中時計。蓋ふたの開いたソレの文字盤上に躍る魔法陣は、ほとんどが崩れて、放つ光も弱々しい。もってあと十数秒といったところか。

　訊ききたいことは色々とあった。疑問は後を絶たない。

　……でも、それが彼女の最期の頼みで、自分に一番伝えたかったことなのだと理解したから。水最はあえて口を閉じて、静かに頷うなずく。

　シエルが満足げな笑みを浮かべた。

　すると、つま先から彼女の全身がサラサラと崩れ始める。

「イヤだッ！　消えないでシエル！　あたしを独りにしないでぇ……！」

　エルがボロボロと涙を流して、か細い声をあげながら縋すがりつく。

　それでも崩壊は止とまらない。シエルはゆっくりと首を横に振った。

『ごめ───ん、ね。エル。でも、これ───だけは、さいごに、いわせ、て』

　シエルは最期に、愛いとおしむような眼まな差ざしをエルに向けて、

『───あなたは、あなたのために。どうか、しあわせに───』

　魔力によって形作られた体が、跡形もなく霧散した。

「ああ……うぅ……うああああああ、ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ─────────────っ!!」

　ホールに響く、少女の虚むなしい慟どう哭こく。

　床に突っ伏して泣きじゃくる痛ましい後ろ姿を眺めながら、水みな最もは拳を握りしめた。

　……終わった。いや、まだ完全に終わりではないか？

　───《ＣＩＥＬシエル》。ホールの中心に無言で座する黒塗りの棺ひつぎをあおいでみる。

　原初のエーテルギアと称される、《五ご帝だいの骸むくろ》。

　それがなぜ、『五帝』の一族を名乗った少女と同じ名なのか。そもそもあの刻印はコレの名を示しているのか？　シエルの残した『本体』という言葉の意味とは？

　……原初のエーテルギアとは？　なんだ？

　考えれば考えるほど募る疑問。そして疑心。

　なにかがある。魔導組合ＡＳＡが隠していた目の前の棺。そこに、自分の知らないなにかが。

　だが、今は……。

　水最は表情を引き締めて、《五帝の骸》から視線を外す。まだ仕事は終わっていない。任務続行中───あくまで自分は魔導組合に雇われた傭よう兵へいなのだ。

　エルを見ると、すでに彼女は泣きじゃくるのをやめていた。













　全身傷だらけの無残な姿で床にうち伏して、かすかな嗚お咽えつだけを漏らしている。

　近づこうとした。しかし、

「……笑いなさいよ」

　震えた声がエルからつぶやかれる。

　水みな最もは足を止とめた。エルがゆらりと上半身を起こす。

「……笑えばいいじゃない。あたしには他の魔術師みたいな大義とか目的みたいなものはない。ただ寂しくて。誰もいなくて心細くて。……その中で見つけた一つの道具に感情移入して、縋すがって、壊れないよう必死に守ろうとした」

　赤く泣きはらした双そう眸ぼうが、こちらを見据えて、

「その結果が……これよ。あたしは自分の小さなワガママのために、あんたらの生活を壊そうとした。あんたの言葉に耳をふさぎ、たくさんのものを傷つけた。ね、バカバカしくなったでしょ？　それとも怒ってる？」

　連ねられる言葉には自嘲の響きしかなかった。

　エルは胸元で壊れた懐中時計を握りしめ、すべてを諦めたような笑いを浮かべる。

「……あたしを憎いと思った？」

　水最は僅わずかに眉をひそめた。

　今のエルからは敵意を感じない。それどころか、少し触れただけでも崩れてしまいそうな印象さえ受ける。ここで激しく罵ののしって、突き放せば、直接手を下さずとも心を滅め茶ちや苦く茶ちやに壊してやることくらいは簡単にできるだろう。

　都市にエーテルギアをバラまき、大混乱を呼び寄せたテロリスト。

　憎むべき敵だ。そのくらいのことは許されるはず。

　だけど。

「……アホ。笑いはしねえし、怒ってもいねえよ」

　誰が許してくれたとしても、憎しみに身を任せて少女を追い詰める自分を、きっと自分自身が許せてやれそうになかった。

「お前がやったことは犯罪だ。だが、それには理由があったみたいだし、オレもその事情のすべてを把握できてるわけじゃない」

「…………」

「だから、話せよ。お前のワガママ、必死になって守ろうとしたもの。そのために、どうして《五帝の骸こいつ》を狙う必要があったのか。そのすべてを聞いてからじゃなきゃ、オレはお前を憎むことも許すことも出来ない。……だろ？」

　肩をすくめる水最に、エルは表情を強こわ張ばらせた。

　そう、自分はなにも知らない。

　なにも知らないのに、相手を否定できるほど、大層な人間でもない。

　だからこそ歩み寄る。相手を知ろうとする。

　その上で……自分の『敵』の正体を見極めたいから。

　エルはしばらく躊躇ためらうように視線を泳がせた。しかし、水最の真剣な眼まな差ざしを受けて、恐る恐るながらも徐々にその目から困惑の色が消えていく。

　桜色の唇が震え、ゆっくりと開かれる。




　───銃声。




　耳じ朶だを打つ破砕音とともに、エルの足元にあったタイルがはじけ飛んだ。

　水みな最もは、そしてエルは。目を剥むいて、その箇所を凝視する。

　床には細い煙をくすぶらせて、一発の弾丸が突き刺さっていた。

　撃ったのは自分ではない。水最はゴクリと唾を嚥えん下げして、振り返る。

「……動かないでください」

　エントランスホールの向こうに、拳銃を構える黒髪の少女が立っていた。

　唐突な部外者の登場に、エルが怯ひるんだように身じろぎをする。

　それに合わせて容赦なく引き金がしぼられ、放たれた弾丸が彼女の頬ほおを掠かすめた。

「動かないでッ」

　今度は脅しの意味を込めた威圧的な怒声。

　拳銃をエルへ向け続ける瑠る衣いの目はギラギラとしていた。一心に向けられる憎悪。ぶつけられることを当然と思い、しかし心のどこかで恐れていた負の情念。

　それを受けたエルは───力なく笑った。

「ああ……そう。やっぱり、結局はそうなるんだ」

　ヘラヘラと壊れたように笑いながら、エルが立ちあがる。

　瑠衣は髪を逆立てんばかりの気迫を放つと、拳銃の引き金にグッと力を込めた。

　金縛りにあったみたいに硬直していた水最は、そこでようやく我に返った。麻ま痺ひしていた脳が機能を取り戻す。同時に、駆けだしていた。

「やめろ、三み崎さき！　彼女を撃つなッ!!」

　今まさに火を噴こうとしていた拳銃を横から掴つかみ取とり、捻ひねり上げる。

　妨害を受けた瑠衣は目を見開いて水最を見た。

「どうして……ッ。邪魔をしないでください、先せん輩ぱい！」

「もういいんだ！　あいつは敵じゃない！　お前が撃つ必要なんてないんだよ！」

「敵です！　魔術師は危険な存在で、人間の敵！　先輩だって知っているはずなのに！」

「たとえそうでも、相手の話も聞かず、一方的に攻撃していいわけがないッ」

「わかりません……先輩の言うこと、わたし、わかりませんっ！」

　拳銃を振り回す瑠衣を、水最は羽交い締めにする。

　動きを奪われた瑠衣は、しかし、反発の意思を消そうとはしなかった。裏切られたような目で水最を睨にらみ、下唇を噛かむ。

「先輩は……先輩はまだ信じるんですか!?　魔術師を、わたしたちの敵を！　───あの子だって、わたしたちを裏切ったのに！」

　瑠る衣いの悲痛な訴えが、水みな最もの心を深々と抉えぐった。

　一瞬だけ腕の力が緩んでしまう。その隙をついて瑠衣は水最の拘束を振り払った。再び拳銃を構えて、照準の先に憎むべき魔術師の少女を据える。

「止とまりなさい、魔術師！」

　こちらがいざこざを繰り広げているうちに、エルは傷ついた身体からだを引きずってエントランスホールの中心にまで移動していた。

　……背後には黒塗りの巨大な棺ひつぎ。

　水最に虚うつろな微笑ほほえみを向けて、小首を傾かしげてみせる。

「そう。結局はこうなるのよ。あんたらとあたしは敵同士。どこまでいってもわかり合えない、永遠に憎しみ合う運命なの」

「違うッ。三み崎さきも銃を下ろせ！」

「あははっ。一人で必死になってバカみたい。……あたしの両親は人間に殺された。両親だけじゃない、親しかった者たちも、みんなみんな」

　血に塗まみれた右の親指。それがそっと棺の表面に押しつけられる。

「あたしは怨うらまなかった。寂しいとは思っても、憎まなかった。だって、あたしを支えてくれる大切な『家族』がずっと傍そばにいてくれたから。でも、それも今日で消えちゃった。あたしの前からいなくなっちゃった」

　抑揚のない声音。水最はそれに恐怖を覚えた。

　自暴自棄。今の彼女はなにもかもを失っている。

　だからこそ……なにもかもを奪いかねない。

「いつか終わりがあることくらい知ってた。知ってたからこそ、最後にやらなきゃいけないと思ったの。これまであたしを支えてくれたあの子。その『本体』を今───憎むべき人間の手から解放する」

　告げた瞬間。

　背後にある棺がミシリと大きな軋きしみをあげた。

「───帝の血を以もって。解き放て───！」





　　　　//






　硬質な長方形が、内側から引き裂かれるように割れた。

　表面にはおびただしい数の魔法陣が浮かび上がっている。それらがゆっくりと回転し、歯車のように噛かみ合わさることで、棺の中に納められていた『何か』の封印を解いてゆく。

　───まず目についたのは虚ろな双そう眸ぼう。

　一見、ソレは人のような形をしていた。

　赤あか錆さびた鎖に全身を巻かれ、表皮は水気を失ったように干からびている。人のミイラのようにも思えたが、手足が異様に長く、体たい躯くも大きい。原形が何であり、どのような姿をしていたのか、水みな最もにはまったく想像もできなかった。

　そして、なによりも……生きている。

　鎖に巻かれて全容が確認できない頭部。その隙間から覗のぞく両眼はひたすらに空っぽ。しかし、確かに生気を孕はらんで、こちらを静かに見下ろしていた。

　過去の大魔術師が創り上げた原初のエーテルギア。

　現在の魔術体系の源流。魔術師が人間の手から奪還を目もく論ろむ貴重な魔術的遺産。

　これが───。

「《五ご帝だいの骸むくろ》……!?」

　棺ひつぎに納められていた状態からすでにイヤな予感はしていた。

　だが、目の前にある原物はあまりにも…………醜悪。

　もはやコレを魔術的遺産と呼んでいいのかすらわからなかった。まるで本物の生き物の死骸。いや、それよりも遥はるかに悍おぞましい何か。

　耐えがたい吐き気と嫌悪感が込み上げてくる。

　立ちすくむ水最の隣で、瑠る衣いが思わず膝を折り、床に伏せてえずいた。

「シエ……ル……？」

　棺の封印を解いたエル自身でさえ、眼前の異い形ぎようにただ戦せん慄りつしていた。

　己よりも遥かに小さい少女の呼びかけに、『骸』の虚うつろな両眼が動く。

　瞬間、重々しい鎖に覆おおわれた口こう腔こうが上下し、




　───キィィィィィンッ！




　金属板を爪で引っかいたような甲高い音が轟とどろいた。

　音は衝撃波となって周囲へと拡散し、水最たちを襲う。

　鼓こ膜まくが破れんばかりに揺さぶられ、咄とつ嗟さに耳を塞いだ。

　……咆ほう哮こう。いや、慟どう哭こく？

　その音には怒り、憎しみ、そして嘆き。あらゆる負の情動を煮詰めたような響きが込められていた。

　ジャラジャラと鎖が擦こすり合わさる音を鳴らして、『骸』の異様に長い手足が動いた。

　干からびた五指が緩慢に開かれ、眼下で愕がく然ぜんとしているエルに勢いよく振り下ろされる。

「ひっ……!?」

　反射的にエルが跳とび退のく。

　そこへ、巨大な平手打ち。

　床が抉えぐれ、コンクリートの破片が四散した。

「そんなッ、シエル……!?　どうしてっ」

　エルの呼びかけを押し潰すように、『骸』が再び咆哮。

　すでに満まん身しん創そう痍いだったエルは軽々と吹き飛び、転がる。

　追い打ちをかけるように、『骸むくろ』の指が彼女を素早く掴つかみ取とった。

「あぐッ……！」

　握りつぶさんばかりの握力が、少女の華きや奢しやな身体からだを襲う。

『───ハァァァァァァァ……！』

　鎖に覆おおわれた口こう腔こうから漏れる、濃密な憎悪の籠った吐息。

　ソレに見境などまるでなかった。己を解放した魔術師、本来は従うべきはずの者を、目の前の異い形ぎようは容赦なく握り潰そうとしている。

　どうして？　疑問に思っている余裕などない。

　このままではエルは確実に死ぬ。傍はたから見ている水みな最もの目からもそれは明らかだった。自分が助けたかったもの、解放してやろうと必死になっていた対象の手に掛かって……。

「くそッ！」

　大きく舌打ちを漏らして、駆け寄ろうとする。

　だが、その前に───。

「うッ……うああああああああああああッ！」

　瞬間的に起こった悲鳴。

　エルのものではない。そして、瑠る衣いのものでも。

　聞こえてきたのは、ホールの片隅からだった。

「───ソラちゃん！」

　水最よりも先に、瑠衣が恐怖に引きつった叫びを漏らした。

　それまで気を失って床に横たわっていたはずのソラが、仰のけ反ぞって苦しそうにのた打ち回っていた。全身からは魔法陣───体内に内蔵された術式が勝手に浮きでて、滅め茶ちや苦く茶ちやに回転を繰り返している。

「まさか……共鳴干渉かッ!?」

　絶望的な予想を裏付けるように、さらに異変が起こり始める。

　先ほど水最が放棄した人工魔術ブラツクアート式の拳銃《イグニス》。床に撃ち捨てられたそれからも、内部の魔法陣が露出し、激しく回転していた。エーテルギアが発する強大な魔力の影響を受けて、周囲の術式が連鎖的に暴走を始める現象───共鳴干渉である。

　元々が魔術戦を前提に置いた《人工魔女トライフルズ》、そして人工魔術式の武装各種には、もちろん共鳴干渉に対するプロテクト機能ないし、耐性が付与されている。そうでなければ対魔術の兵器として運用価値がないからだ。

　だが……そのような理屈を、目の前の現状が覆している。

　水最は表情を歪ゆがめ、振り返った。

　ホールの中心に座する《五ご帝だいの骸むくろ》。人間である水最には視認することは叶かなわないが、確かにソレの内部から、今までに経験したことのない密度のなにかを感じる。

　……魔力。この都市を根本から支える力。

　無制限に発せられるその力は、水槽に落とされた毒のようにみるみる周囲へと拡ひろがって、魔術を由来とするすべてのものに悪影響を及ぼす。

「あああッ、いやあああああああああああッ!!」

　狂ったように叫び続けるソラ。

　引き起こされる共鳴干渉。

　そして、『骸むくろ』に締め上げられてすでに息も絶え絶えなエル。

　水みな最もは思わず硬直して立ちすくむ。

　どこを向いても絶望。耳をふさぎ、目を瞑つぶりたくなるような光景が広がっている。

　だが───いや、だからこそ。

「三み崎さきっ！」

　恐怖に慄おののく自分の心をも叱しつ咤たするように、大喝。

　呆ぼう然ぜんとしていた瑠る衣いが、大きく肩を震わせた。

「先せん輩ぱい……っ」

「ソラを頼む！　オレは、あっちを止とめる！」

　事の元凶。多大な魔力を放ち続ける異い形ぎようへと目を向ける。

　瑠衣は一瞬だけ信じられないような目をした。が、水最の落ち着き払った真剣な顔を見て、なんとかパニックに陥おちいらずに済んだ。

　クッと唇を噛かむと、真まっ直すぐに見つめ返してくる。

「先輩……。わたしは、魔術を、そして魔術師を許せません」

「……ああ」

「魔術師がいなければ、こんなことは起こらずに済んだ。あの子だって自業自得。先輩が命を賭してまで助ける意味はないと思っています」

　でも───と。

　瑠衣は決意を固めた目で水最を見据えて、

「この都市を救い、ソラちゃんを救い、そして……あの子も救う。その先輩の覚悟を否定する権利なんて、わたしにはないと思うから。だから───」

　言うと、手に握っていた拳銃を回転させて、グリップを水最へ向けた。

　弾倉に込められているのは、抗魔加工アンチ・ブラツクアートの施された弾丸。魔術を由来とせず、対魔術を趣旨とした《ワイズマン》の標準武装。発生した共鳴干渉の影響で《人工魔女トライフルズ》さえまともな機能を失うなか、人間である自分たちに残された唯一の対抗手段であると言えた。

　託されたそれを、水最は無言でうなずいて掴つかみ取とる。

「先輩。絶対に死なないでください」

「当たり前だ。……帰ったらまた手料理でも振る舞ってくれよな」

　軽い冗談を飛ばし、一気に背を向けた。

　荒れ果てたホールを一直線に駆ける水最。

　眼前。エルを握りしめる『骸』の全身から、不可視の魔力が渦巻いているのを感じる。このまま放っておけば、エルは死に、都市は滅びる。

　だからこそ───封じるしかない。

『骸むくろ』を閉じ込めていた棺ひつぎの術式は解けかけていたものの、まだ完全に停止したわけではなかった。その証拠に、『骸』の身体からだはまだ棺の中に縛りつけられ、自由に身動きができずにいる。

　……再起動させれば再び封じることができるかもしれない。

　その僅わずかな可能性に賭ける。

「らああああああああッ！」

　拳銃の撃鉄を起こし、がむしゃらに発砲。

　弾丸は骸の手首に着弾し、指の拘束が緩んだ。

　瞬間、エルの身体が滑り落ちる。水みな最もは滑り込むようにして突貫し、真っ逆さまに落下する彼女の身体をすんでのところで抱き留めた。……辛うじて息はある。間に合った。

『───アアアアアァァァァァァ……！』

　安あん堵どする間もなく、身の毛もよだつ咆ほう哮こうが醜悪な塊の喉から奏でられる。

　即座に迫ってくる巨大な五指。ぶつけられる憎悪と死の予感。

　しかし……水最はそこを動かなかった。

　すでに気を失っているエルの身体を強く抱き寄せ、右手を前へ。

『骸』の納まる黒塗りの棺に触れる。

「術式の再演算開始……ッ！」

　集中。脳に蔓延はびこる感情の一切を追いだし、全身全霊を手元の術式へ向けた。

　術式を扱うのに必要な魔力は、大気中に有り余るほど充満している。

　皮肉にも、この絶望的な環境下だからこそ、封印を再起動させられる条件は整っていた。

　水最の意識に合わせて、原初のエーテルギアを封印していた術式がゆっくりと起動を始める。棺の表面から再び、いくつもの魔法陣が浮かびあがった。

「第一層から第三十五層までを一斉展開──────掌握。起動！」

　巨大な棺の下半分。浮きでた魔法陣が反応を示し、最初とは逆方向に回転し始めた。

「…………続けて、第三十六層から第七十層までを一斉展開──────────────────掌握！　起動…………ッ！」

　今度は、棺の上方にある魔法陣が、逆回転をした。

　苦しむソラを抱えあげ、水最の背中を見守る瑠る衣いは、驚きよう愕がくに目を見開く。

「早い……!?」

　魔術師のエルでさえ解読に数分を要した封印。水最はそれを迅じん速そくに逆算していく。

『アアア───アアアアアアアアァァァアアアア──────ッ！』

　そのとき、眼前の異い形ぎようが悶もだえた。封印の起動開始に合わせ、棺の蓋ふたが閉じていく。

　柩へ再び押しこめられながら、尚なおも《五帝の骸》は腕を伸ばした。

　水最はグッと奥歯を噛みしめる。

　肌に感じられる恐怖。少しでも集中を切らせば、水みな最ももエルも『骸むくろ』の餌え食じきになってしまうだろう。だからこそ、余計なことは何も考えない。さらに集中。

「第七十一層から第九十九層までを一斉展開…………ッ!!」

　あと少し、あと少し……！

　冷静な頭とは裏腹に、水最の全身は恐怖に震えていた。本能がここからすぐに逃げるよう警告している。それすらも理性で押し殺し、集中、集中、集中……！

　そして、ついに───。

「──────掌握！　起動!!」

　高らかな宣言とともに、すべての魔法陣が起動した。

　ほぼ同時、干からびた『骸』の爪先が、ギリギリのところで水最の額を掠かすめていく。

　皮膚が切れ、そこから血が流れだした。

　血が目に入り込み、真っ赤に染まる視界。

　その視界の先に──────水最は見た。

　暗い箱の中に、手を伸ばしながら、再び呑み込まれてゆく異い形ぎよう。

　哀あい切せつ籠こもった咆ほう哮こうをあげるソレが…………つい先ほど、自分の『家族』の幸せを願いつつ逝いった、赤毛の少女の面影と重なる。

「……シエル……!?」

　愕がく然ぜんとした水最の声を残し。

　大きな音を立てて、黒塗りの棺ひつぎが完全に閉じられた。




　……静せい寂じやく。

　アレクトリア本社のエントランスホール。その中心に黙して座する漆黒の棺を見上げながら、水最は浅い息を吐いた。

　暴走した魔術的遺産が停止したことに合わせて、発生していた共鳴干渉が止とまった。

　苦しげにうめいていたソラも今は落ち着きを取り戻し、瑠る衣いに抱かれながら安らかな寝息を立てている。

　水最の腕の中には、涙を流しながら気を失っている少女。

　エルの頬ほおに伝うその雫しずくを、指でそっと拭ってやった。

「……終わったんですか？」

　瑠衣の疑問の声が静かに響く。

　終わり。確かに事態はひとまずの収拾を迎えた。

　しかし……水最は素直にうなずくことができない。

　本当に終わり？　事じ件けん解決と言うには、あまりにも腑ふに落ちないことが多すぎる。

　抱いたエルを見て、そして聳そびえる黒塗りの棺をもう一度あおいだ。

　棺の中に納められていた物体。《五ご帝だいの骸むくろ》と呼ばれる、人に酷似した魔術的遺産。

　アレは一体……？

　胸中で疑問を反はん芻すうさせたそのとき。

　───唐突に、正面玄関の扉が開け放たれた。

「っ!?」

　エントランスホールに、数人の黒スーツを着た男たちが駆け込んでくる。あっという間にこちらを取り囲んだ彼らは、懐から拳銃を抜いて、脅しつけるように銃口を向けてきた。

　その拳銃にはイヤと言うほど見覚えがあった。

　……《イグニス：モデル03》。人工魔術ブラツクアート式の半自動式拳銃である。

「こいつら、アレクトリア社の人間かッ？　なんでいきなり───!?」

　訳が分からずに目を白黒させていると、背中に鈍にぶい衝撃。

「ぐっ……!?」

　痛みを覚えるが早いか、そのまま床へ押し倒される。

　辛うじて振り返ると、一人の女が自分の上にのしかかっていた。

　きちんと着こなされたダークスーツに、一本に結ばれた黒髪。……その顔には見覚えがあった。アレクトリアの執務室で、メイス＝アレクトリアの傍そばに付き従っていた女性。確か、中なか林ばやしと呼ばれていた。

　水みな最もを組み伏せた中林は、すばやく腕をひねり上げ、こちらの動きを封じてくる。

　それに合わせて、正面にいた男がエルの身柄を水最から奪い取った。瑠る衣いが悲鳴をあげるが、四方から拳銃を向けられているため、やはり動くことが出来ない。

「テメェ、なにしやがる……!?」

「……社長。件くだんの魔術師を確保しました。次のご指示を」

　こちらの質問を無視して、中林が淡々と告げた。

　すると、




「───いやいや。ご苦労、諸君。そのまま連行しちゃって」




　ホールに響く、間の抜けた少女の声。

　金髪に黒ドレスの美少女が、悠然とした足取りでその場に現れた。

　常に口元に張り付いた不敵な笑み。魔性と言うべき妖よう艶えんな美貌。

　その相手を見た瞬間、水最は大きく目を見開いた。

「……メイス＝アレクトリア……!?」

「やあ、ミナモ。君もご苦労だったね。魔術師が悪用しようとしたエーテルギアを止とめてくれたこと、感謝しているよ」

　こちらの困惑した顔を見て、メイスが朗らかに微笑ほほえんだ。

「そんなヘンな物を見るような目を向けないでくれよ。ここはボクの経営する会社、その本社だよ？　出入りするのもボクの勝手。違うかい？」

　おどけた素振りで肩をすくめて、

「本社が危険なテロリストに占拠された状態にあったからねぇ。恐こわくて今の今まで外に退避していたのさ。君が退治してくれたおかげで、こうして戻ってこれた。それだけ。ほら、な～んにも可お笑かしいことなんてない」

　どこまで本気かわからない理由を述べて、メイスはクスクスと忍び笑いを漏らした。

「都市で暴れ回っていたエーテルギアも、各オペレーターたちの迅じん速そくな働きによってすでに制圧済みだ。都市崩壊の危機は免れた。あとは主犯と思おぼしき魔術師の少女を捕らえてジ・エンド。土壇場で君から手柄を横取りするようなかたちになっちゃったけど、もちろん相応の功績は讃たたえるよ？　……ただ、君はちょっと詰めが甘いところがあるからね。最後の処理はこちらで引き受けさせてもらう」

　メイスは目線で男たちに合図を送る。

　彼らは社長の意思に従い、確保したエルを抱かかえて玄関の方へと向かった。

「待て！　あの子をどうする気だ!?　───あぐっ」

　水みな最もは咄とつ嗟さに身を起こそうとしたが、押さえつけてくる中なか林ばやしに力を加えられ、顔面をしたたかに打ち付けられた。中林の手の甲で、浅黒い紋もん様ようが鈍にぶく発光する。

　……この女、《人工魔女トライフルズ》だ。

　対魔術を旨とする破壊兵器。人間である水最が抗あらがえる道理はなかった。

　うめく水最を悠々と見下ろし、メイスが浅い息を吐く。

「どうするって？　決まっているじゃないか。捕らえるのさ。アレは都市を騒がせた犯罪者の一人だ。違うかい？」

「事情があった！　話も聞かずに捕らえていいはずがない！」

「話？　おやまあヘンなことを言うね。目の前で堂々と犯罪行為をしておいて、話を聞くもなにもないだろうに」

　言いながら、メイスはホールの中心にある黒塗りの箱を見上げた。

「いやはや。本格的に起動させられる前に止とめられてよかったよ。もしアレが解放されたら、被害はこの都市だけじゃ済まなかったかもしれない」

　アレクトリア本社に、魔術によって封じられていた遺産。

　棺ひつぎの中に閉じ込められる、憎しみに塗まみれた異い形ぎよう。

　水最は奥歯を強く噛かみ、メイスを睨にらみあげる。

「アレは……なんだッ？　アレは───!?」

　言いかけた直後。

　メイスの指が、水最の唇にあてがわれた。

「……そうそう。テロの主犯を押さえた功労者である君に、魔導組合ＡＳＡを代表してボクから特別に褒ほう美びを与えよう。もちろん、約束していた報酬とはべつにだ」

　悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべる彼女は、わざとらしい仕草で考える素振りをする。

「そうだねぇ……。君の願いを一つだけ聞き入れるというのはどうだろう？」

「……願い？」

「イエス。なんでもいいよー。それくらいの大手柄を、君は挙げたんだから。もちろん、つい今しがたしようとしていた質問に『答えてほしい』という願いでもいい。あとは───」

　チラリと。正面玄関のほうに横目を送って、

「君が得る利益がないから、さすがにないとは思うんだけど。『本来は問答無用で裁くべき犯罪者の話を聞く』……とかね」

　刹せつ那な、はらわたが煮えくり返るほどの激しい怒りを覚えた。

　つまり……この女は遠回しにこう言っているのだ。

　アレクトリア本社に隠されていた遺産についての詳細を話すか、それとも捕らえた犯罪者を正当に裁いてほしいのか。そのどちらか一つを選べと。

　そんなの報酬でもなんでもない。選択ですらない。

　エルの命運を盾として、こちらが抱いた疑問を真っ向から押し殺そうとしている。おそらく、水みな最もがどちらを選ぶかなんて最初からわかっていての質問なのだろう。

　……本当にふざけている。なにもかもに口を閉ざし、隠し通すつもりだ。

　だが、金で雇われる傭よう兵へいの水最に、とやかく言う権利などなかった。

　むしろ、選択する機会を与えられただけでも救いと言える。たとえそれすらも、彼女が企くわだてた思惑のうちだったとしても。

　相手の気が変わる前に、選ぶことを強要された自分は、大人しく答えるしかないのだ。

「……あの子。魔術師エル＝エルマ＝エルガルを正当に裁いてくれ。彼女の事情に耳を傾けて、一方的に重罪人と決めつけないように」

「ふふっ。オーケー。検討しよう。そういうわけで、この話はここで終わりだ。頼むからあとになって余計な探りとか入れないでくれよ？　君がそんなことをしていると知ったら、ボクの気が変わっちゃうかもしれない。交渉はフェアにいこうじゃないか」

　メイスが背を向けると、上から水最を押さえつけていた中なか林ばやしも拘束を解いた。

　……体は自由になったが、もはや抵抗する気力などない。部下を引き連れて、メイスが玄関口へ歩いて行くのを、ただただ黙って見送る。

　扉から出る瞬間。メイスがこちらを振り返って、パチパチと拍手をした。

「任務達成ミツシヨンコンプリート。今回は素晴らしい活躍だった、オペレーター。次もよろしく頼むよ」

　重厚な音を立てて、扉が閉められた。

　ホールに残されたのは、水最と瑠る衣い、そして気を失ったソラ。

　水最は中心に座する黒塗りの棺ひつぎを一いち瞥べつし、床に拳を叩たたきつけた。そんな彼の背中を、瑠衣がいたたまれないような眼まな差ざしで見つめる。

「───チクショウッ」

　憤りに満ちた水最の囁ささやきだけが、ホールに虚むなしく響いた。






　　　　終　章









　爽やかなスズメのさえずりが聞こえてくる通学路。

　市街地の大通りを歩く制服姿の学生たちに混ざって、眠たげに欠伸あくびを噛かみ殺ころす錺かざり矢や水みな最もはゆるゆると進んでいた。

　各企業団体の保管庫に収められていたエーテルギアがいきなり暴走し、都市全体が大打撃を被こうむった大事じ件けん。あれから、すでに一か月ほどの月日が経過しようとしていた。

　水最の体に巻かれていた包帯はすでに取れて、体調は全快。都市の各施設も未いまだに修復工事などの光景が見られるものの、驚異的なスピードで元の形を取り戻しつつあった。

　魔導組合ＡＳＡや警視庁の迅じん速そくな対応のおかげで、事件に関した死者はゼロ。せいぜい何人かの軽傷者がでた程度に留とどまった。

　そのおかげとでも言うべきか。魔術によって与えられた恐怖。それがたった一か月足らずで人々の記憶から抜け落ち始めている。

　今歩いている通学路も、実に平和なものだった。明るく談笑しながら通学する学生たち。少し前に災害規模の魔術犯罪が起こった場所で見られる光景とは思えない。

　水最は一つため息を吐ついて、空を見上げる。

　……結局は、事件の前も後もなにも変わらず。

　人々はなんの疑問も抱かずに、今の生活を享受する。

　頼りにしている魔術が、多大な危険性を孕はらんでいるということも、きれいさっぱりと忘れて───。




「おはようございます、先せん輩ぱい」




　っと、背後から生き真面目まじめそうな声が響く。

　水最はすぐに半眼になって、そろそろと視線を地上に降ろした。

「うげ……三み崎さき」

「……学校で会うたびにイヤそうな反応するの、やめてもらえますか？」

　長い黒髪をハーフアップにまとめた後輩。

　瑠る衣いも仏ぶつ頂ちよう面づらになって、不服そうに腰へ手を当てた。

「そんなにイヤだと言うのなら、このまま先輩の存在に気づかなかったフリをして去りましょうか？　わたしは全然かまいませんけどッ」

「明らかに構わないやつの態度じゃないだろ、それ。イヤだって言うか……前にも言ったと思うけど、周囲の目がな。朝から後輩女子と仲良く登校なんてしたら、絶対に付き合ってるとか勘違いされるぞ？」

「そ、そんな根も葉もない噂うわさは無視すればいいんですっ。なんなら、三メートルくらいの距離をあけて歩けばいいですかッ？　それなら文句ないでしょう!?」

「落ち着け。反抗期の息子に対する母親みたいな態度になってるぞ」

　顔を真っ赤にしてあれこれと騒ぐ瑠る衣いに、水みな最もは苦笑で返す。

「いいよ。お前の言う通り、気にしないことにする。一緒に行こうぜ」

　素直に答えると、瑠衣はさらに顔の朱を濃くして「さ、最初からそう言えばいいんです……」とかゴニョゴニョと文句を垂れる。まともに相手にすると面倒そうなので、黙って聞き流しておいた。

　二人で肩を並べて、通学路を歩く。

　道すがら、市街地と商業区を繋つなぐ吊つり橋ばしを通りかかった。そこで、瑠衣がピタリと足を止とめる。複雑そうな表情になって、きれいに舗ほ装そうされた吊り橋を眺めた。

「……すっかり元通りですね」

　ふと、先ほどの水最と同じような感想を漏らした。

　水最も黙って吊り橋に視線を向ける。

　……今になって思えば、事の発端とも言えるべき最初の事じ件けん。エーテルギアによって滅め茶ちや苦く茶ちやにされたはずのその橋もまた、何事もなかったように修復されていた。

　なんの遺恨もなく。事件は最善の結果で解決し、人々の間で過去の記憶となっていく。

「あの子。魔術師の女の子のその後は、どうなったんです？」

　瑠衣の質問に、水最は首を横に振った。

　……わからない。それが自分の持ち得るすべてに対する答えだった。

　そもそも、魔術犯罪を引き起こした魔術師が真っ当な『被告人』として裁判にかけられること自体があり得なかった。彼女は人類の敵、そして魔導組合ＡＳＡにとっては貴重な実験サンプルでしかないのだ。

　捕らえられた魔術師は例外なく、企業からの協力要請を受け入れるか、反発して独房に閉じ込められるかの選択を迫られる。

　果たして、エルも同じような運命を辿たどるのだろうか？　一介の傭よう兵へいでしかない水最に知る由よしはない。ただ一つ、事件の際にメイスと交わした交渉だけが、唯一の希望だった。

「三み崎さき。ありがとな。お前もあいつのために、魔導組合へ探りをいれるのをやめてくれたんだろ？　……感謝してる」

　ぼそりと礼を言うと、瑠衣は目を丸くして少し身を引いた。

　アレクトリア本社に隠されていた謎の魔術的遺産。瑠衣もそれを目まの当あたりにしている。警察である彼女ならば、そのことをネタに、魔導組合を糾きゆう弾だんできる立場にあったはずだ。

　だが、実際にそうすることはなかった。

　水最とメイスの間で行われた交渉。魔導組合への疑問や不信を押し殺す代わりに、エルへの対処を公正に行ってくれるという口約束。

　直接口にすることはなかったが、その約束を反ほ故ごにしないため、瑠る衣いがあえて目を瞑つぶってくれたことを水みな最もは知っていた。

「べ、べつに。あの子のためにそうしたわけじゃありません。警察上層部からも、魔導組合ＡＳＡに対しては極力干渉するなと言われてますし……。わたしはそれに従っただけです」

「たとえそうだとしても。ありがたいよ」

　バツが悪そうに言い訳をする瑠衣に、水最は小さく笑いかけた。

　……なにかを隠している魔導組合。そして、その動きにあえて目を瞑る国家機関。

　上層部へ募る不信感。納得いかないことは多々ある。

　でも、今は。平和な日常が戻って、説教くさい後輩が隣にいる。

　それだけで充分だった。

「……ん？」

　そのとき、水最のズボンのポケットからピリリリッと無機質な機械音が響いてくる。

　着信音。こんな時間帯に誰だと疑問に思いつつ、タッチパネル式の携帯電話を取りだす。

　通話のボタンを指で押すと、




『───ミィくん！　今どこにいるのッ？』




　甲高い声がマイクを通してガンガンと轟とどろいた。

　水最は鼓こ膜まくを痛めたように顔をしかめながら、すばやく携帯電話を耳から放す。それでも相手の声は充分にやかましく届いてきた。

『ミィくん、ミィくん！　ミィくんってばーっ!!』

「……やかましい。騒がなくても聞こえてるわ」

『あ、ミィくん！　やっとお返事してくれたんだよっ。今どこにいるのか知りたいな、なんてっ』

　マイク越しに聞こえてくる少女の声。

　誰のものかなんてわざわざ確認しなくてもわかった。

　一連の事じ件けんで受けたダメージから回復し、元気になったまではいい。しかし、相変わらず騒がしいのは勘弁してほしいところだった。

「どこって。いま学校に向かう途中だよ。今朝、いつも通りに家を出ただろが」

『が、学校っ!?　も、もしかして……近くにルイがいたりするのっ!?』

「そんなに驚きよう愕がくすることか？　まあいるにはいるな」

『ミ、ミィくん！　ソラに内緒でルイと二人きりなんてひどいよぉ！　浮気はダメだって、いつも言ってるのにぃっ！』

「……だから。なにが浮気だボケ。たまたま通学途中で鉢合わせただけだ。つか、いきなり電話とか何の用だよ？　意味がないならもう切るぞ」

『わわっ。そうじゃないんだよっ。ちゃんとした用事があるんだよぉ』

　電話越しのソラは『切らないで切らないで』と泣きそうな声で懇願してくる。なんだか非常に面倒くさかった。

「わかったから。はやく用事とやらを話せ」

『う、うんっ。えっとね。さっき仕事用の携帯電話に、緊急の任務が入ったの。相手はアレクトリア社の社長秘書さん』

　とたん、水みな最もは顔をしかめる。

「……そういや。今日は仕事用の携帯、家に置きっぱなしだったか。ついこの間、デカい仕事を片付けたばっかだってのに。コキ使ってくれるね」

『とにかく急ぎのお仕事みたいなのっ。今すぐに駅前のほうまで来て！　そこで詳しいお話をするから！』

「はぁ……。わかったよ。すぐにそっちへ行く」

　疲れた声で返事をして、水最は通話を切った。

　携帯電話をポケットに入れて顔をあげる。

「悪い、三み崎さき。これからちょっと用事ができて───」

　言いかけたところで、水最は口を閉じた。

　ちょうど、隣にいる瑠る衣いも携帯電話を取りだして誰かと話をしている。断片的に聞こえてくる内容で、すぐに事態は呑のみ込こめた。彼女も同じく、仕事なのだ。

　話を終え、携帯を耳から離した瑠衣は、肩をすくめて水最を見る。

「……先せん輩ぱいの行先はどこですか？」

「駅前。うちのアホ兵器からのお呼び出しだ。そっちは？」

「同じです。お互いに多忙のようですね」

　瑠衣は困ったように苦笑してみせた。

　……多発する魔術犯罪。

　それはこの都市が魔術を糧かてとし、営みを形成し続ける限り、決して途絶えることはない。

　残念なことに、それらを専門とする自分たちには、今ある平和を満喫していられる時間さえもないようだった。

　水最はボリボリと頭を掻かき、うなずいてみせる。

「しゃあねえ。行くか、一緒に」





　　　　//






　走り去っていく少年少女。

　その背中を見送りながら───つり橋にたたずむ一人の青年がやれやれと肩をすくめた。

　ファー付きのジャケットに、覇気の感じられない風ふう貌ぼう。物思いに耽ふけっていた水最が彼の存在に気づいていれば、只ただ事ごとでは済まなかったかもしれない。

　幸こう次じ郎ろうはつり橋の鉄柵に寄り掛かると、趣味の悪いアクセサリーがぶら下げられたスラックスのポケットから携帯電話を取りだした。

　画面に触れると、魔法陣が浮かび上がる。……人工魔術ブラツクアート式の製品。わざわざこんなものを用いなくても、通信用の魔術を使うことはできたが、こちらのほうがより簡単で労力を割かずに済む。仲間たちがどう思っているのかは知らないが、彼自身、この人工魔術という便利な道具をそれなりに気に入っていた。

　通話を繋つなぎ、耳に当てる。

「───おいっす、リーダー。そっちの調子はどうだい？　こっちは気持ちの良よいくらいの快晴、絶好の洗せん濯たく日び和よりってやつだ」

　わざとらしいくらいに明るい声で告げると、電話の向こうから辟へき易えきした嘆たん息そくが聞こえた。姿は見えずとも、相手が呆あきれ返かえった表情をしているのがなんとなくわかる。

『……曲まげ師し。そちらから連絡をよこすということは、事態に一応の収拾はついたのだな？』

　不機嫌そうな女の声だった。

　まだ若い。少女のものと言っていいくらいに。

「またまたぁ。もう予想はついているんだろう？　作戦は決行されたのに、魔製都市はまだ動き続けている。俺の報告、必要か？」

『失敗。ということか。……エル＝エルマ＝エルガルはどうした？』

「あのお姫さまなら、企業側にとっ捕まっちまったよ。今はこっちで行方を捜索中。もしかしたら、都市の外にまで連れだされている可能性もあるな。なんせ、あの子は『五ご帝だい』の子孫だ。あちらさんがみすみす返してくれるとは思えないね」

『そうか……。仮に都市外部へ輸送されていた場合、奪還はこちらで引き受けよう。お前は引き続きそこへ留とどまり、任務を続行しろ』

「ぶへぇ。せっかく大きな仕事が一つ片付いたってのに、次の仕事の話かよ。つくづくブラックだね、うちの組織は」

『五帝の奪還は叶かなわなかった。しかし、その血統を継ぐ者の魔力を浴びたことで、一度は覚醒したのも確か。それは決して無駄なことではない。……畳み掛けるならば今だ』

「へーへー」

　うるさいハエを追い払うように手を振る。

　そのとき。通話に小さな雑音が入った。

　注意を傾けていなければ気づけないほどの僅わずかなものだったが、幸こう次じ郎ろうは即座にそれを認識する。だらしなかった表情がとたんに険しいものへと変わった。

『？　どうした？』

「……すまん、リーダー。どうやらこの通信、あちらさんに傍受されちまったみたいだ。すぐに追手がくるかもしれん。切るぞ」

『ッ。わ、わかった。例の物もすでにそちらに送りつけておいた。届いているな？』

「バッチリさ。今は愛車のトランクに詰めてある」

『ならば問題ない。次の作戦───健闘を祈る』

「まあ。過労死しない程度には頑張りますよっと」

　腑ふ抜ぬけた声で言って、すばやく通話を切った。

　それから携帯電話を見つめ、少し考えたあと、橋下の河川へ放り投げる。

　ボチョンと小さな音を立てて小型の機械が水面へ沈んだ。少し勿もつ体たいない気もしたが、逆探知されている可能性もある。金をケチって捕まってしまっては元も子もない。

　背を向けると、幸こう次じ郎ろうはすぐに歩きだした。

　ほどなくして、つり橋の道路わきに停とめてあったスポーツカーが見えてくる。ポケットからキーを取り出し、ボタンを押すと、ロックが外れた。

「……さてと。無事に届いたには届いたんだが」

　短く言った彼は、長い脚を振り上げて、車のトランクを蹴り飛ばした。

　バコッと乾いた音とともに、トランクの蓋ふたが跳ね上がる。

　そこに収められていたのは───腕を胸の前で組み、仰あお向むけに寝そべる一人の少女。

　年頃はよくわからない。

　そもそも、『人間』というカテゴリに含めてよいものかも迷うほどだった。

　あえて言うならば……妖精といったところか？

　少女の華きや奢しやな身体からだを飾るのは淡色のドレス。フリルやリボンが必要以上にあしらわれた衣装は、可愛かわいらしさを通り越してどこか滑稽にさえ思えた。色素の薄い髪色も相まって、非常に儚はかなげな印象を受ける。

　……そして。なによりも注目すべきは。

　全身に刻まれた浅黒い紋様。

　トランクに収められたその少女の全容をまじまじと眺めた幸次郎は、疲れ切った表情になって、軽く肩をすくめてみせた。




「───まったく。面倒なことになってきたな、ホント」






　　　あとがき









　はじめましての方は、はじめまして。

　そうでない方はお久しぶりです。小こ山やまタケルです。




　というわけで、新作始めました！

　とても嬉うれしいことなのですが、いつもどおり『あとがき』の部分に書く事柄が思いつかなくて困っている有様です。

　こ、今回は４ページもあるんですか？

　果たして小山は、最後まであとがきを書き切ることができるのでしょうか……？

　とりあえず、作品に関するお話でもしていきましょう。




　この作品のコンセプトは『魔導具を題材にしたファンタジー』です。

　初期のほうのプロットでは、荒廃した世界でジャンク屋を営んでいる主人公が、過去の魔法使いたちが残した魔導具の謎を巡ってなんやかんやする……みたいな王道ファンタジーっぽい設定だったんですが。いろいろあって、近未来（現代？）チックな舞台で、魔導具に関する事件を解決していく今の感じになりました。

　現代や近未来を舞台にしたバトルものを本格的に書いたのは、実は今作がはじめてだったりします。なので、現在進行形でかなりの不安にさいなまれております。楽しんでいただけたでしょうか……？




　制作過程の話と言えば、今回はいろいろとギリギリだったところがありまして。

　とにかく時間がない。締め切りコワイ。

　担当さまからかかってくる電話に、毎日ビクビクしていました。

「あー、小山くん？　ここの直しなんだけど、○○日までで大丈夫？」

「えっ？　○○日までですか？　いや～、大丈夫か大丈夫じゃないかで言えば、ちょっと厳しいですかねぇ。頑張ってはみますけど（ものすごいキツいです、もっと延ばしてください）」

「できるよね？　うん、できる。やるなら今でしょ！」

　……そんなこんなで担当さまにお尻を叩たたかれつつ、年末の大掃除やテレビの特番などを犠牲にして、なんとか完成にこぎつけた次第です。

　おかげで自室は今、目も当てられない大魔境状態でして。僕の心とお部屋をケアしてくれる優しいハウスメイドさん、募集中です。




　そろそろ頃合いだと思うので、謝辞のほうを。

　イラストを担当してくださったシロウさま。小こ山やまの作業がモタモタしていたせいで、大変なご迷惑をおかけしました。とても可愛かわいくてカッコいい素敵なイラストをありがとうございます！　これからも、どうぞよろしくお願いいたします！

　最近、僕のポンコツ具合が徐々にバレてきたのか、ときどき菩ぼ薩さつのように悟りきった表情で見つめてくる担当さま。今回もたくさんお世話になりました。お願いだから愛想を尽かさず、優しくサポートし続けてください。……え、ポンコツなのは最初からわかっていた？　そ、そんなまさかぁ。

　本作を刊行するにあたってお世話になった関係者の方々、相談に乗ってくれた同業の先生方にも、心からお礼を申し上げます。




　そして、この本を手に取ってくださったあなたさま。

　本当にありがとうございます。

　今回は初めての新作、さらに時間がないなかで慣れない雰囲気の物語に挑戦……ということもあって、至いたらぬ点が多々あるかもしれません。

　それでも、少しでも「面白かった」「続きが読みたい」などの感想を抱いていただけたなら、とても嬉うれしいです。

　もし本作に興味を持ち、これからもお付き合いいただけると言うのであれば、感激の極みでございます！




　それでは、ページの終わりも近づいてきたところで。

　次にお会いできる機会があることを願いつつ。





小山タケル











　著者

　小山タケル（こやま・たける）

　　１９８８年生まれの神奈川県民。

　　イヌ派かネコ派と訊かれればネコ派。カバ派かワニ派かと訊かれればワニ派です。最近は周囲でカバ派の勢力が拡大しつつあり、若干の危機感を抱いております。

　　そんなこんなで自分にとっても初めての新シリーズ、皆さまに楽しんでいただければ幸いです。




　イラスト

　シロウ

　　今まで兼業という形で細々と絵や漫画を描かせて頂いてたのですが引っ越しを機にメインの仕事としてやらしていただくことになりました！　今まで時間の都合で出来なかった色んな事に挑戦しようと思っておりま・・・したが正月早々悪い意味でのスローライフに。餅うめぇ（頑張りましょう
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。



本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。



本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。












本作品は縦書きでレイアウトされています。











また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















item/image/228.jpg





item/image/141.jpg





item/image/065.jpg





item/image/037.jpg





item/image/197.jpg





